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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　もくじ








第一話　恋のキューピッド大作戦だよ！　ドクロちゃん！

第二話　おれがあいつであいつがおれだよ！　ドクロちゃん！

第三話　はじめてのおつかいだよ！　ドクロちゃん！

第四話　監獄ロックだよ！　ドクロちゃん！
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　遠くでぱしゃぱしゃと水が跳ねる音。

「やっと見つけた……」

　僕は校舎と体育館をつなぐ渡り廊下のその先へ、スノコをカコカコ目指します。

　進む先にはセメント作りの水飲み場。

　その水飲み場でぷかぷか浮かぶ天使のわっかを、僕はようやく見つけたのです。

　彼女は体育館を背にして、お気に入りの蛇じや口ぐち（左から二番目）で水を飲んでいました。

「ドクロちゃんこんなトコにいた」

「あ、桜さくらくん！」

　ドクロちゃんはゴキゲンな感じで口を拭ぬぐいます。

　放課後、掃除当番だった僕とドクロちゃんはゴミ捨てに行く係を決める勝負をして、負けた僕は今戻って来たところです（正確に言うとじゃんけんで勝った方が相手にしっぺをして、先に痛いと言った方が負けというゲームを提案され、その時点で負けを宣言。一人、焼却炉へ。でも、今度こそ勝ちます）。

　僕はその天使のあどけない姿に、文句を言う気が失うせていきます。

　腰をかがめて、落ちてくる髪を耳の上で押さえ、再び水を飲みはじめるドクロちゃん。んくんくと小さな喉のどを鳴らす彼女ですが、実はまだ蛇口に口を直じかにくっつけないとお水が飲めないのです。

「ドクロちゃんもそろそろ蛇口に口をつけなくても水飲めるようになろうよ。じゃないと……」

「思い出しちゃう？」

「思い出さないよなにも!!もなにもね!!　って……なんで僕をそのまま上目づかいで見つめるの!?　…………なんで無言なの!?　やめてよ！　僕はただ、蛇口に口を直接つけたら衛生的じゃないって言いたかっただけでッ！」

　ドクロちゃんは小首をかしげ、

「それは桜くんもこの蛇口で同じようにお水が飲みたいっていうこと……？」

「ぜんぜんちがうよ!!　いい？　ドクロちゃん」

　僕は言いながら三番目の蛇口をくいっと上に向け、水を出します。

「お水を飲むときは、普通はこうやってね」

「うんうん」

　ドクロちゃんは僕をななめ後ろからのぞき込んできて、

「でね、出てきてる水の、この上の所に口をつけヌオぉぉッ!!」




　ちゃっりーん……っ！




　突とつ如じよ、僕の目の前から銀色の蛇じや口ぐちが消失、そこにはすっぱりと金属の鋭利な断面が出現しています。

「ちょ、ちょっと、ドクロちゃん……？」

　その金属音は切断された蛇口の落ちる音でした。そして、僕の頰ほおからツツーッと一条の鮮血。蛇口の断面からはせき止められていた水がびゅうびゅうと吹き出しています。

　そしてちっちゃな手をチョップの形にしたまま、その水流の直ちよく撃げきを受け、天使のわっかまで濡ぬれそぼったドクロちゃん。

「あれ？」

　ドクロちゃんはびしょびしょのまま、ぽかんと僕を見ています。

　僕は今いま頃ごろわき上がってきた恐怖に、泣きそうになりつつ言いました。

「ドクロちゃんは今その手刀で僕の首を切り落とそうとしたね……？」

「うぅん、ボクはあれがやりたかったの、ええと……」

「なに!?　介かい錯しやく!?　介錯したかったの!?　このヒトゴロシめ!!」

「ちがうもん！　ボクはお水飲んでる桜さくらくんの頭をこつんて叩たたいて、びっくりさせるのがやりたかったんだもん！」

「こつん!?　絶対こつんじゃないよこれ！　びゅんって風が唸うなったよ！　見てよこのカッコイイ僕のほっぺた！」

　僕はつつーっと血が流れるほっぺを斜め四十五度でドクロちゃんに見せつけました。

「わぁあ！　桜くんブルース・リーみたい!!　カーッコイ──！　プリクラ撮りに行こうよプリクラ！　今すぐ！」

「こんな思い出の詰まったプリクラはイヤだよ!!　本当に死亡で遊ゆう戯ぎだよ!!　二人とも服びしょびしょだし、あーぁ、これ、どうす……」

　僕はシャツのすそを絞しぼりながらドクロちゃんの様子を見、見、見見見見見見ッ!!

「ん？　桜くん、どうしたの？」

　ドクロちゃんは僕の視線をたどりました。そして彼女は気がつきます。小学校五年生の平均身長に、発育良くって中学三年生でグラビアアイドルの魅み力りよくを閉じこめたようなそのカラダが、今、濡れたブラウス越しにどうなっているかを！

「はぅ？　う、きゃんっ！　みちゃだめぇぇ！」

〈ぱぐんっっ!!〉

　僕の頭が破は裂れつ音おんをたてた途と端たん、意識がなくなりました。

　ドクロちゃんがとげとげだらけの鋼鉄バット『エスカリボルグ』で僕の後頭部を叩いたからです。割れた隙すき間まから脳みそがぜんぶ水飲み場の流しに出ちゃいました。

〈ズココココココ────〉

「あああっ流れちゃう!!　桜さくらくんの脳みそが下水にぜんぶ流れちゃうっ！」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　ドクロちゃんが魔法少女みたいにエスカリボルグをくるくるすると、半ば崩れた白い脳みそは命を与えられたおぼろ豆どう腐ふのように蠢うごめいて、僕の開きっぱなしの脳天内部にパイルダーオンッ！




　──これは、




「着替えてくるぅ！」

　ドクロちゃんは胸を手で隠すようにして、渡り廊下を教室に向かって走って行ってしまいました。




　──これは、ちょっぴりお茶目な天使ドクロちゃんと人間の僕が繰り広げる、夢と希望と体液がいっぱいしたたる物語。僕のお腹なかはシャツをめくると痣あざだらけなのです。
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　僕はようやく水道の元栓を見つけて、それをキュッキュと閉めました。

　水の音がようやく止まります。

　すると、体育館と校舎をつなぐ渡り廊下のスノコをカコカコ鳴らす音。見れば一人の女の子。

「やっと見つけた」

　僕に向かってちょっとだけ手を振りながら、そう言ったのは静しず希きちゃん。自分のズブヌレ加減を確かめながら、僕は少しだけ苦笑いをしていたハズです。

「うあ、桜くんどうしたの？　びしょびしょじゃない」

　静希ちゃんは立ち止まり、眉まゆを寄せます。

「ドクロちゃんが……」

　僕は蛇じや口ぐちの破片を指さして答えるしかありません。

「あ──、またやられちゃったんだ……」

「問題を起こした張本人はとっくにどっかに行っちゃうし……」

　僕は肌にくっつくＹシャツをぴとぴと指で引っ張りながら静しず希きちゃんにトホホ笑いです。

「……あ、ドクロちゃんがいないのなら、ちょうど良かったかも」

　彼女はいつものクールな表情を浮かべていますが、なんだか心持ち、落ち着きがありません。周囲に細かく視線をくばり、二つ縛しばりにした長い黒髪の先っぽをいじります。

　その静希ちゃんの仕し草ぐさ、不意に僕はなにかを感じ取りました。

「なにか、相談事？」

「う、うん……」

　うながした通りに、静希ちゃんはコクリと頷うなずきました。

　僕は濡ぬれた自分の髪をかき上げます。

　さすが僕です。ダテに静希ちゃんの幼なじみをやっているわけではありません。はじめは兄妹のような関係だった僕たちも今や中学生。僕は最近、静希ちゃんと普通におしゃべりしていても、不意に高鳴る鼓こ動どうに邪じや魔まされがちです。その度たびに静希ちゃんの視線の先や表情の変化が気になってしかたありません。

　そんな静希ちゃんのこの仕草、ドキドキするなというのが無理無理無理。僕は自分を落ち着かせながら言いました。

「僕でよければ相談、乗るよ？」

「っていうか、桜さくらくんじゃなきゃだめなの……」

　その一言に、僕の身体からだは激しく脈動する心臓にあやうく乗っ取られそうになります。

　このパターンは、まさか──




　──そしてずっと瞳ひとみを伏せていた静希ちゃんはふっと僕の目を見つめ、ついにポツリと言うのです。

「桜くん、私ね、小さい頃ころからずっと桜くんのコトを想おもっていたの……」

　僕はその静希ちゃんの瞳の中に、確かに流れ星を見ました。炉心は融ゆう解かいメルトダウン。

「私、またあの頃みたいに桜くんと二人っきりでお医者さんごっこ、したいな……」

　途と端たんに四十二度を振り切る体温、タンパク質は煮えちゃいます。ヤミ医者様でも草くさ津つの湯でも、メスも鉗かん子しもいりません。聴ちよう診しん器きなんかなくたって二人の鼓動は十六ビート、「先生、診みてください、私こんなに鼓動が速いの。病気ですか？」「心配ない、それは〝恋〟という名の病なのよさ。それでは横になりなさい、素手でのオペを開始する──




「……って、桜くんなんで頭を抱えて震ふるえているの？　私の話聞いてくれてる？」

「へっ!?　あ、ゴメン静希ちゃん。もう一回、お願いできる？」

　おっと、ちょっと先走りすぎちゃったかな？　僕は静希ちゃんに謝って、この現実と向き合いました。

「だ、だからええと、同じクラスに宮みや本もとくんているでしょ？」

「……みや、もと？」

　なんで、宮本が出てくるんでしょう。

「うん、いるというか、むしろヤツとは親友だけど……」

　宮本広こう志じ。こいつとも僕は長いつきあいです。宮本はばりばりの体育会系で、僕はどちらかといえば文化系。しかしなぜかヤツと僕は妙にうまがあって、小さい頃ころからよく遊んだものです（ドクロちゃんが来てからは彼から連絡がありません）。僕はちょっとだけグラウンドに耳を澄すませます。野球部でピッチャーのあの野郎は今頃がんばっているはずです。

「実はね」

　予感。僕の血が逆流の兆きざし。静しず希きちゃんは唇くちびるに触ふれていた指先を離し、そして目の前に書いてある文章を読むように言いました。




「実は彼のこと……好きになっちゃった──」
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　スパーク。

　見るもの聞くもの感じるものが僕の五感をぶち割って、それは無限の急転直下。螺ら旋せんを描いて永久封印。封印壺つぼの内部では、十六人の僕ぼく妖よう精せい（僕に羽の生えた全裸の妖精）がバトルロワイヤル。生き残った最後の一人が外に出たとき、しかし彼は自分がまだまだ井の中の蛙かわずだということを知るだろう。俺おれたちの戦いは今、始まったばかりダゼ!!

「──なっちゃった娘こがいてね。って、あれ、桜さくらくん？」

「キルキル……」

「さ、桜くん!?　どうしたの？　その足下に広がり始めた粘液はなに!?」

「キルキルキルキル────[image: ]」

「ちょっと桜くん!!　そっちはグラウンドよ!?　だめ！　今の姿を他ほかのヒトに見られたらもうココにいられなくなっちゃう！」

「ボクハ　コノチキュウガ　ダイスキデシタ……！」

「ちょっと桜くん誤解してない!?　『宮みや本もとくんのコトを好きになっちゃった娘がいてね』って、言ったのよ？」

「……へ？」

　僕は立ち止まり振り向きます。

「静しず希きちゃんが……宮本のコトを好きになったんじゃなくて？」

「な、なんで私なのよ……」

　あきれたように静希ちゃんは笑います。

「私じゃなくて、私が相談を受けていたの。同じ図書委員の二年生でね、名前は小お野のちえりちゃん。彼女、私たちと同じ二年Ａ組の宮本くんを好きになっちゃって、でもちえりちゃんはクラスが離れてて宮本くんに全然接点がなくて、それで同じクラスの私に相談してきたの」

「そうなんだ……」

「小野ちえりちゃんって、桜くんも図書室で見たことない？　メガネかけてる髪の短い娘なんだけど」

「たぶんないと思うけど、うーん……」

「桜くんも、ちえりちゃんと宮本くんの仲を取り持つの、協力してもらえないかな……？」

　僕をのぞき込んで来る静希ちゃん。

　考えます。

　この恋の相談に僕が乗って、それが上う手まくいったとします。すると宮本には彼女ができることになるのです。僕はドクロちゃんのせいでなにもかもままならないのに、僕の親友の宮本には彼女ができる。練習試合の時など女の子にきゃーきゃー言われている宮本に彼女ができる。だいたい、宮本を好きになる女の子がイルだけで許せないのに、彼女を作るなんて万死に値する。

「だめ、かなぁ……？」

「うーん……」

　悩みどころです。もし、宮本に彼女ができても、僕には……

　いや、まてよ!?

　天てん啓けい、きゅぴんとひらめきます。

　小お野のさんと宮みや本もとがつきあうようになる。そうすれば僕は小野さんと宮本に感謝され、静しず希きちゃんも僕のコトを頼たよれる男と思うハズ。そして頼れる男に静希ちゃんは……もうッ！　こんなチャンスに気がつくなんて僕は名将の器か!?

「桜さくらくん……？」

　いぶかしげにこちらを見る静希ちゃんに僕は言いました。

「宮本はとってもクールなナイスガイさ！」

「……はい？」

「宮本の親友として僕もできるかぎりやるよ！」

「本当にいいの？」

「もちろんだよ！」

「だって、桜くん、さっきまですごい表情がめまぐるしく……」

「そんなの幻まぼろしだよ。いいから、小野さんの話を聞かせて？」
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　独特の空調、明るい窓辺。

　図書室は今日も心地良い空間を作り出すコトに成功しています。

　僕は静希ちゃんに目配せしました。

　二人にはわからないように、ちょっとだけ僕に微笑ほほえみを返してくれる静希ちゃん。

　丸テーブル。僕の右には宮本広こう志じ。それに向かい合うように小野ちえりさんと静希ちゃんが着席しています。そう、ここには見事、目的の宮本と小野さんがいるのです。

　テーブルの上には教科書、ノートに問題集。

　僕たちは今、テスト勉強の真っ最中というコトになっています。

　あれから僕と静希ちゃんは大まかな作戦を立てました。




【ダイジェスト版　小野ちえりさんラブラブ作戦会議議事録】

「なるほど、小野さんて頭いいんだ」

「うん。ちえりちゃん恐ろしく頭良いよー。結構有名だと思うけど……」

「宮みや本もとは恐ろしく頭悪いんだよなぁ、有名じゃないけど……。となれば、小お野のさんが宮本の中間テストの救世主になるってのは、どうかな？」

「なるほど、それいいかも！」

「宮本には僕が連絡しておくよ！」

【以上！】




「でもあれだよな」

　宮本は消しゴムを指で挟はさみながら言います。

「なんだよ宮本」

　僕は宮本に首を向けますが、彼は僕を見ていません。

「小野さんてさ……」

「え!?」

　急に宮本に名前を呼ばれる小野ちえりさん。

　彼女も同じ二年生。ただし彼女はクラスが二つ向こうのＣ組。あとの僕ら三人は同じＡ組なのです。

　宮本の右みぎ隣となり、丸テーブルだから向かい合うような位置にいる彼女は、緊きん張ちようで小さくなっています。そんなおどおどした仕し草ぐさに、僕は小野さんに対する文学少女的な思いを強めます。彼女はチャームポイントみたいな右の瞳ひとみの下の泣きぼくろを隠すように、幅広で薄うすい縁ふちなしのメガネをさわります。ストレートの前髪は白と金色のピンで留めていて、後ろはすくめた肩のところでそろえたショートカット。

　たぶん彼女は一人だけ違うクラスというだけでも緊張しているだろうに、今は目の前に片かた想おもいの宮本、本人がいるのです。がんばれ小野さん！

「小野さんて、なんで桜さくらと知り合いなんだ？」

　そして宮本は野球部期待の二年生。細身ながら筋肉質。健康的な日焼けの首や、肩の形など……ああもうやめやめ。男に関してはどうでもいいのでここら辺でやめときます。

　今日から中間テスト一週間前。部活動も今日からお休みで校内は静かです。

　宮本の問いにぴくっと、小野さんが僕を見ます。

「ええと、それはね、ちえりちゃんと私が図書委員で友達なの」

　静しず希きちゃんが助け船。

「……で、私が小野さんに勉強を教えてもらおうと思って、そのコトを桜くんに話したら……」

「桜が俺おれを誘さそったと。あーそうだよな、桜と静希ちゃん幼なじみだもんな。っつーか、お前らまだ幼なじみなのか？　そろそろ次のステップへ……」

「な、なにを言ってんだ宮本！　僕たちのコトはどうでもいいだろ!?」

　突とつ如じよ話題の矛ほこ先さきがコッチを向いたので、僕はともかくローバイです。

「それより宮みや本もとはどうなんだよ？　あ、そういえばお前、見たぞこのあいだバス停で！　一いつ緒しよにいたあの女のヒト、確か三年生のマネージャ……」

　主導権を取り戻そうと僕がとっさに言い返し『しまった！』と思った時にはもう遅い！

「えっ……？」

　小お野のさんが思わず、というふうに声を高くして宮本、そして僕を見て、耳を真まっ赤かにしてうつむいてしまうのです。い、痛い！　静しず希きちゃんの視線が僕のやらかいところを今まさに締め付けている!!

　なにをやっているのでしょう僕は！　自分でさっそくこの作戦を台無しにしようとしています！　でもなんでよりによって僕はこんな時に思い出すかなああッ！

「あ、そのことか……」

　宮本は頰ほおをかりかりと搔かきます。それから小さく舌打ち、言いました。

「ぶっちゃけ、実は困ってんだ、沼ぬま田たセンパイには」

　僕はもう「ふ、ふーん沼田センパイっていうんだ……」ぐらいしか言えません。小野さんを見れば、その宮本のセリフに、小さく深呼吸、姿勢を正します。

「あのさ、沼田センパイって彼氏いるのな？　なのに俺おれにだけ差し入れとかしてくるから、その彼氏って俺の部のセンパイでもあって、それで目ェつけられちゃってさーっ……て、俺なんでこんな話をしてんだ？」

　鼻から盛大に息を吐はき出しながら困ったように、宮本は言いました。

「すまん」

「そうだ桜さくらのせいだ。なんの話をしてたんだ？　ああ思い出した」

　宮本は小野さんと僕に向かって続けます。

「俺はただ不思議だったんだよ。普通、学年トップの小野さんと桜が知り合いってありえねえだろ？　まあ事情はわかったけどよ」

「なんだぁ？　宮本、本当は僕にジェラシーなのか？」

「馬ば鹿かか（宮本）」

「お前がな（僕）」

「馬鹿ついでで申し訳ないんだけど（静希ちゃん）」

「酷ひどいな静希ちゃんも……（僕）」

「ねえ、ちえりちゃん、この公式なんだけど、教えてもらっていい？」

　静希ちゃんはテーブルに教科書をすべらせ、小野さんにイスをくっつけます。

　それをのぞき込むように、宮本がその長身を乗り出し、

「ああ、俺もそれわかんねえ」

　宮本のたくましいワキバラがちょうど僕の顔の横。

「ちょっと……うっとおしいんだけどな。宮みや本もとそっち回れよ」

「おう」

　宮本は小お野のさんの隣となりにイスを移動させ、座ります。

　ぎゅっと肩に緊きん張ちようをミナギラス小野さん。少しだけオロオロと僕を見る彼女のメガネ越しに、目があいます。僕がなにか返そうとすると、彼女は慌あわてて目線を再び教科書に落としてしまいます。

　そしてちょっとだけ、覚かく悟ごを決めたように呼吸を整えて、

「これは、……まずカッコを全部はずすために……」

　右手にシャープペン、左手にハンカチをぎゅっと握りながら小野さんは数学の公式の解き方をゆっくり、二人に教えはじめます。

　……ちょっとゴタツイテしまいましたが、どうにか、軌道に乗ったでしょうか……。

「最初は友達になるのが先決」というのが、僕と静しず希きちゃんの基本方針。

　小野さんと宮本、……に限りませんが、彼氏彼女になるんだったら、まずはお互いを友達として知っていたほうが僕は絶対良いと思います。そうすれば、もしどちらかが相手に告白したときに「どんな人かわからない」と、だめになってしまうことは、まあ、無いはずですから。自然体な友達を通り越して、いきなりくっつけてしまうんじゃなくて、急がば回れの方法が今回の方針なのです。

　僕は宮本と小野さん、それから静希ちゃんを順番にそろりそろりと観察します。静希ちゃんは上う手まく二人のテンポを合わせ、良い雰ふん囲い気きを作っています。……大だい丈じよう夫ぶ、このまま行けば二人はきっと仲良しさん。

　そしてこの作戦が成功すれば、静希ちゃんの僕に対する株も大幅に上昇するコト請うけ合あいです。

　……なんだかとても平和な気分になります。

　心の中のオルゴールの蓋ふたが開いて、でたらめで心地よいメロディーが僕の気持ちを満たします。さて、僕もすこしくらい勉強したほうが良いかもしれません。こってもいない肩をほぐすように、僕はなにげなく首を左に傾け……
















　ある朝、グレゴール・ザムザがなにか奇妙な夢から眼めをさますと、寝ね床どこの中で自分の毒虫が巨大に固くなっているのを発見しました。

「大だい丈じよう夫ぶだよグレゴール・ザムザ。それは病気じゃない」










　あ、すいません。

　あまりの出来事に、違う物語が始まってしまうところでした。

　本編を続けます。

　僕は立ち上がっていました。

「ド……」

　そして叫さけびます。

「ド、ドクロちゃん!?」

　僕の隣となりの席に、いつの間にか、ドクロちゃんという名の天使が、座っているのですっていうか!!

「あんたなんでここにいるの!?!?」

　ドクロちゃんは立てた人差し指の第二関節に唇くちびるをつけ、

「し────……桜さくらくん、ここは図書室だよ？」

「知ってるよ！　だから驚おどろいてるんだよ！　ドクロちゃんのくせになにしてるの図書室なんかで!!」

「本読んでるのッ！」

「あんたそんなキャラじゃないでしょ!?」

　いきなり声を荒げた僕に、目の前の三人はおろか、図書室全員の視線が僕を串くし刺ざします。

　僕は慌あわてて席に着いたものの、半ば腰を浮かし、速い呼吸でドクロちゃんを凝ぎよう視しします。

「なに桜くんハアハアしてるの？　落ち着かないとまたまちがえられちゃうよ？」

「またってなに!?　僕はナニモノにも間違えられないよ！」

「ねえねえそれより桜さくらくん」

　ドクロちゃんがそんな僕を突っつきます。

「な、なに？」

　ドクロちゃんは熱心に読んでる本に視線を向けたまま僕をひっぱり、ページを指さして聞いてきました。

「これなんて読むの？」

　そのかわいらしい小さな爪つめの先、僕は文字に目を細め、

「え、ああ、これは『かいめんたい』ってうおぉッッ!!」

　再び串くし刺ざさる周囲の視線！　小お野のさんも宮みや本もとも静しず希きちゃんもこっちを見てますよ!?

「わーわわわー（僕）」「かい……、めんたい……？（ドクロちゃん）」「ちょ……！　なんでもないなんでもない！（僕）」「ドクロちゃん静かにしましょうここは図書室（僕）」

　僕は一人時間差でセリフの包ほう囲い網もう、どうにかドクロちゃんの発言をカモフラージュ。

「ごめん、なんでもない！　なんでもないから！」

　僕は静希ちゃんと小野さん、それから宮本に引きつった笑みを投げかけ、なんでもなさのアピールに成功。

　声をひそめて僕は叫さけびます。

「ドクロちゃん！　これなに？　なんの本!?　だめだよ！　また変な本を持って来ちゃ！」

「これ図書室の本だよ？」

「え？　ま、まさかそれは、禁断の……」

　ドクロちゃんは表紙を返して言いました。これは！

「〝男の子と女の子　からだのひみつ〟」

「一いつ生しよう懸けん命めい読んでると思ったら！」

「えへへ、褒ほめられたー」

「褒めてない！　これはまだドクロちゃんには早すぎます！」

「そんな!!　せっかく桜くんのためにもボクが正しい知識を！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　もう僕はそんなのとっくに読破していますから!!」

「おい、桜。そんなにキツク言うことないだろ？　同じクラスメイトじゃねえか」

「桜さん、その方お友達なんですか……？　だったら一いつ緒しよに勉強したら……」

　宮本と小野さんはのんきなものです!!　ただ静希ちゃんだけが、額を押さえ、がっくりしてしまっています。ああ、どさくさに紛まぎれて心の中で今言うよ！　静希ちゃん大好きだ！

「そうだよ、みんなでべんきょうすればいいよ！」

　このアホ天使がイケシャアシャアと!!　このままだともうみんなパーです！　おのれどうしたら!?

　その時です、僕は引力を持った視線に気がつきます。静しず希きちゃん、彼女が僕に視線で訴えてきます！

　なるほど、……まだその手がっ！

　こくんと頷うなずき合う僕と静希ちゃん、そして……

〈ことん──〉

　静希ちゃんがイスを引いて立ち上がります。

「ちょっとトイレ、ごめんね」

　静希ちゃんは小お野のさんにそう言って、ハンカチを片手に行ってしまいます。

　小野さんはちょっとだけ不安そうに頷きました。

「あ、僕もちょっと」

　僕も席から腰を浮かせます。

「なんだ、桜さくらもか？」

　宮みや本もとが顔を上げます。

「僕は参考資料探してくる。すぐ戻ってくるから。ねえ、ドクロちゃんも一いつ緒しよに探しにいこう？」

　宮本を誘さそってみんなでテスト勉強をする。そこで小野さんは宮本と仲良くなる……。ここまでは小野さんも知っている作戦です。

　そしてここからは、僕と静希ちゃんしか知らないちょっとしたプロジェクトなのです。

　鈍感な宮本は、これを本当にただのテスト勉強としか受け取らないかもしれません。しかし、やつも年とし頃ごろの中学二年生。魅み力りよく的てきな女の子と二人きりというシチュエーションにどきどきしないわけがありません。ヤツが本当にオトコならばな！

　これが僕が考え出したダメオシプロジェクト。コードネーム『二人っきりに、なっちゃったね……』なのです!!　こうなったらこのプロジェクトで強制的にドクロちゃんを隔かく離り政策というワケなのです。

「ドクロちゃんほら、たしか向こうにひらがなだけの『シートン動物記』が……」

「え──、ボク行かないよ？」

　……はい？

「ド……ドクロちゃん……？」

「ボクまだこれ全部読んでないもん」

　いつもなら「ボクもいっしょに行くー」と、トイレにまでかってに後をついて来るクセに、今日に限ってなんでそんなにその本に興味シンシンなのですか!?

　僕はふと、静希ちゃんの姿を探し求めました。彼女はすぐに見つかります。図書準備室の近く。静希ちゃんもこっちをそうっとのぞいて、今の僕の窮きゆう地ちに目を見開いているのです。

　静希ちゃんも焦あせっています。そして、彼女が身振り手振りで僕に合図、

　はい？　と、僕がつられるようにテーブルを見て、飛び込んで来たその風景、

「ド……ド……!!」

　僕は数すう瞬しゆん、ぱくぱくしてしまいました。

「ドクロちゃんッ!?」

　ドクロちゃんが『男の子と女の子　からだのひみつ』を小お野のさんと宮みや本もとの真ん中で広げているのです!!
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　だ、だめぇぇぇぇ!!　今の二人にそれは一番だめ──！

　しかもドクロちゃんに漢字の読み方を聞かれた小野さんと宮本の笑顔が引きつっています！　気まずい───！　超気まずいよ!!　それは「ぜんりつせん」って読むんだよ──!!

　僕は電でん光こう石せつ火かでドクロちゃんを二人から引きはがしに入りました。

「ちょっと来てドクロちゃん!!」

「え───ここからがはぷっ！」

　僕はドクロちゃんのお口にひとくちドーナッツ（プレーン）を突っ込み、

「ドクロちゃん、すごく大切な話があるんだ……。僕と一いつ緒しよに来てくれると、すごく嬉うれしいな……？」

　ドクロちゃんは柔らかく表情をほころばせ、もぐもぐごくん。

「うーん、しょうがないなぁ、も──」

　僕はドクロちゃんを引っ張って、おっきな本棚の中に入って行くフリ、そのまま身を隠し、彼女に向き直りました。

「こんな所につれてきて、話ってなぁに？　桜さくらくん……」

　ドクロちゃんは軽く本棚に寄りかかって僕を見上げます。

「ねえ、ドクロちゃん？」

「うん？」

「ドクロちゃんも、ちょっとはその場の雰ふん囲い気きを読んだらどう？」

「あ、……ごめんなさい」

「ちょ、なにッ!?　なんでいきなり僕に抱きついてくるの!?」

「雰囲気を読みました」

「ここのじゃないよ!!　あそこ！　あそこの雰囲気!!」

　僕は本棚から身を乗り出して、小お野のさんと宮みや本もとのテーブルを指さしました。あい？　と、ドクロちゃんは僕の下に潜もぐり込むようにして身を乗り出します。

　僕の思い違いでしょうか？　いえ、違います。遠くから見ても、小野さんと宮本はちょっとよい仲に見えます。皮肉にもここまですっごく順調です。ドクロちゃんも興味深そうに二人を見ています。

「あそこに二人いるでしょ？　メガネの女の子が小野ちえりさんで、男の子が宮本」

「うん、知ってるよ」

　得意そうにドクロちゃんは僕を見ます。

「実はね、小野さん、隣となりの宮本のコトが好きなんだって。それで今、僕と静しず希きちゃんは二人をもっと仲良しにしてあげようとしてるところなんだ」

「……っ!?」

「だからドクロちゃんも……」

　僕が言い終わる前に、ドクロちゃんは本棚の陰から小野さんと宮本に向かってカラダを乗り出していました。そしてゆっくりとこっちに振り向いたドクロちゃんの顔が、

「ド、ドクロちゃん？」

　イチゴみたいに真まっ赤かです。

「きゃぁぁぁ～～～！」

「ど、どうしたのドクロちゃん!?」

「ぃぃ・あ・あぁ～～ぅぅぅ……ッ！」

　再び本棚の陰から二人をのぞくドクロちゃん。

「ドクロちゃん、もしかして……恥はずかしがってるの？」

　首筋まで赤くして、ドクロちゃんは僕の顔と遠くの二人を交互にのぞき込んで来ます。

「小野さんは、宮本くんを、愛してるの……？」

「う、うん……」

　ドクロちゃんの興こう奮ふんした小さな声に、僕はとてもイヤな予感に包まれながら頷うなずきます。

「ご、ごめんなさい桜さくらくん！　ボク……」

「気がつかなかったのなら仕方ないよドクロちゃん。でも、これからは……」

「ボク、天使キユーピツドなのに！」

「はい!?」

「ボクがんばる！」

「は……？　ちょ、なにをがんばるの!?　まってどこ行くの!!」

　僕はドクロちゃんの肩を摑つかみます。

「とめないで！　天使は……キューピッドは、愛し合う二人を導く存在！」

　ドクロちゃんはいきなりエスカリボルグを掲げてみせます。

「天使は通常そんな鋼鉄のバット持ってないよ！」

『ドクロちゃんにおまかせよ♡』

「そんな可愛かわいいポーズでキメゼリフをかましたっていまさらダメだよ！　だいいちエスカリボルグを構えてなにする気なの!?　そんなヒトにはなにもおまかせできないよッ!!」

　ドクロちゃんを羽は交がい締じめにする僕、暴れるドクロちゃん！

　とても自然な流れで急速に小お野のさんと宮みや本もとは仲良くなっているのに、もしここでやる気に満ちたドクロちゃんが乱入したら二人は今後、すれ違っても目を逸そらす関係になってしまいます！

「いい？　ドクロちゃんがなにかするより、小野さんが自分で言わないとだめでしょ？　僕達は、その小野さんのお手伝いしかできないの！」

「あ……」

　ドクロちゃんのカラダが、急に抵抗をゆるめました。

「そっかぁぁ……」

　そして僕に振り向いて、

「やっぱり、自分で言わなくちゃだめだよね、そういうことは……。天使ができるのは、そのお手伝いだけだもんね」

「そうだよ。わかってるじゃんドクロちゃん」

「うん、まあねー」

「じゃあ、ドクロちゃん復唱して」

「うん」

「小野さんが宮本のコトを好きなのは絶対秘密！」

「桜くんがまだお母さんとお風ふ呂ろに入っているのは絶対秘密！」

「ちがう!!　小学校六年生でやめました!!　だからちょっと待って!!」

　行かせるわけにはいきませんっ！　僕は勢いよく歩き出そうとするドクロちゃんに再びつかみかかり、

「はなしてぇっ！」

　予想に反したその膂りよ力りよく！　ドクロちゃんが身をひねったその瞬しゆん間かん、ブラウスをつかんでいた僕の手のひらに伝わるぶちぶちという断だん裂れつ感かん！

「は……、い？」

　ぱらぱらと、弾はじけて転がるボタンの音。今や戒いましめは解き放たれた。ドクロちゃんがブラウスの奥に秘めていたもの。その白い肌、所々に髑髏どくろ模様をアシラッタ下着に包まれたそれは、ふゆんとふるえッ……！

「なっ──ぁぁ!?」

「いやぁぁあんッ!!」

　ドクロちゃんは、ほつれて開いてしまったブラウスを右手で押さえるように抱きしめました。そして左のエスカリボルグ、凄すごいものを見てしまった僕の記き憶おくを消し飛ばすような振り向きざまの横一いつ閃せんッ！

「うおぉぅ!!」

　身を引く僕は！　ッ紙一重ぇ!!　彼女のエスカリボルグは〈ちゅんっ〉と僕のシャツをかすり、空間をエグリ、そのまま向かうは、

「なッ……！」

　──本棚!!




　ばぎぃぎゅっッッ!!




　マジ……で!?

　ドクロちゃんのエスカリボルグは根本から本棚を打ち飛ばしました。その身に納めた蔵書をまき散らしながら本棚が吹き飛ぶ方向、

　そこには、

「み……!!」

　窓まど際ぎわ、小お野のさんと宮みや本もとのテーブルです!!

「宮本ぉぉぉぉぉおお!!」

　僕は腹の底から叫さけびます！　振り向くその先、迫る本棚。

　冗じよう談だんのようなその瞬間、宮本は目の前の女の子を、両手で包み……

〈ばごぉぉぉッ!!〉

　長方形の棚は砕けてひしゃげ、ちょっとやそっとでは体積を計算できない姿形に平行四辺形。蔵書はまるで内臓のように四散します！

　辺りは一転、ドクロちゃんのせいで平和な図書室は騒そう然ぜんとなり、他ほかの教室やベランダからも野や次じ馬うまが集まってきます。

「た、大変だよドクロちゃんっ！　ドクロちゃん？　なに自分もまぎれて野次馬みたいにおろおろしてるの!?　あんたのせいでこんなコトになったんでしょ!?」

「ちがうもん！　桜さくらくんがボクをこんな姿にかぷっ（ひとくちドーナッツ　あんこ）」

「それよりここをどうにかしなくちゃ！　そうだ、ドクロちゃん天使なんだから『人払いの結界』とか発動してよ!?」

「桜くんは天使をなんだとおもってるの？　天使はそんなことできないもん（もぐもぐしながら）」

「じゃあなにができるのか言ってみろ！」

「テトリス？」

「このやくたたずが!!」

　僕は宮みや本もとと小お野のさんに駆け寄りました。

「二人とも平気!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、さすが野球部期待のエース宮本です。

　彼は小野さんを両手で抱え、横っ飛びに本棚を避さけていたのです。

　壁かべ際ぎわの低い本棚に背中をぶつけ、身体からだの前に小野さんをかばった姿勢で宮本は言います。

「平気か、小野さん……」

「私は大だい丈じよう夫ぶ……それより」

　小野さんは、ハッとして叫さけびます。

「宮本くん！　血が……!!」

　右肩に、宮本の右肩に血が滲にじんでいるのです！

　その時です。

「宮本クン!!」

　その声は聞いたことのない女性の声。野次馬を割って出てくるのは、

「沼ぬま田たセンパイ!?」

　宮本が身じろぎします。

　思い出しました。彼女の名前は沼田春はる奈な。野球部マネージャー。去年のミス・ゲルニカ学園総合三位!!　っていうかなんでそんな人がここに!?

「宮本クン、これはなにがあったの!?」

　マネージャーは二人の間に割り込み、宮本に肩を貸すのです。

「へ、平気っすよセンパイ、自分はこれくらい……」

「何言ってるの！　あなたは我わが野球部の未来を背負ったエースなのよ!?　その大切な右肩に万が一のコトがあったらどうするの？　選手のケアはマネージャーの仕事なんだから、ここは任せなさいって！」

「ハ、ハイ……」

　宮みや本もとはその剣けん幕まくに圧倒されるように立ち上がります。

　小お野のさんは、

　彼女は、ただ、それを見ていました。

　床に足の裏がくっついてしまったみたいに動けない小野さん……の、その背後……!?

（ドクロちゃんッ!?）

　お、小野さん後ろ───!!　後ろに〝男の子と女の子　からだのひみつ〟を持ったドクロちゃんが───ッ!!　え絵ええ江ええッ!?　な……なんで!?　なんでこの期ごに及およんで読み方が知りたいの───!?　しかもこんな修しゆ羅ら場ばの小野さんに尋たずねるのッ!?

「ねえねえ、コレって……」

　その瞬しゆん間かん!!

「はぁぅッ！」

　なんとドクロちゃんはなまめかしい声とともに、

　すっころびました!!

「あ……っ」

　転ぶドクロちゃんに背中を押されてしまう小野さん。彼女は踏みとどまるように数歩前へよろめきます。

　そして、気がつきます。僕も気がつきました。

　小野さんが今いるその場所は宮本と、沼ぬま田たセンパイの目の前だというコトに。

　そして野や次じ馬うまの誰だれもが、小野さんの姿に気がつき、

「なに？」

　沼田センパイは、突然現れた彼女に言うのです。

「あ、あの……っ」

　小野さんは両手の指をからめて、ぎゅっと白くなるくらい握りしめています。

　ああッ！　小野さんが、小野さんがぁぁ！　ドクロちゃんなんてコトをッ！　しかも今度は野次馬に向かって読み方聞いてるし！　もうこうなったら百聞は一見にしかず、家に帰ってもっとリアルに詳しく教えこんでやりますッ!!

　野次馬の視線が小野さんに集中しています。だめです、もう見てられません！　思わず僕が目を逸そらそうとした、

　その時、

「宮本くんは、私が……」

　聞こえてきたのは、

「私が……、宮本くんを保健室に連れて行きます……！」

　小野さんの声!?　僕は小野さんを見ます。余よ韻いんは彼女の唇くちびるから──

　が、がんばれ小お野のさんッ！

「……あなたは？」

　無機的なその響ひびき。

　その一言は風、小野さんにわき上がったハズの勇気の炎を揺らし、

「あ……あ、私は……その……」

「あなた、わかってるの？」

　追い打ちをかけるように、

　三年生のセンパイは二年生の女の子に、小野さんに言うのです。

「宮みや本もとクンはもしかしたらもう野球ができなくなっちゃってたかもしれないのよ？　それを……」

　小野さんは顔を真まっ赤かにして、うつむきます。

「センパイやめてください。自分はただ……」

　宮本がかばうように言います。

「あら、あたしは本当のコトを言っただけよ？」

　けれど、彼女の踏み出した一歩にこもっていた想おもいは、




「宮本くんは私をかばって怪け我がしたんです。私が連れて行かなくちゃいけないんです……！」

　沼ぬま田たセンパイはたじろぐように宮本を見ます。

「……なによこの娘こ。ねえ、宮本クン？」

　宮本はゆっくりと三秒、そしてセンパイから離れ、

「センパイ、俺おれ、小野さんに連れてってもらいますから」

　びっくりしたのは、沼田センパイだけではありません。

「宮本くん……？」

　小野さんが、膝ひざを震ふるわせながら宮本を見上げ、

「あ……」

　沼田センパイの顔から、笑みが消滅していきます。

「そうなの？　そうなんだ…………」

　ふぅん……と、つぶやきを残して、マネージャーさんは人混みに姿を消しました。

　小野さんは宮本に手を貸して、その野や次じ馬うまを抜けます。

　僕は静しず希きちゃんと頷うなずきあいます。僕は静希ちゃんにここを任せて、小野さんと宮本の後を追いました。僕を見つけたドクロちゃんが僕にじゃれつくように追いかけて来ます。

　図書室入り口、壁かべ際ぎわの二人。

「宮本くん……」

「ええと、俺」

　小お野のさんが首を振ります。

「ごめんなさい、私のせいで、大事な肩を……」

「かすり傷だから大だい丈じよう夫ぶ、気にしないでいいよ、小野さん」

　宮みや本もとはおどけるように笑ってみせました。けれどそんな宮本を見ることができない小野さん。

「本当に、ごめんなさい……私……」

　宮本は彼女をさえぎるように、

「ありがとう小野さん。俺おれ、勉強も見てもらって、怪け我がの付き添いまで……」

「う、うぅん……私なんか、……勉強しか、できないから……」

「そんなことねえよ、俺、小野さんと勉強するの楽しかったぜ？」

「え……？」

「良かったらさ。今回はなんだかこんなコトになっちゃったけど、また、勉強おしえてもらえねえかな……」




　僕とドクロちゃんは、二人の後を追うのをやめ、立ち止まっていました。

「ねえ、あの二人はうまくいったの？　桜さくらくん」

　僕の腕をぎゅうっとつかんでくるドクロちゃん。
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　げたばこ。

「結局これって、僕達の取り越し苦労ってことになるのかな」

「そうね……うーん」

　静しず希きちゃんはきゅっとローファーに足を入れ、

「あの二人に必要だったのは、ただ、ちょっとしたきっかけだったのかも」

　そして振り返り、

「あと、それを見つける勇気」

　静希ちゃんの言葉に頷うなずいて、僕はあのときの小野さんの瞳ひとみを思い出しました。

　小野さんと宮本は保健室。僕らは先に帰ります。

「あーぁ、勇気か……」

　僕はここからは見えるはずもない保健室に向かって言いました。

　静希ちゃんも同じ方向を向いて、小さく、

「こっちももっと勇気を出してくれればいいんだけど……」

「え、なに？　なにか言った？　静しず希きちゃん」

「別に？」

　僕は上うわ履ばきを脱ぎながら小さくため息です。

「でも、本当にドクロちゃんがキューピッドになっちゃうなんてなー。ああ見えて天使はダテじゃないのかな……、ん？」

　下げ駄た箱ばこを開けて、不意にかさりと落下する薄うすいもの。

（──っ？）

　僕は思わず奇跡的にも空中でそれをつかんでしまいます。

「これ……」

　指に挟はさまれた、そのピンク色の封筒は、

「ラブッッ!?」

　思わず口走りもします、これは！

「ラブ？」

　静希ちゃんが不信げに振り向くと同時、僕は慌あわてて背中にラブレターを隠します。どうにか僕は言いました。

「ラブ……ラブになるといいね、あの二人!!」

　静希ちゃんは、ちょっとだけ笑って、

「そうね、うまくいくといいけど……」

　僕は封筒を支点に、ぐるっと素早く半回転、後ろを向いて封筒の裏、宛名は!?　誰だれ!?　僕にお手紙をくれたのはいったい!?

「イニシャルは──『Ｄ』──？　誰だ!?　下り最強な豆とう腐ふ屋やの息子か!?」

「ところで、桜さくらくん」

「なんですかッ!?」

　びくりと僕は振り向きます。

「ドクロちゃんはどこに行っちゃったの？」

「……!!」

　しかし、僕はそれに答えられません。これは、ラブレターとかではなく、脅きよう迫はく状じようや果たし状の類たぐいかもしれません!!

「さ、さあ、なんか制服のボタンが取れたからとかなんとか……」

　僕はカバンに封筒を突っ込み、静希ちゃんと肩を並べ、装よそおうは平静です。

　中間テストまで、あと一週間。







　──深夜。

　僕は自分の机の上に置いた封筒を前にして頭を抱えていました。

　部屋の電気をつけないまま悩んだスエ、僕はドクロちゃんの寝息のリズムを確かめ、えいやっと、開封。中身を引っ張り出しました。好奇心は僕を殺します。

　そこには、画用紙に緑色のクレヨンで、




　これからもなかよくしてね




　ドクロちゃんの字。思わずこぼれてしまう笑み。

「どーしよっかなぁぁ……」

　僕はイスから立ち上がり、そっと押し入れのふすまを開けました。

　毛布にくるまったドクロちゃんの無む垢くな寝顔。ふいに寝返り。ドクロちゃんは瞳ひとみを閉じたまま微び笑しようを浮かべています。

　僕はドクロちゃんとクレヨンの文字を見比べて、

「しかたないな、まったく……」

　それから、天使キユーピツドにおやすみを言いました。
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「……んぅぅ……ッ……」

　思わずこぼれ出た自分のかすれ声に、僕はウツラウツラと目を覚まします。

「……ッ!?」

　僕を襲おそったのは全すべての関節が悲鳴を上げる、猛毒におかされたような激痛でした。

「ぅごッ!!」

　その痛みは眠っていた僕の意識を一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいさせ、混乱から立ち上がる僕の脳みそは現在の状況を勝手に把は握あくします。

「ムゴゴゴゴッ!!」

　僕の身体からだは寝返りも打てないくらい狭せまいダンボールに押し込められ、手首は後ろ手に、足首は完全に固定されているのです。辺りは真っ暗でなにも見えません。もちろん口にはガムテープなので、

「パたフすケけペてーー」

　声はもぐもぐクグモリます。

　ダンボールと僕のスキマには丸めて固めた新聞紙。今の僕の状況を漢字二文字で表すなら『拉ら致ち』もしくは『梱こん包ぽう』です。

　僕の脳のう裏りにあのルルティエのメンバー、有角ヘッドの寝不足天使サバトちゃんと、外見十九歳、実年齢九歳の軍服天使ザクロちゃんの姿がよぎります。

「パた、パたフすケけペてーー!!」

　僕はいつのまにか全身汗まみれ、心臓は大胆なくらいに不整ミャク。身体は完全な興こう奮ふん状態に突入しています。最近姿を現さない彼女たちですが、その目的は僕を拉致り殺すコトなのです。早くここから脱出しないと僕は世界のスバラシサもウツクシサも知ることなく、静しず希きちゃんを片かた想おもいのまま散りゆくコト春の夜の夢のゴトシですッ!!

「もぉおおオオオオッ!!」

　僕は痛みに歯を食いしばり、肩の関節が抜けるほどダンボール内部で暴れます。〈びゃりッ〉と手首のガムテープを引きちぎり、自由になったその手で内壁を貫いた僕は、メリメリと脱皮するようにダンボールから脱出しました。

「ぬはぁぁッ！　はぁ、ふぅ……」

　ガムテープと新聞紙にまみれたまま、周囲を見渡した僕が見たその光景は、

「な……!?」

　小学校入学の時に買ってもらった机と本棚、押し入れのふすま、寝崩れた布ふ団とん。いつもの、自分の部屋なのです。

『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』に捕獲されたのなら、既すでに僕は部こ屋こにいるハズがありません。

「じゃあ、なんで……」

　差し込む清浄な朝日に照らされた部屋を、一つ一つ確認し、

「……僕はダンボールに？」

　そしてとうとう、僕は自分がさっきまで収まっていた棺かん桶おけみたいなダンボールに書いてある文字を発見するのです。



『国連』御中



　──これは、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の仕し業わざでは、ありません。サバトちゃんやザクロちゃんならば、僕を梱こん包ぽうして国際連合に送りつけるようなコトはしないのです。

「今日という今日は……」

　僕は恐怖と怒りの激情の濁だく流りゆうに翻ほん弄ろうされ、殴なぐりつけるようにふすまを、

「許しはせんぞ──ッ!!〈しゅぱ──んッ！〉」

　開け放ちます。

　こんな、意味は無いけど致命的なコトをするのはこのアホ天使に決まっているのです！

「ひゃぁっ！」

　狭せまい押し入れの上の段には一人の美少女。突然のコトにびっくりしてこっちを振り向きます。

「さ……」彼女は、今まさにパジャマのズボンを脱ごうとしていたらしく、膝ひざ立だちで背中をこちらに向け、パジャマのズボンを膝まで降ろしていたのです！

「さくら、くん？」

　いつもの、ドクロプリントです。

「しまった！　これも罠わなかッ！」

「にゃうぅぅっ!!」

　ドクロちゃんはそのカラダにぴったり過ぎるロリキュートな声を上げ、乱らん杭ぐい歯ばのようなトゲだらけの鋼鉄バット『エスカリボルグ』で僕を薙なぎました。

〈びゅがッ──ッ！〉

　ちぎれ飛んだ僕の上半身は〈がちゃーん〉と窓ガラスを粉ふん砕さい。

　上半分の僕は円盤状ですさまじい回転を続けながら電柱の送電線に激突、紫し電でんをまといて〈しゅーしゅー〉と炭化スタートでーす。

「きゃッ！　桜さくらくんが絶体絶命……ッ！」

　ドクロちゃんは慌あわてて脱ぎかけていたズボンをたくしあげつつ押し入れからジャンプ！　赤いしずくを振り払いトゲトゲバットに願いを込めました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　魔法のアイテム『エスカリボルグ』から醸かもし出された魔法の光は僕の上半分を包み、炭化した組織はリフレッシュ。ぷかりぷかりと部屋に戻ってきた上半身は下半身とぴったりフィットで安心です。僕は天使の力で元通りになりました。

　声も無く、呆ぼう然ぜんと横たわったままの僕にドクロちゃんは駆け寄って言いました。

「ご、ごめんね桜さくらくん！　ボクてっきり……！」

　てっきりなんなら、撲ぼく殺さつ処遇？

「いや、こっちこそごめん、ノックもしなかった僕も悪かったから……」

　僕は頭を振って、

「ねえ、それより聞かせてドクロちゃん……」

「なに？　桜くん」

「どうしてドクロちゃんは、僕を布テープで縛しばり上げ、国連に送りつけようとしたの？」

「国連のヒトをびっくりさせたかったの！」

「……きっと」

　ドクロちゃんのコトバに、僕は力無く微笑ほほえみます。

「きっと国連のみんなはびっくりしすぎて、この行こう為いをドクロちゃんからの全世界に対するまったく新しい形の挑戦と受け取ると思うな。……それから、あと一つだけ聞かせてくれないかな。僕がなんで、ダンボールに詰められるような人権を無視した処遇をあたえられたかその理由をだッ!!（後半キレ気味に）」

　ドクロちゃんはそんな僕にひるむコト無く、

「それはねー、罰ばつゲームだからっ」

「……僕は、なんでこれ以上の罰ゲームをうけなくちゃいけなかったんだっけ？」

　彼女は僕を諭さとすように優しく言います。

「桜くんはゴセロで十連敗したんだよ？」（注：ゴセロとは、ここではドクロちゃんの考えついた『五色オセロ』略して『ゴセロ』のコトを指します。昨日の夜、唐とう突とつにプレイ）

「だから、罰ゲーム……？」

「うん！」

「……ねえ、ずっと言おう言おうと思っていたんだけど、ドクロちゃんが考えた珍ゲーム『ゴセロ』は、二人対戦だよね？」

「うんっ！」

「でもコマの色は全部で五色だよね？」

「うんっ!!」

「あり得ないでしょそれはッ!!　なんでコマの数が奇数なの!?　しかもなんでドクロちゃんが四色で僕が一色なの!?　これじゃあ羽は生ぶ名人だって絶対勝てないよ！　イジメ？　これはイジメなの!?」

「いるんだよねー、負けをルールのせいにするヒトって。やだやだ……」

　僕はドクロちゃんの深緑色をした大きな瞳ひとみに人差し指を突き入れたい衝しよう動どうに駆られましたが、逆にドクロちゃんにカウンターで僕の両目がぶち抜かれるヴィジョンが脳のう裏りに走りましたので、僕はそれを中断いたしました。

「だったら今度は僕に四色持たせて!?　そうだよ!!　そしてドクロちゃんが一色！　それで勝負しようよ!!」

「ゴセロのわるぐち言っちゃだめっ！」

　ドクロちゃんは僕の足の上にゆっくりとエスカリボルグを置きました。

「みぃぎゃぁぁ嗚あ呼あッ!!　どけてどけて!!　そのバットを今すぐどかさないと骨が折れますがな!!　僕ゴセロの悪口言ってないでしょ!?　ないよねッ??　ドクロちゃんは自分の都合が悪くなるとすぐにそう！　いつもそうっ!!」

「桜さくらくんは独りで生きているんじゃない……。桜くんはたくさんのヒトに支えられて今まで生きて来たんだよ!?　それなのに、それをちっともわかろうとしないのは桜くんの方じゃないっ！」

「いいからエスカリボルグをどかしてください!!　お願いします!!」
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　僕は半べそをかきながら一階にたどり着きます。いい加減、ふすまを開ける時にはノックするコトを学習しなければ身体からだが持ちません。

　僕はいつも通りにトイレを経由してキッチンに入りました。そして薄うす暗ぐらいテーブルの上、ラップに包まれたおむすびを発見するのです。

「あれ……？」

　家の中が暗いのはカーテンが閉まっているからです。カレンダーを見るまでもなく今日は土曜日、休日です。お父さんもお母さんもこの時間ならいつもは家にいるはずなのです。

　けれど、今はがらんと静かな一階。

　冷やりとした空気が僕を撫なでていきました。

「桜くん、どうしたの？」

　階段を降りてくる音、現れるのはドクロちゃん。

「家の中にだれもいないみたいなんだけど……」

　僕はやっぱりだれもいない居間を覗のぞきながら、ドクロちゃんに言いました。

　見ればドクロちゃんは紺こんのトレーナーにデニムスカートというラフな格好に着替えていました。ただし、トレーナーはサイズが大きすぎて、肩をすくめただけでストンと脱げてしまいそうなくらいぶかぶかです。なぜならそれは僕のトレーナーだよ、ドクロちゃん。

「だれもいないのー？」

　ドクロちゃんはぺたぺたと裸足はだしでテーブルに寄っておにぎりに手を伸ばし、

「あ、桜さくらくん見て見て！」

　僕を手招き、

「おてがみあるよ──？」

　ドクロちゃんが指し示すテーブルの上、おにぎりの横。さっきまで気がつかなかったけど、そこには家具屋の広告の裏に書かれたメモがありました。

「ええとぉー『さくらと　どくろちゃんえ！』」

　ドクロちゃんはサッソクそのメモを読み始めます。

「『いまあさ　はーやくに　ぐーぅん、うまの──』んんんとぉ……」

　ドクロちゃんは眉まゆを寄せて一いつ生しよう懸けん命めいに朗読を始めます。僕はほほえましくなって、

「なに？　桜くん」

　横からドクロちゃんの隣となりに並んで、メモをのぞき込んで一いつ緒しよに読んであげました。

「えぇっと、

『桜とドクロちゃんへ。今朝早くに、群馬のおじいちゃんが倒れたと電話がありました。大事には至らないと思うのですが、これからすぐにお父さんとお母さんはお見舞いに行きます。お昼や夜は出前を取ってください。今夜は遅くなるかもしれないので、そのときはまた電話をします。もし遅くなったら先に寝てください。お母さんより』

……だってさ、ドクロちゃん。って、わ、ちょっとこれ、大変だよ！」

　ドクロちゃんはそのメモにもう一度目を通すように視線を走らせながら、

「うそ、なんで……」

「うん、なんであんなに元気だった群馬のおじいちゃんが……」

「なんで……読んじゃうの？」

　見ればドクロちゃんは僕をるりるりと潤うるませた瞳ひとみで見つめ、

「は、はい？」

　そう言って僕に身を乗り出し始めるのです。

「ボク……ボクがこれ読むのに！　ボク読めたもん！　全部これひとりで読めたもんッ!!」

　僕は迫りくるドクロちゃんから逃げるようにテーブルにのけぞりィッ！

「桜くんは、さくらくんはぁぁ!!」

「えはぁッ!?」

　ドクロちゃんはキッチンテーブルに乗り上げた僕の胸の上に馬乗りになり、その両りよう膝ひざで僕の腕をテーブルに固定するのです。

「なんなのドクロちゃん！　っていうかなんでマウントポジションなの!?」

「桜さくらくんは自分が漢字が読めるからって……いい気になって!!」

　そして完全に僕をホールドしたドクロちゃんは言うのです。

「ボクを、バカにして……っ！」

「えぇっ!?　し、してないよバカになんて!!　……なんで？　なんで涙を流してるの!?　っていうかそれよりドクロちゃん!!　ドクロちゃん今スカートなんだよ!?　このシチュエーションは超ヤバイデスヨ!?　ちょっと、動けないッ！　動けないのに目の前がァっ!!」

　なんで軽いハズのドクロちゃんがこんなにびくともしないんですか!?　両親がいないとはいえマウントポジションはイイワケになりません！　しかもメモによれば今日一日、どうやら僕はこのドクロちゃんと二人っきりらしいのです。朝がこれなら夜はどんなコトになるのやら……!!　僕は必死になってこの体勢から逃げだそうともがきますが、このヨコシマなアングルはぎりぎり見えるか見えないかの境界線を行ったり来たりでどちらに集中していいのかわかりません。っていうか、なんで僕は朝からドクロちゃんに乗られているのですか!?　謎なぞは深まるばかりです。

「おじゃましま──」

　だから、僕がそれに気がつかなかったからといってもそれは仕方のないことなのです。

「だめだよドクロちゃん！　だめじゃないけどもうだめぇぇッ！　まだこんな明るいうちからじゃ、僕も恥はずか、あいッ!?」

「──す」

　女の子の声、ヒトの気配でした。それも、とても聞き覚えのある声です。気がついた僕はそのまま必死に首をもたげて、キッチンの入り口に視線を向けます。

　──ああ、たぶん僕はまだあのダンボールの中でナイトメアの迷宮をさまよっているのです。これが現実のわけありません。

　なぜなら静しず希きちゃんが僕の家のキッチンにいるはずが無いからです。

　ドクロちゃんのふとももごし、そこにいたのは黒くて長い髪を二つ縛しばりにして、白い長なが袖そでのシャツに灰色ニットのベストを着た、黒いミニスカートの女の子。

　静希ちゃんは顔を赤らめ、消え入るように言いました。

「おじゃま、しました……」
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「待ってーっ！　待ってーッ！　ああッ！　もうこうなったらッッ!!」

　僕は叫さけびながら、思いっきり腰を浮かし、覚悟をキメて脚を伸ばしてドクロちゃんの天使の輪っかを、

「とりやぁッ！」

　蹴けり飛ばします！

　途と端たんに〈ぐりゅ・りゅ・りゅるりゅりゅりゅぅぅぅぅ[image: ][image: ][image: ]〉と、あわただしくなるドクロちゃん（のお腹なかっ）！　天使はそのわっかを無くしてしまうと、正せい露ろ丸がんを飲んでもお腹の痛みが治まらないサダメなのでした。

　そして天使のわっかはキッチンの壁に〈ヅギィィィインッ！〉と突き立ち、

「あ、ぅぅううう……！」

　上がるドクロちゃんのうめきと！

「ぎゃぅぅうッ！」

　僕の悲鳴。わっかのエッジは名刀の切れ味。それを蹴った僕の足の甲は、ぱくぱく開閉しちゃいます。

「にゅくくくぅぅ……っっ！」

　ドクロちゃんはお腹を押さえて僕の上から転がり落ちます。それを横目にテーブルから降り立った僕はけんけんで静しず希きちゃんを追いかけます！

「待って静希ちゃん！（けーんけーん）」

　僕は廊下でドキドキしながらうずくまっていた静希ちゃんを発見！

「ごめんなさい桜さくらくん。勝手に家に上がっちゃって……」

「静希ちゃん、そんなコトはいいんだ！　それよりさっきの僕とドクロちゃんのコトなんだけど──」

「うん、わかってる……」

　静しず希きちゃんはポツリと言いました。

「わかってないッ！　わかってないよそれは!!」

　僕は頭をかきむしり、そして気づきます。

「あ、あれ？　それより静希ちゃんはなんでココに……」

「桜さくらくん、お母さんから聞いてないの？」

「ッ!?」

　僕はずっと握りしめっぱなしだったお母さんからの手紙の続きを読みあげました。

「『追伸　今しがた電話があって、静希ちゃんがお鍋を返しに来てくれるそうです。お昼ご飯は静希ちゃんが用意するそうなので、一いつ緒しよに食べてくださいね』っッっ!?」

　ＯＫ。これは辛つらいけど現実です！

「桜くんちのおばさんから、前に煮物をお裾すそ分わけしていただいたの……」

　手紙を凝ぎよう視ししたままの僕に静希ちゃんは言葉を紡つむぎます。僕のお母さんと静希ちゃんのお母さんは学生時代、同級生でした。だから僕と静希ちゃんは小さな頃ころから交流があって、幼なじみの間柄なのですが……。

「それをお返しする電話をしたら、今日のコトを聞いたから……」

　僕はがっくり膝ひざをついて言いました。

「静希ちゃん？」

「なに？　桜くん」

　静希ちゃんは、小さくなっていく僕の声を拾うために近づいて来てくれて、

「マウントポジションって、本当に、逃げ出すコトが困難なんだ……」

　僕は静希ちゃんを見上げました。すると静希ちゃんはふっと微笑ほほえみ、

「うんわかったよ、桜くん」

　くすくすと笑いながら、

「桜くんて、あいかわらずおもしろいね」

　静希ちゃんのそのコトバに、温かいモノが心に湧わいたその直後のコトでした。

〈ずべり！〉と、僕は背後から迫り来る撲ぼく殺さつ天使の一いち撃げきにより砕け散ったのです。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「あ、静希ちゃんだ、こんにちは！」

　バットをごりごりと引きずりながら、天使のわっかを頭の上に再装着したドクロちゃんが静希ちゃんに微笑みます。

「こんにちは。おじゃましてます、ドクロちゃん」

　静しず希きちゃんはドクロちゃんに微笑ほほえみ返しました。

「そうだ、ねえねえ静希ちゃん。お部屋に行かない？　ボクの作ったゲームがあるの！　いっしょにやろうよ！」

　……ゴセロッ!!

　僕は壁に手をついて立ち上がり、静希ちゃんを見上げます。そして僕はふと、静希ちゃんの持っているそのバスケットに気づいて言うのです。

「あ、あれ？　静希ちゃん、そのバスケットは？」

「ああこれ？　うん。はい、これがお昼ご飯」

　静希ちゃんはちょっとだけ恥はずかしそうに僕にバスケットを差し出してくれます。

「これ、もしかして静希ちゃんが……」

　僕は受け取り、そのバスケットの重みに、改めて静希ちゃんを見つめ直しました。

「うん、ちょっとおいしくできたから……」

　僕から視線を外し、照れたようにうつむく静希ちゃん。

「静希ちゃんはやく──」

　ドクロちゃんが静希ちゃんを二階に誘さそいます。

「あ……、静希ちゃんはドクロちゃんと一いつ緒しよに二階に行ってていいよ。僕これ、キッチンに持っていくから」

「うん」

　静希ちゃんは頷うなずいて、ドクロちゃんと一緒に階段を上がって行きます。

　僕はキッチンテーブルにバスケットを置いて、中からまだ温かい鍋を取り出しました。ガラスのふたを取ってみます。

　香り立つスープの中に並ぶのは、見るからに柔らかそうなロールキャベツです。

「静希ちゃん……」

　僕はもう残り香さえ無くなった静希ちゃんの後ろ姿を追うように振り返り、それから慌あわてて三人分のお茶を用意します。ペットボトルの烏龍ウーロン茶ちや。お盆にコップを三つ乗せ、僕は階段を上がり、自分の部屋に向かいました。

「静希ちゃん、入るよー？」

　右手でノック、ふすまを開けて部屋をのぞくと、敷きっぱなしの布ふ団とん。

「え、あ？」

　僕はその光景に停止しました。

「あ、桜さくらくんどうする？　今日はお天気いいから、お庭で干す？」

　布団をたたみながら、静希ちゃんは僕に微笑みます。

　いつも僕が寝ている布団を静希ちゃんがたたんでいるというそのコトに、急に恥ずかしくなって、慌あわてて机の上にお盆を置いて国連御中を蹴けり飛ばし、静しず希きちゃんの反対側に回り込みます。

「ごめん！　僕が干してくるから……！　ね？　静希ちゃんはここに座ってて！　ちょっともうドクロちゃん!?　静希ちゃんはお客さんなんですからね!?」

「ボクもお客さんなのにー」

（ふざけるな──！）

　と、僕は心の中でドクロちゃんに絶ぜつ叫きようしながら、静希ちゃんが三つ折りにしてくれた重たい敷き布ぶ団とんを白いシーツごと持ち上げ、

「じゃあ、干してくるから！」

「うぅん、手伝う」

　そう言って静希ちゃんは一いつ緒しよに毛布を運んでくれるのです。

「あ、ありがとう……」

　困ったような嬉うれしいような、なんとも言えない気持ちになった僕は布団を庭に干すため部屋を出ます。先頭は僕。静希ちゃんとドクロちゃんが後にくっついてきます。

「ひさしぶりね、この階段。昔すごく急で怖かった」

　僕の後ろで静希ちゃんが懐なつかしそうに言います。

　そのセリフに僕は振り返り、

「うん。でも、静希ちゃんが僕の家に来たのって、もう何年ぶり……」

「あ、ちょっと桜さくらくん、前!!」

「え!?　……わぁッ!!」

「あぶない!!」

〈ずりぃッ！〉

「のぁあッッ!!」

「きゃぁっ！」

「はぁぅんっ！」




　ごぐごゴッごんッ！（ドサァァ……）




　いったいナニが起こったのか、理解したのは僕ら三人はバランスを崩し、布団と一緒に階段から滑すべり落ちた後でした。

　辺りは静けさを取り戻し、僕はいつのまにか廊下の天てん井じようを見上げています。

「助かった……」

　三人は廊下に広がったその布団の上に、気がつけば倒れていました。布団がクッションになったのは奇跡に近いです。

「だいじょうぶ？　二人とも……」

「う、ぅ──ん」

「ふぁぁ……ぁ」

　倒れたままの静しず希きちゃんとドクロちゃんに、僕は近寄ります。

「平気？　静希ちゃん」

　僕は身を起こす静希ちゃんをのぞき込みます。

「うん、だいじょうぶ。ちょっとびっくりしたけど……」

　その返答は、なぜか僕の後ろから。

　振り返ればドクロちゃん。

　僕は、なぜか返事をしてくれたドクロちゃんに言いました。

「あ、うん。ドクロちゃんもどこか痛いところは無い？」

「うん、ボク平気だよ？　布ふ団とんで痛くなかった」

　その声は背後の静希ちゃんから。

「え……？」

　今度は静希ちゃんが照れたように答えたのです。

　会話以外に、なにか根本的にずれているような、違い和わ感かん。

「ええと、あ、れ……？」

　それからドクロちゃんと静希ちゃんが、

『ええっ？』

　お互いがお互いの顔を見て呆ぼう然ぜんとしました。

「二人とも……どうしたの？」

　その僕の問いに応こたえた二人の表情を、僕は今でも憶おぼえています。




　物語はここから、究極的な混乱をキタスのです。
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　あの階段落ちから十五分。

　場所は居間。

　庭から差し込む太陽の白い光の中に二人の女の子がいました。

　たたみに座ざ布ぶ団とん。部屋の真ん中にはちゃぶ台があって、二十四インチテレビの上にはクマのぬいぐるみが横たわっています。

　右の女の子がドクロちゃん。

　左の女の子が静しず希きちゃん。

　だけど僕は、こんなドクロちゃんと静希ちゃんを今まで見たことがありません。

　まるで凜りんと咲く花のようにつつましく座布団に正座しているドクロちゃん。

　いつもなら天てん真しん爛らん漫まんな光が満ちているその大きな瞳ひとみは、今は憂うれいと戸と惑まどいに伏せられ、僕はそんないつもとは違うドクロちゃんの雰ふん囲い気きに思わず見とれてしまいます。

　彼女はその指先で頭の上に浮かぶ、刃は紋もんきらめくわっかを見上げ、指でつつき、

「はぁぁ……」

　清せい冽れつなため息をつきました。普ふ段だんのドクロちゃんを知っているヒトならば、今の彼女の知的な物腰を見てびっくりするはずです。

　そして静希ちゃん。

　彼女はぺたんと座布団の上に座り込んでいました。彼女は溢あふれる好奇心にキラキラと瞳を輝かせ、自分の手足を見つめています。それからそのすらりとした指先を喉のどにあて、

「あー、あーあ──」

　まるでどんな声がでるか試すように発声練習。声はつたなくも、涼やかに響ひびいています。

　そんな静希ちゃんの仕し草ぐさはいつもの彼女からは想像できないくらい、ちょっと無防備でつたなく、あどけないのです。ふと僕の視線に気がついた静希ちゃんは、にこぉっと僕に微笑ほほえみ言うのです。

「ねえ桜さくらくん！　これ、本当に静希ちゃんのカラダだよ！」

　──そうなのです。

　あの階段から落ちた後、気がつけば静希ちゃんとドクロちゃんのココロとカラダは、ミゴトに入れ替わってしまっていたのです。

　僕は最初、ドクロちゃんと静希ちゃんのイタズラかとも思いましたが、信じないわけにはいきません。

　なぜなら現に僕が、

「ドクロちゃん？」

　と声をかければ、

「なぁに？　桜さくらくん？」

　と、静しず希きちゃんがカラダを乗り出して僕に返事をし、

「静希ちゃん？」

　と声をかければ、

「どうしたの？　桜くん……」

　ドクロちゃんがこちらに首を傾けて僕に返事をしてくれるのです。

　その二人のなにげない仕し草ぐさは、まるで生まれて来てからずっとそうしてきたみたいに、とても自然なのです。

　もう僕自身もなにがなにやらわからなくなってきたので、僕はこれから二人を内面の方で呼ぶコトにします。

「ねえねえ静希ちゃん？」ドクロちゃんが涼しい声で元気よく言います。「ボクのカラダはどう？」

「ええと、なんだか……」

　静希ちゃんは言いながらもう一度その『ドクロちゃんのカラダ』に視線を降ろしました。そしてなにかを確認するように、

「……すごい」

　なぜか頰ほおを赤らめ、キューティーボイスで答えるのです。

「どうしたの？　静希ちゃん」

　僕は、なぜか落ち着かない様子の静希ちゃんに向かって声をかけます。

「うぅん、な、なんでもないの……」

　ドクロちゃんのボディを持つ静希ちゃんは控えめな笑みを僕に浮かべます。すると、

「ええっとねー静希ちゃんのカラダはー」

　それはいつもとは違う無む邪じや気きなトーン。

「すごくすっきりしててねっ」

　ドクロちゃんは楽しそうに、現在支配しているその静希ちゃんのボディの、あろうことか、胸に両手を当てて、ぽむぽむと「ド、ドクロちゃんッ!?（僕）」

　それがなにを意味しているのか、静希ちゃんには一いつ瞬しゆん、理解できなかったのでしょう。

「……ぇ」

「えーと、それからー」

　そして僕と静希ちゃんの戸と惑まどう中、気がつけばドクロちゃんはその黒いミニスカートを無造作につまみ上げている真ッ最中。なおかつ後もうちょっとでその白い太ふと股ももから次のステージに進もうとしているのです。

「ちょッ！　ドクロちゃんそれはっ!!」

「さ、桜さくらくん！　みちゃだめぇっ！」

　静しず希きちゃんが叫さけび、ドクロちゃんの手が臨界点を突破しようとしたその瞬しゆん間かんでした。

「え？」

　エスカリボルグが僕の側頭部に突き刺さっていました。

　静希ちゃんがとげとげだらけの黒い鋼鉄のバットを、僕の頭に振り降ろしたからです。

〈グボッッ！〉という音と共に、僕は視力どころか五感を失いました。

「あッ」

　それから静希ちゃんの手が滑すべり、その手からすっぽ抜けたエスカリボルグはすさまじい速度で、僕をサキッチょにつけたまま吹っ飛び、




　ずゴムッ!!




　僕ごと居間のテレビを粉ふん砕さいしました。

「さ……桜くん!?」

　ドクロちゃんがめくったスカートを真まっ赤かな顔で元に戻した静希ちゃんは、その光景を見て真っ青になりました。

　残存していた僕の頭部は、バットとブラウン管に挟はさまれ砕け散り、跡形も無くなっています。大だい惨さん事じです。

「大だい丈じよう夫ぶ桜くん!?　ごめんなさい！　このカラダが……このカラダが勝手に!!」

　静希ちゃんはどこの部分に駆け寄ればいいのか判断できず、とりあえず撲ぼく殺さつバットを〈ねちょ……っ〉と引き抜きました。

「静希ちゃん……」

　ドクロちゃんはそのバットについた赤黒かったり白かったりする肉片を見て、静希ちゃんにぽつりと言いました。

「ひ、ひどいコトを……」

「まってドクロちゃん!?　ドクロちゃんはいつもこうして桜くんを!!　そ、それより桜くんが！」

　震ふるえる静希ちゃんは、たたみに赤い液体をぽたぽた垂らすバットから目を離せません。

「静希ちゃん？　ほら、はやくしないと桜くんが冷めちゃう！」

　黒髪をなびかせドクロちゃんは言いました。

「え……？」

「ほら、ボクがいつもやっているコトを思い出して？」

「う、うん！　私、やってみる」

　静しず希きちゃんが天使のわっかを輝かせ、エスカリボルグを片手で摑つかめば、舞い散る粒子は魔法の光。手首のスナップをきかせ軽やかにバットをくるくる回すのです。




　ぴぴるぴるぴるぴるるぴー♪




　すると僕にめがけて収束するマジカルなキラメキ。僕の身体からだとテレビはきらりきらりとまばゆく華か麗れいに再生されるのです。僕は、くっきりしていく意識の中で目を開きました。

「はぁ、助かったよ。ありがとう静希ちゃ……ん？」

　しかし、ドクロちゃんと静希ちゃんが僕をツラそうな瞳ひとみで見ています。僕はその視線の先、今の自分の姿に気がつきました。

「……って、う、うわぁぁぁあ!!　これ、僕、テレビと融ゆう合ごうしてる!?　してるよ!!　テレビと合成人間になってる！　し、静希ちゃんっ!?」

　静希ちゃんはぷるぷると懸けん命めいに首を振ります。

「なんかやりかた間違わなかった!?　ああッ！　わかった!!　最後の方の『ぴ』と『る』が逆なんだよ！　ちょっ！　やめてドクロちゃん！　リモコンを置きなさい！　僕の懐なつかし映像を画面にうつさないで！　特に小学校入り立てはやめて！　恥はずかしいよ──!!　こんな意外な機能までついてるよ僕テレビ！　天使の力って計り知れねえ！」

「桜さくらくん手をどけて！　今いいところなのー！　桜くんが間違えて女の子の……」

「はぁァっッ!!」

〈ぶつんっ　ざァァァァァァッ〉

　僕は気合いでテレビを砂すな嵐あらしに変えました。今の僕はテレビを司つかさどる妖よう精せいと言っても過言ではないのです。

「静希ちゃん！　今のうちにもう一度、おねがいっ！」

「う、うん！」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　静希ちゃんから再度放たれた魔法の輝きによって、僕とテレビはぶにょんと分離。双方のステータス異常が回復します。

　僕は息をつき、たたみに倒れたまま自分の身体にＮＨＫが受信されてないか確かめます。

　そして結論を出すのです。

「危険だ……これは、たいへん危険だよッ！」

「ごめんね？　ごめんね桜くん、本当にごめんなさい……」

　静しず希きちゃんが涙目で僕を抱き起こしてくれます。もちろんその手はドクロちゃんのもので、今の持ち主の心情どおりに小刻みに震ふるえています。

　そしてドクロちゃんも、静希ちゃんのカラダで僕を支えてくれます。

　とにかくこの現実を見つめないといけません。

「ちょっと真剣に考えてみよう。どうすれば元に戻れるのかを。このままだとたぶん、もっと大変なことになるから……」

　僕と静希ちゃんとドクロちゃんは頷うなずきあいますが、ドクロちゃんはなんで自分が頷いているのかたぶんわかっていません。

　僕はうつむき、額を押さえて考えます。

　そうなのです。なんでよりによって静希ちゃんとドクロちゃんが入れ替わってしまったのか？

　言い換えれば、なんで僕が入れ替わらなかったのか？

　問題は結局そこです。

　贅ぜい沢たくは言いません。僕はどちらでもＯＫだったのです。そう、ドクロちゃんのカラダでも静希ちゃんのカラダでも……。僕らは、三人で落下したのです！　確率は同じだったハズなのです!!　なんでなのですか!?　もし、もしも静希ちゃんと入れ替わっていたなら、今いま頃ごろ僕はお風ふ呂ろ場ばでッ!!　……ぉオオォアァァアああ[image: あだくてん][image: あだくてん][image: あだくてん]ッッ!!

「ど、どうしたの桜さくらくん!?　旋毛つむじからショッキングピンク色の甘い匂においの液が二重螺ら旋せんを描いて吹き出してる！」

　静希ちゃんのキュートな声が、言葉が僕の心の扉をノックしたとき、僕は自我を取り戻すことができました。

「ごめん。ちょっと深くモノゴトを考え過ぎちゃって……」

　僕は静希ちゃんとドクロちゃんに謝りました。

「ありがとう、桜くん。そんなに私達のコトを真剣に考えてくれて」

「いぃんだ、僕は他ほかになにもできない人間さ」

「うぅん。そんなこと無い……。なにか良い案が浮かんだら教えてね」

　静希ちゃんが健けな気げな天使の声で言うのです。

　天使の、声……？

「そ、そうだっ！」

　そのキーワードに、僕の脳はある仮定をはじき出します。

「ねえ、聞いてよ！　思いついたよ！　ザンスさんだよザンスさん！」

「ザンスさんて、あの、こういう……」

　モヒカンのジェスチャーをする静希ちゃん。

「うん、あのザンスさん。あのヒトに聞いてみない？　たぶんこれ、ドクロちゃんが天使だっていうコトが関係してるんだと思うんだ。だから、ね？」

　その黒みがかった銀の髪を何度か揺らし、静しず希きちゃんは頷うなずきます。

「うん、聞いてみる価値、ありそう」

「じゃあボクがザンスを呼ぶよ！」

　ドクロちゃんは勢いよくぴょこんと立ち上がります。慌あわてて静希ちゃんがドクロちゃんの黒いスカートを押さえました。

　僕たち三人は二階に上がり、押し入れのふすまを開けます。静希ちゃんの身長を持つドクロちゃんは軽々と押し入れの上の段に腰掛け、ベニヤ板に取り付けられたディスプレイを突っつきました。

　そしてそこからあの画像が飛び出てきたのです。

『ニーハオォォォッ!!　ミィは〝ザンス〟ザンスよ!?』

　鮮やかなまでのピンク色モヒカンは天使のわっかを貫き、妖よう精せいのようにとがった耳は大量のピアスの重量に必死に抵抗。細くて黒いサングラス。肋ろつ骨こつの浮いた諸もろ肌はだの上に直接黒くろ革かわの鋲びようベスト。すなわちザンスの映像です。

『ミィは今、近所の幼稚園の運動会を観みに行っているから留守ザンス！』

　なにやってるんだろう……ザンスさん……。

『なのでご用がある方は〈ぴ──！〉という発信音の後にメッセージを残してくださいザンス』

「しかたないな、ええと」

　僕はディスプレイのスピーカーに近寄ります。

『ただし、ラップ調で』

「えええッ!?」

『では行くザンスよ？　ヒアウィゴゥ！』

「まってー！　ええと、ええっと！」

『〈ぴ───！〉』

「ちぇ、チェケダウッ！　ええと、オレ達お前に連絡請こう！　ィエア！　大問題が発生中ッ　イェアッ！　とにかく・すぐさま・コールミーバック！　チェケダァッ！」

『〈ぴ───！〉』

「ふぅー」

「桜さくらくん……（ドクロちゃん）」

「桜くんって……（静希ちゃん）」

　二人は部屋の一番端から僕を見ています。

「言わないで！　がんばった！　僕はがんばった！　それでいいじゃないか！」

　僕はたたみに大の字に寝そべり、言い放ちました。

　それに答えてくれたのは、

〈ぐきぃうーるるるぅぅぅ……〉

　ぺこぺこのお腹なかの鳴き声。

「えと、私のお腹じゃ、ないんだけど……」

　見れば静しず希きちゃんが天使のお腹を押さえて顔を赤くしています。

　そういえば僕のお腹も気がついたように空腹を訴えはじめています。

「じゃあさ、ザンスさんから連絡があるまで、一階のキッチンで……」




『その時ザンス！　桜さくらくんの隣となりにザンスが現れたのはぁぁぁッ!!』




「うわぁぁあああああッ!!」

　突然のしゃがれた絶ぜつ叫きように僕は驚おどろきの声をあげることしかできませんでした。

　静希ちゃんは絶句、ドクロちゃんは反射的に押し入れのディスプレイから飛び出して来たザンスを辞典で殴なぐりつけました。

「ホグルァあップ!!」

　壁に激突したザンスは言いました。

「し、静希ちゃんに殴られたザンスぅぅぅ！（うっとり）」

「なにうっとりしてるんですか!?　この変態モヒカン！」

「ひ、ひどいザンス桜くん！　ユゥがミィを呼んだから来たんザンスよ!?　ミィはまさか本当にラップ調メッセージを吹き込んでくれるヒトがいるなんて、ビックリだったザンスよ」

「くそう……ッ！」

「そもそもユゥ達はこのミィになんの用事なんザンスか!?」

　立ち上がったザンスは異様に背がひょろりと高く、おまけにモヒカンがあるのでとんでもないコトになっています。

　静希ちゃんは姿勢を正し、うかがうようにくりくりボイスでザンスを見上げます。

「ええとザンスさん……」

「なんザンスかドクロちゃん、急にそんな慎つつましやかに……。はッ!!　ついにユゥも女になっちゃったザンスか!?　そんな！　ミィを差し置いてッ!!　ワァッ！　なにするザンスか桜くん！」

「黙らないとその見事なモヒカンをこのカッターナイフでちょんぎって剃そり上げますよ！」

「やめてザンス桜くん!!　これはミィのアイデンティティ!!　ごめんなさいザンス！」

　ザンスは泣きそうになって鼻声で懇こん願がんしました。

「よく聞いてくださいザンスさん!!」

　僕はザンスの脳に染しみこませるようにしっかりと言います。

「入れ替わっちゃってるんです。その、信じられないかもしれないけど、ドクロちゃんと静希ちゃんのココロが……」

「あッ？」

　ザンスはサングラスをズリアゲ、その真まっ赤かな眼球でギョロリと静しず希きちゃんの天使のわっか、そして瞳ひとみをのぞき込みます。静希ちゃんはムロン、ひるみます。

「あーそうだったんザンスかー。そういえば……」

　ザンスは向きを変え、黒髪二つ縛しばり、人間姿のドクロちゃんの瞳を見つめ、

「静希ちゃんはなんかいつもとキャラ違うと思ったザンス。ユゥがドクロちゃんなんザンスね？」

「うん！」

　ドクロちゃんは黒髪を揺らし、無む邪じや気きな笑顔で答えます。

「で、こっちが静希ちゃんザンス？」

「はい……」

　静希ちゃんはザンスに向かって天使のわっかをきらり、こくんと頷うなずきます。

「ザンスさんなら、静希ちゃんとドクロちゃんが元に戻る方法を知ってるかと思って……。わかりますか？　ザンスさん」

　僕は一歩前に出て、ザンスのサングラスを見上げます。

　ザンスはその裂さけ気味の口をニヤリとさせて言うのです。

「もちろんザンス」

「ええっ!?　本当ですか!?　見直しましたよザンスさん!!」

「ミィをもっと褒ほめると良いザンスーッ!!　ミィはこう見えても結構やるときゃヤルんザンスよ!?　ドクロちゃんと静希ちゃんはミィが元に戻してあげるザンス！」

　僕と静希ちゃんは思わず見つめ合います。

「良かったね、静希ちゃん！」

「うんっ」

　静希ちゃんはドクロちゃんと入れ替わってしまってから、初めての安あん堵どの笑みを浮かべました。

「えー。もうこれ、おわりなのー？」

　ドクロちゃんはほっぺをぷくっと膨ふくらませます。僕は（静希ちゃんのものである）そのほっぺを突っついてぷーぷー言わせたいのを我が慢まんしながら、ザンスに言います。

「さあ教えてくださいザンスさん、元に戻る方法を！」
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「天使はもともと観念的な存在で、人間みたいに安定してないんザンス。なのでこういうコトはたまーにあるんザンスよ」

　ザンスは押し入れに上半身をいれ、さらに肩から先をディスプレイにつっこんでくぐもった声で言います。

「だからそんな時のために、元に戻す専用の魔法のアイテムもあるんザンス」

「エスカリボルグみたいなのですか？」

　僕はドクロちゃん、じゃなくて、天使のわっかを持つ静しず希きちゃんを振り返って言いました。

「そうザンス！」

　尋たずねる僕に答え、そしてザンスはにゅるっとディスプレイから身を抜きます。

「ＯＫ、あったザンス。これザンスよ」

「ザンスさん、それは……」

「これはココロ入れ替えアイテム『マリアクローチェ』ザンス。いいザンスか？　ココロとはすなわちタマシイザンス。タマシイの遊離は現実からの遊離。これはそれを促す魔法のアイテムなんザンス！　さあ、ドクロちゃんも静希ちゃんも、これを身につけて元に戻る準備をするザンスよ！」




　　　　★




　黄色い帽ぼう子しに、

「ザンスさん、僕には」

　青いスモック。

「どうしてもあれが」

　赤いタータンチェックスカートに靴下は白の三つ折りで……

「幼稚園児が着る園児服にしか見えないんですが」

　静希ちゃんとドクロちゃんが身につけたのは、どう見ても幼稚園の園児服です。二人は黄色いバッグを肩から下げて、胸にくっついたひよこの名札には丁てい寧ねいに『どくろ』『しずき』と書き込まれています。

「なにを言っているザンスか桜さくらくん!?　違うザンス！　これはレッキとした未来のアイテム！　ココロ入れ替え園児服『マリアクローチェ』ザンス！」

「やっぱりこれ園児服なんじゃないですか!!　どういうつもりだキサマ!!」

　園児服姿のドクロちゃんと静しず希きちゃんからは、日常空間にはあり得ない可愛かわいらしさのオーラが。それは見る者を捕らえて離しません。

「桜さくらくん伸びちゃう伸びちゃう！　ミィのイカシタベストを引っ張っちゃダメザンス!!　いいザンスか？　これはドクロちゃんと静希ちゃんのココロを入れ替える準備なんザンス」

「いいわけするな！」

「い、言い訳じゃないザンス！　繰り返すザンスがココロとはすなわちタマシイ。タマシイの遊離は現実からの遊離。これはタマシイむき出しなあの幼い頃ころを再現しているんザンスよ!!　決してミィの趣しゆ味みでは無いんザンス!!」

「本当でしょうね？」

「まあ、黙って見ていて欲しいザンス！　では『儀ぎ式しき』を始めるザンスよ、二人とも」

　ザンスにつられ、僕も視点をモヒカンから園児服を着た二人に向けました。

　ドクロちゃんのカラダを持つ静希ちゃんは、座り込んだまま赤くなって黄色い帽ぼう子しを深くかぶって顔を隠してしまっています。その上で天使のわっかだけが、元気に輝いています。

「こっちに顔を見せて欲しいザンス、静希ちゃん！」

　静希ちゃんが持て余すその（ドクロちゃんの）カラダは、スモックのサイズが少し小さいのでしょう。幼稚園児にはあり得ないふくらみが、静希ちゃんのココロをさいなんでいるようなのです。

「だって、これ、すごい……恥はずかしい……」

　静希ちゃんはその深緑色の天使の瞳ひとみをうかがうように潤うるませ、ゆっくりと恥ずかしそうに顔を上げました。

「こ、これは犯罪じゃないんですかザンスさん!?」

「ゴーホーザンス！」

　再び顔を伏せてしまう静希ちゃんから、僕はもう視線をそらすコトができません。

「ねえねえ桜くん！　ボクは？　ねえボクは??」

　しかし、その僕の決意をあっけなく崩ほう壊かいさせたのはドクロちゃんの声でした。

　ドクロちゃんは黄色い帽子から飛び出た二つ縛しばりをかき上げ、僕に向かって（静希ちゃんの微笑ほほえみで）くるっとターン！

「な！　見えた！　いまチラッと……！」

　そこにはあの幼い日々の、僕と一いつ緒しよによく遊んだ静希ちゃんがいました。

「えへへっ」

　本当に嬉うれしそうに微笑むその表情。そしていつものドクロちゃんのあどけなく、危なっかしいふるまいの一つ一つがその園児服とあいまって、僕の精神を追つい憶おくの彼方かなたへ。

「……だめですザンスさん！　早くはじめてください！」

「では、ドクロちゃん、静しず希きちゃん。始めるザンスよ!?　大切なのは二人の呼吸を合わせて、ココロを重ねるコトザンス」

　それぞれのやり方で頷うなずく静希ちゃんとドクロちゃんに、ザンスは続けます。

「はじめは深呼吸から。吸うザンス……、吐はくザンス……。脚はそろえて、それからちょっとクロスさせるザンス。そう……手は後ろ、もう少し前まえ屈かがみが良いザンス。表情は軟らかく、目線をこっちに欲しいザンス。そう……きれいザンスよ二人とも！　ミィもなんか変な気分になって来たザンスよ!?」

「ザンスさん!?　今、あなたはなんと!?」

「桜さくらくんは少し静かにしているザンス！　うるさくてミィが集中できないザンス！」

「お、怒られた……」

「ドクロちゃん、もっと静希ちゃんと感じあうザンス！　もっと無む邪じや気きに、幼かったあの日のコトを思い出すザンス！　ドクロちゃんそれは無邪気過ぎるザンス！　手をついて、ちょっと寝そべって、静希ちゃんもっとドクロちゃんに寄り添うように……イエス！　グレイトザンスよ！」

　ドクロちゃんと静希ちゃんは、カラダを動かしているうちに、だんだんほぐれてきたのか、表情が自然になってゆきます。

「ザンスさん!?　ちょっと、これで本当に元に戻るんですか!?　って、ザンスさんそのカメラはなんですか!?」

「ユゥはうるさいザンス！　これは資料用ザンス！　報告書作成に必要不可欠なんザンスよ!!」

「じゃあなんでそんな汗だくなんですか？」

「ではそろそろシアゲに移るザンス！　二人とも膝ひざをついて、お互いの両手の手のひらを合わせるザンス」

「はーい！」

　ドクロちゃんは言われたとおりに膝をたたみについて、

「ほら、静希ちゃん」

　両手を広げて静希ちゃんを迎え入れます。

「う、うん……」

　静希ちゃんはドクロちゃんと向き合って、手のひらをくっつけ合います。

「そのままで二人とも、ミィのココをよく見るザンス」

「……？」

　ドクロちゃんと静希ちゃんが、ザンスが指し示すピンクのモヒカンに貫かれたその天使のわっかを見上げたその時でした。
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「秘技！　ザンスフラァァッシュ!!」

　びきぃぃぃィィ……!!




「うわぁぁあああッ！」

　ザンスのわっかは閃せん光こうを放ち、そのまま僕たちの視界を白い闇やみの中に放り込みました。

〈スパパンッ！〉

「いたッ」

「きゃうッ」

「ちょっ、なにが……っ！」

　ィン……ッと、閃光が収まった僕の部屋にはドクロちゃんと静しず希きちゃんが倒れています。

　その二人の寝姿をザンスがカメラで〈パシャパシャ〉と撮影しています。

「ザンスさん……？　ザンスさん！　やめて！　なに撮ってるんですか!?　やめないならこうですよ!?」

　僕はカメラごと掌しよう底ていでザンスに向かって垂直打だ撃げきしました。

「ゴファッ!!　いたいよー」

「ザンスさん！　ドクロちゃんと静希ちゃんはどうなったんですか!?」

　ザンスは割れたサングラスをかき集めながら答えます。

「見るが良いザンス！」

「うぅうん……」

「はぁぁ……う」

　ドクロちゃんと静しず希きちゃんはたたみに手をついて起きあがり……

『あ』

　お互いを確認し、

「元に……戻ってる」

　静希ちゃんはそう言ってから、こんどは自分自身が園児服を着ているコトに気がつき、再び恥はずかしそうに身じろぎします。その仕し草ぐさはまさしく静希ちゃんの、静希ちゃんによる、静希ちゃんのための恥ずかしがりかたです！

「あぁ、ボクのカラダになったぁー」

　そして、ドクロちゃんはいつも通り無む邪じや気きに微笑ほほえみ、

「本当、よかったぁぁ……」

　静希ちゃんは凜りんと微笑むのです。

「ドクロちゃんと静希ちゃんのタマシイが解放された瞬しゆん間かん、この魔法のアイテム、精神入れ替えハリセン『ビエルガトワール』で頭をちょっと叩たたかせて頂いたザンス。まあ、ざっとこんな感じザンスよ」

　ザンスは得意そうに頷うなずきます。

「ありがとう、ザンスさん」

「ユーアーウェルカムザンス、桜さくらくん。困った時はお互いさまザンスよ！」

「あの、そろそろ着替えていいですか？」

　静希ちゃんが、たたんである自分の服へと後ずさりするように尋たずねてきます。

「え！　う、うんもちろんだよ静希ちゃん！　いいですよね？　ザンスさん。……ザンスさんなんですかそのトランペットを見つめる少年のような表情は？」

「な、なんでもないザンスよ桜くんッ！」

「じゃ、じゃあ、僕たちは先に一階に行ってご飯の準備をしてるから、着替え終わったら降りてきてね？　ってドクロちゃん早い早い早い!!　僕たちがいなくなってから着替えるの!!　わかる？　僕たちが下に行ってから！　本当にドクロちゃんは……、もうッ!!」

「……桜くん、はやく下に行くザンス」

「も、もちろんですよ!!」

〈ぱしっ〉とふすまを閉めて、僕とザンスは階段を下りて行きます。

　僕は大きく深呼吸してから言いました。

「ザンスさん」

「あ、なんザンスか？」

「今回は本当にありがとうございました。あんな園児服みたいな魔法のアイテムもあるんですね」

「えッ？」

　ザンスの上げた一オクターブ高いその声に、僕は階段の手すりにつかまったまま振り向きました。

「ザンスさん？」

「あ、ああ！　そう！　そうザンスよねーッ！　魔法のアイテムは凄すごいザンスよねっ！」

「ザンスさん……？」

「なん、ザンス、か？」

「もしかして、あれやっぱり、ただの園児服だったんじゃ……」

「失礼な！　ただの園児服なんかじゃないザンス！　あれはミィが夜なべして作っ……ああッ！　誘ゆう導どう尋じん問もんは卑ひ怯きようザンスよ桜さくらくんッ!!」

「やっぱりか！　やっぱりあれはキサマのッ!!　しかもザンスさん、あの二人をカメラで撮ってたでしょう!?　出せ！　あのカメラを出しなさい！　没収します!!　没収して…………処分します！」

「やめるザンス桜くん！　そしてその妙に長い間まはなんザンスか!!　そんなユゥの手にカメラは渡せないザンス！　ちょッ！　そんなにしたらミィのカメラがッ!!　あ、危ないザンスぅぅッ!!」

「なわぁあっ!!」

「落チる、ザンッッ……!!」

　そして僕とザンスはバランスを崩し、盛大な音を立ててゴロゴロと階段を転がり落ちていくのでした。




　　　　★




「ぐッ！」

　鈍い頭痛、ずきんと僕は我に返ります。

「く、痛つつつつ……」

「気がつきました？」

　僕は肘ひじをついて、上半身を起こします。

　気がつけばそこは居間でした。僕はそのたたみの上に、座ざ布ぶ団とんを枕にして寝かされていたみたいです。

「静しず希き、ちゃん？」

「だいじょうぶですか？」

「うん、なんとか平気。大だい丈じよう夫ぶみたいだけど……」

　おでこを押さえてため息をつく僕に、

「あの……ザンスさん？」

　静しず希きちゃんは、僕の顔を変なモノを見るような目でうかがってきます。

「え？　静希ちゃんナニを言って……、え、えあっ!?」

　そして僕もその異変に気がつきます。僕の声はこんなにしゃがれて無いし、座高だってこんなに高くはありません。

「まさか……」

　僕は周りを見渡しました。

　その視線の先に見慣れた姿がありました。

　僕です。

　草くさ壁かべ桜さくらが、ドクロちゃんに手当てをうけています!!

　その草壁桜が、顔をしかめ、

「うぅ、ひどい目にあったザンス。……うッ!?」

　中学二年生男子が、僕を見上げて絶句してます。

「ミ、ミィザンス!!」

「ぼ、僕!?」

　草壁桜がザンス口調で僕を指さすのです！

　ということは僕が、僕が……ザンスなんですか!?

「どうしたの？」

　ドクロちゃんが草壁桜に言います。

「そんな、まさか今度は、桜くんとザンスさんが入れ替わっちゃったの？」

　静希ちゃんの困こん惑わくした声が、なぜか遠くに聞こえて……

「ど、どうしよう!?　僕の人生はここで終わるよ！　こんな格好……すごい、恥はずかしい……！」

「ひ、ひどいザンスッ！　ミィのお気に入りのスタイルを桜くんはいつもそんな風に思っていたザンスね!?　ショックザンスゥゥッ！」

「あそうだ桜くん。さっき電話があってね、お父さんとお母さん、もうすぐ帰ってくるって」

「それ本当!?　ドクロちゃん！　そんな……!!　ねえ、元に戻してよ！　やだよこんなの!!　こんな物体をお父さんとお母さんに見せられやしないよ!!」

　僕は死にたくなりながら訴えました。

「じゃあ今度はボクが治してあげるね!!」

　ドクロちゃんはマザーテレサ気取りでエスカリボルグを構えます。

「ちょ、ちょっと待ってドクロちゃん！　それは……！」

　ロウバイする僕とザンスの前に立って、

「ドクロちゃんそれはだめよ。違うでしょ」

　そう言ってくれたのは静希ちゃんです。ドクロちゃんのエスカリボルグがゆっくり元に戻ります。

「静しず希きちゃん……ッ!!」

　僕に微笑ほほえんでから、静希ちゃんは続けます。

「まずはあの園児服なんだよね？　私取ってくる」

「ちがう！　ちがうよそうじゃない！　待って！　待って静希ちゃん!!　あぁ……！　そしてドクロちゃん、話を聞いてましたか？　なぜ活動再開なのですか？　ちょ！　違う！　殴なぐるものも違う！　そんなもので殴られたら僕、ぐしゃぐしゃになぶへぇっ」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪
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　カーテンのスキマから、まぶしい光がのびてきて、

「んぅ～～～……」

　僕のまぶたを照らします。頭の中の眠気の核が、電子レンジにかけたバニラアイスのように溶けてゆき、うっすらと目を開ければ、

「ぅあ」

　いつもどおりの木目の天てん井じよう。戻ってくるのは現実感。

「ぁぁぁあ……」

　僕は確かにさっきまで、男の子なのになんらかの嬉うれしい手違いで女子校に通うことになり、さっそく一時間目の水泳の授業、ひとりで先にプールに入ってクラスメイトのみんなを待っていたトコロだったのですが、

「ぅぅうぅぉお──……」

　しかし、それが全部夢だったというのです。そんな現実、耐えられません。僕は呆ぼう然ぜんとしてしまいます。ココロに大きな穴が開きました。あまりのショックで目頭を熱くします。

　僕はそのまま大きく伸びを、




　くちゅっ




　布ふ団とんの中で聞こえた音は、まるでぬかるみのような粘着音。瞬しゆん時じにして全神経を駆けめぐるのは、予感というよりむしろ悪お寒かん。

「な……？」

　僕は布団に横になったまま、そこで初めてその異常事態に気づくのです。

【生ぬるく・濡ぬれている──】

　身体からだ中のいたるトコロが、なんだかぬるぬるぬるぬるしています。その感かん触しよくに、思わず怖おぞ気けだつ背筋。びくりと肩が震ふるえれば、またもや〈くちゃぁっ〉と粘りのある音！

「なぁッ!?」

【布団の中が・生ぬるく・濡れている!!】

　つまりです。寝ている僕が濡れているということは、僕が来ているパジャマも、くるまっているこの布団も濡れているというコトで……!!

「ちょっ！　これっ？」

【全身が生ぬるく・寝たままぬるぬるに・濡ぬれている──ッ!!】

　その瞬しゆん間かん、僕の意識は覚かく醒せいの中ちゆう枢すうにワープ完了。旗き艦かんブリッジではこの事態に対処できない艦長並びに乗組員が一いつ斉せいに『やっちゃった!?』『そんなバカな！』『もう中学二年生なのに!!』『いや、中学二年生だからか……？』『だったら今日は記念日だ！』『ウワ────』『続いて主砲斉射三連！』混乱の極きわみです!!

　僕は跳ねるようにして布ふ団とんから上半身を起こし！

〈ねべちゃぁあ……ッ〉

「うへぇあイィッッ!?」

　キミョウな感かん触しよくに、全身を駆けめぐるトリハダ。僕は愕がく然ぜんとしました。

　でもそれは予想だにしなかった、ムセかえる程ほど上品なスイートな芳香！　めくり上げた布団からカウンターで僕を迎えるのは、いつもの布団のにおいではなく、

「これッ!!　こ、れ……！」

　黄色くぬるり、クリーム状。この上なくバニラの香りなコイツは……！

「『カスタードクリーム』!?」

　布団の中が大量のカスタードクリームで溢あふれんばかりになっています！　僕は寝ながらにして全身、パジャマのままクリーム漬づけにされているのです!!

「ナニこれナニこれナニこれキモチわるいぃぃッ!!」

　布団をめくり上げれば、まるで熱を出した時に見る悪夢のような光景。ぜんぜん状況が理解できません！　僕は本当に首の下からつま先まで、パジャマの中といわず外といわず、カスタードをふんだんに使った、新感覚デザートのようにねっとりとクリームにまみれてしまっているのです！

「なんで!?　こ……な！　な、わッ!!」

　僕はカスタードまみれの両手をこすり合わせ、たっぷりとしたクリームをこそげ落としますが時すでに遅し。両手は完全にむゆむゆにふやけてしまっているのです！　変な夢を見ちゃったからですか!?　いや違うッ！　──電でん撃げきのように脳のう裏りに飛来する記き憶おく。ダンボールに梱こん包ぽうされて目覚めたのは昨日の朝の出来事、

「そして今朝は、……この、カスタードクリームだというのか──!!」

　ここになんらかの法則性はあるのでしょうか!?　いえ、そんなコトは考えるだけ無む駄だというもの。これはあのアホ天使の仕し業わざに決まっているのですから!!

「くそぉぉおオオッ!!　もう！　……もうッ！　本当に、今日という今日はぁぁ──!!」

　僕は〈がばっ！〉というか〈ねちょ！〉っと立ち上がり、クリームでぬめる手でふすまを、

「その天使のわっか、埼玉湾に沈めてくれるわ───ッ!!〈しゅぱ──んッ!!〉」

　かなぐり捨てるように開け放ち、

　しかし！

「あれぇ──ッ!?」

　狭せまい押し入れの上の段には寝崩れた布ふ団とんがあるだけで、ドクロちゃんはカゲもカタチも、

「い、いない!?　そんなバカな！」

　ちらっと時計を見上げれば、時刻は正午十二時を指し示したばかり。日曜日のこの時間なら、ドクロちゃんはまだまだぐっすり寝ているはずなのに！　僕はもう一度ドクロちゃんのいない布団を凝ぎよう視し、とっさに中に手を入れます！

「でも……これまだ、温かい!!　というコトはドクロちゃんはそんなに遠くには行っていないはず！」

　ということは！

「奥の方はもっと温かいというコトかッ!?　あ……あれ？　なんだろうこの気持ち……。これは、まさか！　こ、こ、こ・れ・はぁ……ッッ!!」

　はッ！　いけないよ桜さくらクン！

　僕は泉の中から出現した美しい女神（ただし顔は僕）のかわいらしい声に、はっと我に返ります！　あ、危ないトコロでした!!　もしやこれは僕を足止めさせるためにドクロちゃんが仕掛けたワナ!?　……なんて恐ろしい娘こだろう！　もう少しでドクロちゃんがさっきまで寝ていた布団の中でタマシイが永遠にサマヨイ続けるトコロだったのです。僕はそのネバーエンディングストーリーに身み震ぶるいしながら、急いでドクロちゃんの布団から顔を抜き、部屋を出て階段を駆け降ります。ドクロちゃんめ、なかなかやります！

　目的地はテレビのある居間！

　押し入れにいないとすれば、テレビっ子のドクロちゃんは居間でテレビを見ているハズです。今なら彼女は布団にしかけた『ぬくもりのワナ』に僕がかかっていると思い、きっと油断をしているでしょう。やった！　僕は確実に今、ドクロちゃんの上を取っているのですッ!!

「はぁ、ふぅ……よし！」

　僕はふすまの前で息を整えます。今日という今日はもうガマンの限界なのです。僕はもういいかげん、普通に目覚めたいのです！　二度とこのようなコトが起らないように今日は一発がつんと言ってやりますよ！　こういうのは最初が肝かん心じんなので、僕はふすまの取っ手に指をかけ、思いっきり、

「ドクロちゃん!?」

　開け放ちました！

　しかし！

「ここにもいないよ──！」

　居間にはテレビがつけっぱなしになってるだけで、居間は無人でノーバディー！

「ドクロちゃんはいったいどこへ!?　……へ、は……ッぐしゅッ！　……寒ッ！」

　僕は鼻をこすって身震いしました。そして、はっと我に返ったように自分の今の姿を見下ろします。無論、カスタードクリームまみれです。そのクリームがだんだん冷えてきているのです。寝起きでハイになっていたことを差し引いても、さっきまでの僕は少し異常だったかもしれません。やだなあ、もう。ここはいったん落ち着いて、早く着替えた方がよさそうです。じゃないと、僕は世界で初めて、カスタードクリームが原因で風か邪ぜを引く少年になってしまいます。それはさすがに困ります。僕は今日、本当に久しぶりに親友の宮みや本もとと公園でサッカーをする約束をしているのですから。友情、とても、大切。

　ひとまずドクロちゃん捜索は後回しにして、

「とりあえず、着替えてこよう……」

　僕は居間を後にして廊下を進み、洗面所へと向かうのです。




　　　　★




「でもこれ、凄すごいべたべたして脱ぎづらい……」

　廊下を歩きながら、僕はカスタードクリームでくっちゅくちゅになっているパジャマの上着のボタンをはずし、からからと脱衣所のドアを開きました。




　そこでは、すらりと背の高い可か憐れんな乙女おとめが白いズボンを脱いでいました。

　しかも、すでに上半身にはなにも着けていなかったそのボディの、きわどい谷間が真ッ正面に来る素す敵てきな位置で。

「…………ッ!!」

「…………ッ!?」

　お互いが違う理由で言葉を失い、次の瞬しゆん間かん、

「いゃぁぁぁぁぁぁぁああああん!!」

「うぁぁああああああああああっ!?　だ、誰だれ!?　あなた誰でッ!?」

　しかし僕のその青春の主張は、びっしょりに濡ぬれたオレンジ色の濡れタオルによって中断されました。〈じゅぱぁん！〉という音で撃うち出され、僕に躍おどりかかった数十本のタオルが手といわず足といわず、あらゆる部位を一瞬でメリメリと縛しばり上げたからです。

「な!?　こ、このタオルは……、この濡れタオルはひょっとして───ッッ!?」

　僕はあっという間に、まるで蜘く蛛もの巣にかかった蝶ちよう々ちようのように、濡れタオルによって逆さづりに吊つるされ、
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「うぐぅおォオッ!?　そして、あなたは……ッ！」

　されど、またもや僕のセリフはそこで遮しや断だんされるのです。僕をぐるぐる巻きにするタオルが、ついに顔まで覆おおい尽くし、口も鼻もふさいだからです。ミイラのようになる僕の、かろうじて自由な五感は視覚。その視界の中には胸のふくらみを押さえる女性が逆さまに映り、奇くしくも視線が交こう錯さく、見つめ合うその刹せつ那な！

「ザクロちゃん、まだぁ？」

　くりくりボイスがお風ふ呂ろ場ばエコー。〈からり〉とくもりガラスのドアが開けば、上半身を乗り出しこちらを見る少女。それはカラダに一糸まとわぬ……！

「モフモふぁん!?（ドクロちゃん!?）」

　ミイラの僕とばっちり目があい、見つめあい、

「…………ッ!!」

「…………ッ!?」

　お互いが違う理由で絶句します。ドクロちゃんはとっさにカラダをよじり、僕はタオルを食いちぎり、そして一いつ緒しよに絶ぜつ叫きようなのです！

「きゃうぅぅぅぅぅぅッ!!」

「ぬえあああああああッ!!　これは二重トラップでくぱぁッ!!」

　しかし僕の絶叫はドクロちゃんが繰り出す『撲ぼく殺さつバット　エスカリボルグ』によって消滅しました。ドクロちゃんは右手で握った黒光りする鋼鉄の塊かたまりで、目の前のタオル巻き人形を〈ごめり！〉と打ちのめしたからです。

　濡ぬれタオルでぐるぐる巻きにされた柔らかい肉は、びしゃりと壁に打ち付けられ床に落下。所々から折れた骨がタオルを突き破って外に飛び出し、血がその骨の周囲の布地をじわじわと赤く彩いろどります。濡ぬれタオルによってがんじがらめで逆さづりされていた僕は、その会心の一いち撃げきを避さけるコトは不可能だったわけで……。

　ドクロちゃんは慌あわててカラダにバスタオルを巻きつけながら、

「ねえザクロちゃん！　夢中で突き飛ばしちゃったけど、あれはなんなの!?」

　ザクロちゃんに聞きました。

　白い上着を素肌の上に羽は織おり、軍服のズボンをはきながら、ザクロちゃんはタオル巻きの僕を心配そうに見つめ、

「わたくしも突然のコトでよくわからなかったのですが、中身は桜さくらさんだったような気が……」

　しかしドクロちゃんは、鋼鉄のバットを肩にかついだまま、ザクロちゃんに肩をすくめて言うのです。

「そんなハズないよ。だって桜くんはあんな風にヘンな形に曲がったりしないもん」

　二人の天使の視線の先で、床にタオルで濾こされた血ち溜だまりを広げる僕は、ぴくりとも動かない珍めずらしい昆虫のサナギの風ふ情ぜい。

「それでは確かめてみましょう、おねえさま」

「うん！」

　元気よくお返事できたドクロちゃんは、片手でバスタオルが落ちないように押さえつつ、トゲトゲバットをクルクルまわし、目の前の空間に光り輝く髑髏どくろ模様の魔法陣を描き出しました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　するとサナギな僕に飛んでくる、不思議でブキミな魔法陣。髑髏の両眼から流れ出るキラキラ粒子を浴びせられ、骨が引っ込み赤みが抜けて、ぽきぽきぽきっと元通り。それからタオルがびりびりと、一直線に破けます。中から漏もれ出す魔法の光と共に、ファラオのポーズで上半身ハダカの僕が生まれてきました。

「ああああ!!　そ、そんなぁぁ!!」

「まさか、ほんとうに桜さんだなんて……」

　ザクロちゃんも思わず口を押さえて小声です。

　ワ───っと白い光に包まれた僕は、そんな二人に目を見開いて言います。

「二人がかりでナニすんの───!?」

　しかし、白いバスタオル一枚のドクロちゃんは、両手を腰にあて、逆に僕に向かってずんずんとこっちに迫りつつ、

「桜くんこそなんでザクロちゃんを覗のぞこうとしたの!?　ボクはずっと桜くんを信じてたのに!!」

　あっという間に僕を逃げ道のない壁かべ際ぎわに追いつめるのです。

「ちょ、まって！　誤解だよゴカイ!!　僕はただ身体からだのカスタードクリームを……あ、ああッ！　ちょっと待ってドクロちゃん！　ねえ僕を布ふ団とんごとカスタードまみれにしたのはドクロちゃんでしょ!!　そ、そうだよ、元はと言えばドクロちゃんが悪いんじゃないか！　なんでそんな意味無い悪いコトするの!?　僕を甘くしてから食べようとしたの!?」

「あ、えっ……と……」

　僕のコトバに、ドクロちゃんの瞳ひとみがぴちぴち泳ぎはじめます。

「瞳、そらさないで！　ドクロちゃんしかこの地球上で僕をあんな目にあわせる天使はいないでしょ!?　白状なさいよーッ！」

　強い僕の語調に、しかしドクロちゃんはなにを思ったのか急に表情を変え、くすっと微笑ほほえみ、

「もう、桜さくらクン？」

　ドクロちゃんはぴょこんとかわいく人差し指を立て、

「お風ふ呂ろ場ばはのぞいちゃダメだぞッ？」

　そう言うと、僕のおでこをコツンとこづき、くるりとお風呂場に戻って〈ばたん〉とくもりガラスのドアを閉めてしまいました。

「待って！　どこ行くのドクロちゃん!!」

　僕が青あお痣あざができるほど痛むおでこを押さえ、慌あわててその扉に手をかけたその時です。

　はらっと、

「ド、ドクロちゃん……!?」

　天使の少女はくもりガラス越しに、その白いバスタオルを脱ぎ捨てたのです！

「なぁ!?　ちょ、ちょっと！　なに考えてるのドクロちゃん!!　ここ開け……、しまった！　開けられない!?　これじゃあ開けられない！　開けたらきっと撲ぼく殺さつされるよ！　卑ひ怯きようだよドクロちゃん!!　しかしこのままドクロちゃんを見逃してよいモノか!?　容疑者は目の前にいるんだぞ!?　くそぉ！　返事をしなさいドクロちゃん！　このドアさえ開けるコトができれば……！　ここまできて……ここまできて、くもりガラス越しのこの、肌色のシルエットがッ！　もお、こんな、もお、こ、コンナァァアオオォゥクルルルルぅぅオオオ──ッ!!」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか桜さんッ！　背中が盛り上がって、透明な粘液が泡立ちながら湧わき出てます!!　桜さん!!　草くさ壁かべ桜さん！」

　ザクロちゃんが僕の本当の名前を呼んでくれたので、僕は本当の自分を取り戻すコトができました。

「あ、す、すいません。つい、うっかり……」

　うずくまっていた僕はゆっくり立ち上がり、羽は織おった軍服を押さえただけのザクロちゃんを見上げました。僕でさえ目線を上げてしまうくらい、ザクロちゃんはモデルみたいに背が高いのです。

　ザクロちゃんは安心したように、僕の身体からだを見つめ、小さな唇くちびるを動かします。

「先ほどは失礼しました、桜さん」

　今、僕を見つめているのは、まるで春の陽ひだまりのようなザクロちゃんの右の瞳ひとみ。だけれど僕は、彼女の左の瞳ひとみも同じくらい気になってしまいます。そこにあるのは顔の左側半分を覆おおうように巻かれた黒い革かわベルト。彼女の左の瞳は今、その呪のろいのような黒いベルトで完全に隠れてしまっているのです。

「いえ、ノックしなかった僕が悪いんです。……あ、いや、まってください」

　僕は彼女の頭の上のわっかを見上げて、いまさらのようにツバを飲み込みます。ザクロちゃんはもちろん、サバトちゃんと同じく未来から来た天使という名の刺し客かく。

「なんでしょう？」

　ザクロちゃんは暗銀色の髪を後ろにかき上げ、僕に微笑ほほえみました。

「あの、ザクロちゃんはいったいここで、なにを……」

「おねえさまと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ろうとしていたのです」

「え、えぇと、そういうコトではなく……あの、し、質問して、いいですか？」

「はい、どうぞ？」

　僕は迷いながらも言うしかありません。

「ザクロちゃん、なんで……」

　そう、僕の目の前にいる天使のザクロちゃんは、この前の最終話の時に『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の違反者であったドクロちゃんを未来に強制連行した張本人。

　それが、

「なんで……、僕の家にいるんですか？」







　──これは、豆乳のおいしさが最近わかるようになった十四歳の僕『草くさ壁かべ桜さくら』と、最近テレビはＮＨＫのおもしろさが尋じん常じようではないと言い始めた天使『ドクロちゃん』が繰り広げる、新たな展開を予想させる物語ストーリー。
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　……結局、僕は二日連続できちんと起きるコトができませんでした。

　いくらドクロちゃんでも、ヒトが抵抗できない寝込みを襲おそうのはやってはイケナイコトだと思います。だって加減を知らないドクロちゃんは、心ならずも僕を永眠させてしまう可能性があるのですから。

　脱衣所事件のあと、僕は洗面所でとりあえず身体からだを濡ぬれタオル（否エッケルザクス）でざっと拭ふき、天使の姉妹が出た後のお風ふ呂ろをいただきました。それからジャージに着替え、えびちゃーはんの匂においにつられてキッチンにやって来たら、そこはもうお昼ごはんの時間です。

　昨日の夕方、群馬のおじいちゃん家ちから帰って来たお父さんとお母さんも、もちろんテーブルに着いています。なにしろ今日は日曜日なのです。

　向かいの席に僕が座るのを見ると、お父さんはテーブルに全員そろったのを確認して「いだたきます」を言いました。

『いただきまーす！』

　お父さんの隣となりに座っているのはお母さん。お母さんはお父さんにお茶をついであげています。

　それから僕の隣にはいつもの通り、ドクロちゃん。彼女は相変わらず具のえびから先にちゃーはんを食べはじめています。

　そしてその先、何気なく見た一番端。僕の視線はその『お誕生日席』で硬直しました。

　いつもはだれも座っていないその席に、一人の大人びた天使が座っているのです。

　ザクロちゃんです。ザクロちゃんがまるでいつもそうしているかのように、僕の家のキッチンのお誕生日席に座っています。彼女の前にもえびちゃーはん。ザクロちゃんは春風のように、僕に語りかけ始めるのです。

「現在『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』は、機能停止状態に陥おちいっています」

　真っ白な軍服の上から黒いエプロン。その顔の左半面を覆おおい隠す黒ベルト。頭の上に天使のわっかを持った女の子のセリフは、その堅苦しい外見のイメージとは正反対。まるで寒い冬の日に飲む温かいミルクのように優しく、僕の脳みそに響ひびきます。

「え、は、はい？」

　しかし彼女を見つめ、家族のあり方について悩み、考え込んでしまっていた僕はザクロちゃんのコトバをとっさには理解できません。

　彼女はそんな僕の様子を見て、今度はゆっくりと言うのです。

「──ルルティエの中ちゆう枢すう機能である、過去を見つめ、未来の世界でおこる災さい厄やくを事前に察知するシステム『パンドラの言葉』が破壊されてしまったのです。復旧には相当の時間が必要です」

　ザクロちゃんは憂うれいをおびた表情で、そう僕に言いました。

「そ、そうですか……、破壊、されちゃって……」

　僕はナニゲなく、隣となりでえびを食い尽くしたちゃーはんをぱくぱくと食べているドクロちゃんを横目で見ながら、思い出します。

　……確か、ドクロちゃんが『未来の世界』から『こっちの世界』に戻って来た時、彼女は戦争を生き抜いた歴戦のモノノフのように、よごれてすり切れた服を手に持っていた気がします。……しかし、気がするだけで、なんだか違うモノの印象ばかりが強すぎて、うまく思い出せない状態に僕は陥おちいっています。

　ドクロちゃんはふっと、そんな僕の視線に気が付いて、なにやらニコニコと僕のえびちゃーはんにレンゲを伸ばしながら言います。

「桜さくらくん、もしかしてえびキライ？　だったら桜くんのえびもボクが食べてあげるね？　しかたないなぁ」

「な、なにすんのドクロちゃん！　しかたないとか言っても、それは立派な略りやく奪だつ行こう為い!!　僕は好きなモノは取っておいて後から食べる主義なの！　キミは僕の楽しみまで奪う気なのかい!?」

「したがって『パンドラの言葉』を失った我々ルルティエは、カミサマの領域に触ふれる人物を予言、選定するコトができなくなってしまいました」

　ドクロちゃんと空中で〈ちゃりん！　ちゃりんッ！〉と激しくレンゲを交えていた僕は、危うくそのザクロちゃんのセリフを聞き逃す所でした。

「え？　……と、いうコトは、つまり……、まさか!!」

「はい」

　ザクロちゃんは微笑ほほえみ、コトも無げに言うのです。

「現在ルルティエは桜さんの抹まつ殺さつ指令を保留にせざるを得ないのが現状です」

「ほ、本当ですか!?　……じゃあ、僕はもう、サバトちゃんやザクロちゃんに命を狙ねらわれるコトも、ドクロちゃんに撲ぼく殺さつされるコトも!!」

「……最後の項目はわたくしにはわかりかねますが……。ルルティエが未来を予言できない限り、わたくし達が桜さんの命を奪うコトがなくなったのは事実です」

「よかったぁ！　最近そういう話が無かったから、どうなったのかと心配してたんだけど、これでようやくほっとできるよ！」

「よかったね桜くん！」

「うん！　ほらドクロちゃん！　えびでもなんでも好きなモノ食べていいよ！」

「やったぁ！」

　僕は上じよう機き嫌げんで、ザクロちゃんに向き直り、

「あ、でも……あの、さっきは聞きそびれちゃったんだけど、……ザクロちゃんはなんで僕の家に？　もしかして、それを僕に教えに来てくれたの？」

　ザクロちゃんはそんな僕のコトバに、いっそう暖かい微笑ほほえみを浮かべて言うのです。

「はい、それもありますが、主な任務は『監視』です」

「え？　か、『監視』？　監視って、誰だれをですか？　まさかドクロちゃんを!?」

「いいえ、それはもちろん……」

　ザクロちゃんの大きな右の瞳ひとみに映っているのは、中学二年の男の子。

「え、な、なんで？　なんで僕なんですか!?　だってさっきザクロちゃん言いましたよね？　僕はもう抹まつ殺さつ対象じゃないって……」

　戸と惑まどう僕の視線を優しく受け止め、ザクロちゃんは諭さとすように言います。

「『パンドラの言葉』が機能しなくとも、わたくしはルルティエの天使。選定対象であった桜さくらさんの抹殺はできなくとも、その成長を見守る義務があるのです。なぜなら桜さんは将来、世界中の女の子をロリ……」「わぁぁ!!　ちょ、ちょっとまってくださいザクロちゃん!!」

　慌あわてて僕は立ち上がりザクロちゃんの言葉を遮さえぎって、

「ドクロちゃんもえびスト──ップ!!」

「ええええっ!!」

　僕は再びザクロちゃんに向かい、

「だ、ダメですよそんな！　僕の成長を監視だなんて！　そ、それってだって、ザクロちゃんがこの家に住むってコトでしょ？」

「はい、そうなります」

　ザクロちゃんは姿勢を正して、僕に微び笑しようを浮かべます。

「お、お父さん!?」

　僕は中学生になって、初めてお父さんにすがる思いで言いました。

「お父さんだって困るよねそんなの！　だって、ほら、うちにはそんなお金も無いし!?　もうドクロちゃんだっているし!!」

　僕の言葉に、お父さんはふっと僕を真剣な表情で見つめます。

「そうか。桜にも説明しなければいけない時が来たようだな……」

「え？　な、なに？　お父さん、どうしたの？」

　なんだか予想外の展開です。動揺する僕をよそに、お父さんは背筋を伸ばし、お母さんと頷うなずきあい、僕に向かって言うのです。

「三み塚つか井い家の一族、つまりドクロちゃんやザクロちゃんは、幼い時を草くさ壁かべ家で過ごすという代代のしきたりが……」

「ちょっとまって!!　なに？　なんなのその追加設定は!!　お父さんは僕がまだ子供だと思ってバカにしてるでしょ!?　お願いだからお父さんはそんな変な話を真ま面じ目めな顔で言わないでよ！」

「というのもね、桜さくら。そもそも草くさ壁かべ家の先祖は昔、裏山で……」

「ちょっとお母さんまで!?　まってよ!!　二人ともどうしたの？　『ヒトの話はまじめに聞くんですよ』って教えてくれたのはお母さんでしょ!?　ま……まさか、またドクロちゃんの魔法の力（で現れた札束）が原因なんですか？　父上、お答えください！」

「というわけで、ザクロちゃんも今年で九歳。今日から草壁家の仲間入りだ。桜、ザクロちゃんとも仲良くするんだぞ？」

「三み塚つか井いザクロです。おねえさま共々、よろしくお願いします」

　ザクロちゃんの暖かい右目が僕を見つめました。

「だ、だめだよ、ちっともよろしくできっこないよそんな強ごう引いんな設定!!　だってそんなベタベタな……」

「こら桜！　聞き分けがないぞ？　もう中学二年生だろ！（お父さん）」

「ぁあッ！　お、怒る時だけ、いつものお父さん!!　も、もっと僕を怒ってよお父さん！　お父さんが正気に戻るなら僕は耐えますから!!」

　そんな叱しかられた僕をフォローするように、お母さんが明るい声で言います。

「お母さんも家族が増えて嬉うれしいわ。それに、お昼ごはんのお手伝いまでしてもらって」

　ザクロちゃんは微笑ほほえみ、お母さんに返します。

「天使とはその成り立ちがそもそも主の使いなのです。このような仕事をするのは私たち天使の本来の役割。辛つらいどころかとても楽しくお手伝いさせていただきました」

「まあ……」

「ああ、お母さんがあんなに嬉しそうにしてる！　お母さん欲しがってたもんね、女の子。僕、少し複雑だな……って、あれ？　な、なんでドクロちゃんまで照れてるの？」

　ドクロちゃんはニコニコしながら僕を見て言いました。

「えへへ、ボクも天使ー」

「僕はドクロちゃんが家のお手伝いしてるのなんか、見たことないけど……。もう、ドクロちゃんはなんていうか、なにかが足りなかったり、いろんなのが足り過ぎたりする、欠陥品みたいな天使なんじゃないかな……って、な！　ちょっと待て！　ごめん言い過ぎた！　わっかでの物理攻撃は反則！　刃物は反則ですよドクロちゃん!!」




『その時ザンス！　草壁家の食卓にザンスが登場したのはぁぁああああ!!』




「う、うわぁぁぁぁああああ──ッッ!!」

　しゃがれた絶叫シヤウトとはウラハラにドアを普通に開け、家族が全員集合したキッチンに侵入してきたのは、蛍光ピンクの長大なモヒカン！

「あ、桜くん、ここにいたんザンスかー。捜したザンスよー」

　それは金のわっかを貫いて、今日も細みのサングラス。妖よう精せいのようにとがった耳や裂さけたクチビルにはじゃらじゃらと銀色ピアス。そしてそのアバラの浮き出た細い身体からだにぴったりの真まっ赤かな革かわのツナギを着た天使。

　すなわち！

「ザ、ザンスさん!?　どうして、なんでイキナリこんな……!!」

　コレは、平和な日本の食卓に乱入しては最もいけない天使の中の一つです。お父さんもお母さんも呆ぼう然ぜんとしてしまっています。ついにここまで浸食されました！

「これは！　これはねお父さんお母さん！　こ、このヒトはね!?　ヒ、ヒトだよコレでも！　え、ええとコノこれはぁぁあッ！」

　この家族のキズナを守るために声を上げて立ち上がりました。が、ここまでヒドイとフォローのしようがありません!!　もうだめです！

「あら、ザンスさんいらっしゃい」

　……その声は、僕のお母さんから聞こえて来た、気がします。

「え……お、お母さん？」

　見れば、お母さんが、あろうコトかお母さんが、そう言ってザンスに会え釈しやくしています。

　僕は凍り付いたまま、

「お母さん、ザンスさんと、知り合い、なの……？」

「ええ、桜さくらがいないときによくお部屋にいらっしゃるわよ？」

　僕の中で、今までずっと大切にしていたナニかが砕け散りました。

「え……なに？　ザンスさん……？　あなた、僕がいない時、僕の部屋でナニやってるんですかぁあッ!?」

「わあ、えびちゃーはんザンスね、あけみさん。とってもおーいしーザーンスー！」

　ザンスはそう言って陽気な変質者のように、にやりと笑ってちゃーはんを食べ始めました。

「っていうか、なんであんた勝手に座ってちゃーはん食べてんの!?　それから僕のお母さんを名前で気安く呼ばないでください！」

「超痛いザンス桜くん！　クチビルのピアスを全部摑つかんでひっぱったらクチビルごと取れちゃうザンスよおお!!」

「取ってやる！　取ってゴマ油でからっと炒いためてから生ゴミに混ぜて捨ててやる!!」

「やめなさい桜、ザンスさんはお友達だろう？」

「お父さんは僕にこんな友達がいていいの!?　ダメだよこんな変なのとつき合ったら！　なんだかもう、すごく寂しくなってきたよ僕！　僕が、僕がこの家の本当の子供なのに……！」

　ドクロちゃんはそっと、テーブルに伏せる僕の背中をさすって慰なぐさめてくれました。

「桜くんにはボクがいるでしょう？」

「ドクロちゃんがいるからこんなコトになってるんでしょう!?」

『その時ザンス！　ミィがお代わりをあけみさんに頼たのんだのはぁぁぁ!!』




「調子に乗るなぁぁぁ!!（ザンスを殴なぐる）」

「オバァァァッ!!（僕に殴られる）」

「桜さくら！　ちゃんとお兄さんらしくしないとザクロちゃんに笑われちゃいますよ？（お母さん）」

「そういえば、ザクロちゃんからしてみれば、桜はお兄さんみたいなものだな（お父さん）」

「え、僕がザクロちゃんの、……お兄、さん？（僕）」

　振り向いた先、ザクロちゃんはちょっと恥はずかしそうにして、僕に言いました。

「桜……おにいちゃん？」

「うッ!!」

　……なんでしょう！　このココロの奥底をかき回されるような感情の高ぶりは!!　もし、ザクロちゃんがこの家に住むコトになったら、僕はずっと、このザクロちゃんにお兄ちゃんと呼ばれるのでしょうか？　もし、そうなら、いっそ……!!

「ザ、ザクロちゃん？　これからはエンリョなく、僕を……」

「ボクもおかわり──！」

　僕の勇気の魔法は、いつもドクロちゃんにかき消されてしまいます。

「ごちそうさまです。とってもおいしかったです、おばさま」

　ザクロちゃんは少しだけ頰ほおを赤らめて、お代わりをよそるお母さんに言いました。

「そう言ってもらえると嬉うれしいわ」

　そして軍服姿の天使は食器を持って立ち上がり、流しに置いて、

「おばさま、なにか他ほかにお手伝いできることはないですか？」

　振り向き尋たずねるのです。

「ザクロちゃんはエライザンスねー」

　僕はザンスからえびを奪いました。

「ああッ！　なにするザンスか桜くん!!」

　僕は口をもぐもぐしながらザンスを無視しました。

「本当に悪いわねぇ。じゃあ、お言葉に甘えて、お醬しよう油ゆを買ってきてもらえるかしら。ちょうど切れてしまったの」

「はい。わかりました」

「あ、でもお夕飯の準備をするまでに買ってきてくれればいいから」

　そのお母さんの言葉に、ザクロちゃんはふわりと微笑ほほえんでエプロンを脱ぎ、

「いえ、食後の運動もかねて、今からに行ってまいります」

「まあ、本当に助かるわ」

　その時〈かちゃん〉とレンゲを置いて、

「ザクロちゃん、一人で行くの？」

　そう言ったのは、お代わりのちゃーはんをあっという間に食べ終えたドクロちゃん。

「ええ、そのつもりですが。……なにか？　おねえさま」

　お母さんからお金をもらっていたザクロちゃんは、不思議そうに自分のおねえさんを見ます。

　するとドクロちゃんは僕の方を向いて、なんだかおねだりするように言うのです。

「ねえ桜さくらくん、ボクもザクロちゃんと一いつ緒しよにいくー」

「ぅえ……？」

　僕はレンゲを止めてドクロちゃんを見ます。

「桜くんも、ザクロちゃんが心配だよね？」

　僕は口の中のちゃーはんを飲みこみ、

「ザクロちゃんなら平気だよ。っていうか、なんでザクロちゃんじゃなくて僕に同意を求めるの？」

「おねえさま、桜さんの言うとおりです。わたくしなら一人で大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ザクロちゃんは自分を気き遣づかってくれるおねえさんに、感謝を込めて言い、

「そうザンスよドクロちゃん、ザクロちゃんはしっかりものザンス」

　ザンスはお茶を飲みつつ、しゃがれた声でドクロちゃんに言いました。

「う──……」

　ドクロちゃんは寂しそうに、床に届いてない両あしをぷらぷらさせます。お母さんはそんな僕たちのやりとりを見て、

「じゃあ、ザクロちゃんが帰って来たらみんなでおやつにしましょうね」

　ドクロちゃんに言いました。

「……うん。わかったぁ」

　ザクロちゃんのおねえさんは、そう言ってしぶしぶ頷うなずきます。

「では、わたくしはこれから〝おしょうゆ〟を買いに行ってまいりますね」

　ザクロちゃんはそう言うと、お母さんから渡してもらった小さなうさぎのポシェットをたすきがけにして、すらりと敬礼、キッチンから廊下に向かいました。

「車に気を付けて行ってくるのよ？」

　お母さんは玄関までザクロちゃんを見送りに行きます。やがて玄関の方からドアの閉まる音。

「ねえ、さくらくん……？」

「どうしたのドクロちゃん」

　ドクロちゃんはイスから降りるようにして立ち上がり、僕のジャージの裾すそを摑つかんで、

「やっぱりザクロちゃんが心配だよう……。ボクもいっしょに行きたいようっ！」

　のぞき込んでくるのです。

「だからザクロちゃんなら大丈夫だって」

　ちゃーはんを食べ終わった僕は、ドクロちゃんに摑つかまれたまま立ち上がり、ザクロちゃんを見習って食器を流しに持って行きます。

「でも、ザクロちゃんはまだ九歳なんだよ？」

　ドクロちゃんもまねをして、食器を持って流しの僕の隣となりに並びます。

「んん……確かに、ザクロちゃんはまだ一人でお風ふ呂ろに入れないみたいだけど……」

「でしょ！　ボクといっしょに桜さくらくんもザクロちゃんを追いかけよう？」

　僕はかりかりと頭を搔かき、

「だけど実は今日僕、宮みや本もとと公園でサッカーをする約束が……」

「そんなコト言って、また部屋でこっそり〝一人交換日記〟を書くつもりなんでしょ？　そんなの後でいいから！」

「え？　な、なんで〝一人交換日記〟のコト知ってるの!?　誰だれにも秘密なのに!!　ちょっとドクロちゃん!?　キミ、い、いつそれを……!!」

「〝一人交換日記〟？」

　お茶を飲んでいたお父さんがこちらを見ました。

「あのねあのね、桜くんは自分の脳の中で……」

「わナあアッ!!　なぁわぁーわかったぁ!!　なってきたッ！　僕もスゴイ感じでザクロちゃんが心配になってきましたよ──ッ!?　行く！　ドクロちゃんと一いつ緒しよにどこにでも行くから！　っていうか、なんでここでお父さんは過敏に反応するの!?」

　僕は慌あわてて、ドクロちゃんの手を引いてキッチンから退たい避ひしながら、

「お父さん！　さっきの一人交換日記のコトは全部忘れて！　無かったコトにして！　僕からのお願いだからね!?」

　これでよし！

「えへへーっ！」

　ドクロちゃんは嬉うれしそうに僕の手にすがりつき、

「あ、まって桜くん、ボクちょっと用意してくるからっ！」

　廊下の途と中ちゆうで、なにかひらめいたように立ち止まります。

「え、早く行こうよドクロちゃん！　ちょっとイズコへ!?」

　しかしドクロちゃんは僕を残して勢いよく二階に駆け上がって行っちゃいます。

　そして待つこと四〇秒。

「じゃ──ん！」

　二段飛ばしで階段を駆け下り、最後の四段をいっきにジャンプして来たドクロちゃんは、

「どうこれ？　桜くん」

　まるでホルスタイン牛。なぜか牛柄のつなぎの服を着ているのです。

「ど、どうにもこうにも……、ドクロちゃんはその格好でザクロちゃんを追いかけるつもりなの……？」

「敵をアザムクにはまず味方からっていうもんね！　よし、準備もばっちり！　行こう桜さくらくん！」

「ちょっとまって、なんで僕をアザムクようなマネをするの？　それ意味あるの!?　余計目立つよ!?　それ役立つの？　しかもそれってパジャマだよね!?　ちょっと！　ねえってば！　あ、お母さん！　宮みや本もとに今日急病で行けなくなったって電話を……！」







[image: ]

　ぽかぽかと晴れた、日曜日の午後一番に、

「ねーねー桜くん！　桜くんものぼってきなよー！　いっしょにさがそーよ──！」

　ドクロちゃんのかわいい声がご近所に響ひびきわたります。

　僕は目の前の電信柱を見上げながら、

「ドクロちゃんこそ早く降りて来なよー！　誰だれかに見つかったら『変な牛が電信柱の上にいます』って通報されちゃうよ──っ？　そうなったらザクロちゃんを探すどころじゃないでしょー!?」

　周囲の目を気にして、そう言いました。

　近所の家の屋根より高い電柱のてっぺんにしがみつき、牛柄のフード付きパジャマを装着したドクロちゃんは、いっしょうけんめいにきょろきょろと周りを見回します。

「だってボク、ザクロちゃんにもしものコトがあったらって思うと、いてもたってもいられなくて、もじもじしちゃうの！」

「それはたぶん〝そわそわ〟とかだと思うけど──！　とりあえずドクロちゃんがいもうと想おもいだっていうのはわかったからさ！　僕はドクロちゃんが感電死しないか心配だよー！」

　僕の住んでいる家は、ぱっと見、外見が似ている家が立ち並ぶ住宅地の真ん中にあります。まるで碁ご盤ばんの目みたいなその地区は、歩き慣れてないとすぐに道に迷ってしまいます。

「うぅー……、いーなーいーよぉぉぉ……」

　電信柱からよじよじと降りてきたドクロちゃんが僕に言います。

「ねえ、ひょっとしたら、ザクロちゃん誘ゆう拐かいされて身みの代しろ金きんを要求されてるのかも！　ねえどうしよう桜さくらくん!!」

「あんなキバツなミリタリーファッションの女の人を、誰だれもさらったりはしないと思うけど……」

　だけどザクロちゃんの中身はまだ九歳。それだけを考えてしまうと怖こわい気もします。

「そうだドクロちゃん？　ドクロちゃんは天使なんだから、仲間がどこにいるか感知する特殊な能力とかって無いの？」

　僕のその言葉に、ドクロちゃんは、はっと僕を見上げます。

「あ！　そっか！　よぉし、桜くんはちょっと離れてて？」

　僕が驚おどろいて一歩後ずさると、ドクロちゃんはぎゅっと瞳ひとみを閉じて眉み間けんにしわを寄せました。

　すると……

〈ぴかぁぁ……ッ！〉

　なんと、ドクロちゃんの天使のわっかが白く、まるで太陽のように輝き始めたじゃないですか！

「な、なにこれドクロちゃん!!　なんだか、初めてすごいよ！」

「ああッ！」

　ドクロちゃんは声を上げ、瞳を開いて僕を見ます。

「どう!?」

「うん！　ボクにはそんな能力無いみたい!!」

「は、はい!?　そんな能力無いって、でも今わっか光ったよ!?　まさか今のはそれを確かめたの??　ねえ、そういうのはもっと前に確かめておこうよドクロちゃん！　自分のコトなんだからさ！」

　少しでも彼女に期待した僕がバカでした。わかっていたコトなのです。パジャマの上からでもわかるそのたぐいまれなる発育のよさ。それが彼女の唯ゆい一いつ役に立つ特殊能力なのです。

「どうしよう桜くん……。ザクロちゃん、どこに行っちゃったのかなぁ……」

　しかし、彼女の声と表情は真剣そのものです。僕はそんなドクロちゃんを見て、なんだか本当にザクロちゃんが心配になってきちゃいます。

「う──ん、ザクロちゃんはお醬しよう油ゆを買いに出たんだから、この近所なら、駅前の商店街かスーパーマルトミの方に行ったんだと思うんだけど、とりあえずそっちの方へ……」

『その時ザンス！　ミィがこの街に一陣のオペァァアアッ!!』




　僕は自分の運動靴を脱いで、曲がり角から突とつ如じよ出現したザンスの眉み間けんを殴おう打だしました。

「いいかげんしつこいですよ!?　ザンスさん！」

「ああッ！　サングラスが！　今の勢いでサングラスがどこかに飛んでっちゃったザンス！」

　僕はそこいら中の地面をばりばりと踏みしめながら言いました。

「それよりもなんでザンスさんがココにいるんですか!?　あなた家でちゃーはん食べてたんでしょ!?」

「ぎゃあー！　ミィのサングラスが昨日に続きまたもやコナゴナに!!　さっき買ったばっかりなのに!!　ナニするザンスか桜さくらくん！　ミ、ミィはユゥ達の助けになればとココまでやって来たんザンスよ!?」

　ザンスはカラスのようなしゃがれ声で叫さけぶので、街のカラスが〈カアカア〉と電柱に集まり始めます。

「僕たちの助けに？　ウソばっかり！」

「ウソじゃ無いザンス!!　ミィはこんなこともあろうかと、ザクロちゃんにこっそりと発信器と集音マイクをくっつけておいたんザンスよ!?」

　見ればザンスは右手にグローブ型のマシンを装着しています。そこから伸びたくるくるコードは、どこから取り出したのかオレンジ色のゴーグルにつながっています。

「本当ですか!?　……でも、それはもともとナニに使おうと思っていたんですか？」

「そ、それは……!!」

　ザンスは汗をかいています！

「やっぱりまたなんかイヤらしいコト考えてたんですね!?　ザンスさんの持ってくる未来の道具はいつもそうだ！　昨日だってあの園児服はザンスさんの趣しゆ味みをいかした私物だったじゃないですか！」

「う！」

「そのゴーグルだって女のヒトの服が透けて見えるいやらしい道具じゃないんですか!?」

「ユ、ユゥはなんてエッチなコトを思いつくザンスか!?　さすがは将来あんな凄すごい発明をする脳の持ち主！　そのセンスには脱帽ザンスよ!!」

「さくらくん？」

　ドクロちゃんがおびえた顔で僕を見ています。

「ち、違うよまってよ!!　こんなの健全な中学二年生なら誰だれだっていつも考えてるコトでしょ!?　そんなにスゴイことじゃないよ！　普通だよ普通！」

「おたわムレはこの辺にしておくザンス桜くん!!　なぜならさっそくレーダーに反応があったからザンスよ!?」

　ゴーグルを装着したザンスが、絶ぜつ叫きようしはじめます。

「じゃあもうザンスさんは、そのなんだか三世代くらい時代遅れなアイテムを置いて家に帰ってください！」

「ナニを言うザンスか！　コレは未来の世界の一流アイテムザンスよ!?　それにこれはミィにしか使いコナセないザンス！」

「またそんなコト言って、トキメキビジョンを独り占めに……うひゃっ!!」

　僕が変な声を出したのは、なおもザンスに食い下がろうとする僕の背中に、ドクロちゃんが勢いよくジャンプして飛びついたからです！

「ねえ、どっち？　ザクロちゃんはどっちにいるの!?」

　ドクロちゃんは僕をさらによじ登り、ザンスのゴーグルをひっつかんで尋たずねます。

「方角は南南西、距離は三〇〇メートルほど先ザンス！（ぴこぴこ）」

「たしかに、あっちは川沿いの大きな道がある方角だけど……」

　ドクロちゃんはソレを聞くやいなや「よし！」と僕の背中から飛び降り、ザンスと一いつ緒しよに走り出します。

「ほら、桜さくらくん置いてっちゃうよー？」

　ドクロちゃんは振り向いて僕を呼びますが、しかし動くとせっかくさっきドクロちゃんが僕の背中に与えてくれた感かん触しよくが消えてしまいます。僕はもう、今日はここで結構ですので。

「桜くんの昨日の日記は──！　雨に濡ぬれた静しず希きちゃんの──！」

「うわあ待って!!　待っていま行くから！　それ以上はご近所に言わないで──ッ!!」

　もうあの日記は処分するしかありません。本当に悔くやしいです。僕は走って、ザンスとドクロちゃんに追いつき、二人を追い越します！

　この先には街の真ん中を走る、今はコンクリートに固められてしまった『アルマゲ川』があります。それに沿った道へと、僕たちは急ぎます。

　街のお知らせ掲示板を横目にＴ字路のフェンスに突き当たれば、そこが川沿いの道。

　僕たち三人は壁の陰からそっと遊歩道をのぞき込みます。

「あ！　やった───！　ザクロちゃんみ──っけた！」

　ドクロちゃんが小声で叫さけんで指を指します。

　コンクリートで覆おおわれたアルマゲ川に沿って張り巡らされた緑色のフェンス。それと平行する遊歩道。二〇メートルほど先をうさぎのポシェットを揺らして歩く、純白の軍服は確かにザクロちゃんです。

「どうザンスか桜くん！　きちんとザクロちゃんを見つけたザンスよ!?　ミィの道具は役立つザンス！」

「わかりましたからそんなに顔を近づけないでくださいザンスさん!!　役立ちました！　すごいやくだちました！　よかったですね！」

　僕は近づくザンスを押しのけ、身を隠していた壁の陰から遊歩道に歩み出て、ザクロちゃんに向かって声をかけます。

「おーい、ザクロちゃん待っ……」

「だめえええ!!」

　ドクロちゃんは小さな声で絶ぜつ叫きよう、特殊砲弾のような勢いで僕の背中に躍おどりかかり、両腕を後ろに固め、そのまま道の反対側のフェンスに僕をたたきつけました。

〈ばしゃん!!〉

「ぎゅぇぇぇッ!!」

　フェンスが大きく揺れたわみ、ザクロちゃんがこちらを振り返りますが、ちょうど路上駐車してあった車のカゲでこちらには気が付きませんッ！

「な、なにすんのドクロちゃん!!　あともうちょっと力が強かったら、僕はところてんみたいにフェンスで菱ひし形がたに細切れにされて、向こう側に通過したよ!?」

「このバカ桜さくらくん！　ザクロちゃんはそっと見守らなくちゃいけないの！」

　ドクロちゃんは、アスファルトに落下した僕の背中に、なおも両りよう膝ひざをのせたまま、身をかがめ、耳元でささやきました。

「え……ええ!?　一いつ緒しよに行けばいいじゃん！　だってその方が……」

「いーい？　これはザクロちゃんが大人になるためのシレンなんだよっ？」

「大人になるための試練!?」

　僕はほっぺに付いた菱形のフェンス跡をさすりながら、ゴクリとツバを飲みこみます。

　大人になるための試練。それは誰だれしもがいつかは経験するという、痛みをともなう辛つらく苦しく、だけれども、とても重要なイトナミと聞きます！　それを乗り越えるとなると、相当の勇気と行動力が試されます。しかも失敗なんかできません!!　その試練に、今まさにザクロちゃんが直面しているだって!?　これは一大事です！

　僕はきりりと、ドクロちゃんに振り返り、

「ご、ごめんドクロちゃん！　僕がまちがってた！」

　ドクロちゃんは僕の上から飛び退のき、再びそうっとザクロちゃんをのぞき見ます。

「わかってくれればそれでいいの。そうっと、ザクロちゃんの後をつけるんだよ？」

「了解ですッ!!」

　ザクロちゃんは迷いの無い足取りで下流、つまりは駅前の繁はん華か街がいに向かって歩いて行きます。

　大人のシレンの方角です!!

　僕達三人はドクロちゃんが先頭で、真ん中が僕、殿しんがりがザンス。電信柱の陰や、ゴミ収集所、郵便ポストなどに身を隠しながらザクロちゃんを追いかけはじめます。

「あ、ちょっと二人ともストップザンス！」

「ど、どうしたんですかザンスさん……」

　それは白い乗用車に後ろから追い抜かれた時でした。ドクロちゃんと一いつ緒しよに振り返れば、ザンスは耳に手をあて、意識を集中させているのです。

「二人ともこのイアホンをつけるザンス！」

　ザンスが渡してくれるのは、総理大臣のボディーガードがしているような、耳に引っかけるようにして使う小型のイアホンです。

「え、なに、この声は……。うた？」

　装着した耳に飛び込んでくる声は、ザクロちゃんのほがらかな歌声なのです。




『♪よるよる夜ー　さんずい　つけたら　えき体たいの液えきなの──♪』




「なにこの歌！　ねえ、ドクロちゃん、これ……！」

「♪のびのび延びるー　さんずい　つけたら　涎よだれなの──♪」

「ド、ドクロちゃんも一緒に歌い出した!!」

　なんなのでしょう、このアラレもない童謡めいた楽曲は！

「ザンスさん、これは天使間では相当ポピュラーなソングなの？」

「こんなソウルフルなナンバー、ミィは聞いたコトもないザンスよ!?　でも、なんでザンスか？　初めて聞くハズなのに、ココロがこんなに温かく……」

　ザンスは肩を抱きしめ、打ち震ふるえています。

「天使ってほんとよくわかんない！」

　その時、僕たちの進行方向から小さな女の子連れの若いお母さんがやって来て、僕たちはカーブミラーの陰でその親子とすれ違います。

　僕は何気なく、その親子連れを見ました。口を開きっぱなしにしながら、こちらを指さすかわいらしい女の子を、お母さんがとっさにいさめました。

「……ねえ、二人とも……」

　僕は、息をひそめたまま、牛の格好をして歌うドクロちゃんと人外の姿で震えるザンスに言いました。

「どうしたの？」

「どうしたザンス、桜さくらくん」

　僕は、声をひそめたまま、

「僕たち、なんだか、さっきかからすごく周囲の視線を集めてるんだけど……」

「桜くん、そんなわけ無いザンス。ミィ達はばっちりこうして……」

「だってさっきの女の子、僕達をすっごい表情で見つめていたよ!?」

「桜くんはまた小さい女の子の話なの!?」

「ち、違うよ！　なに言ってんのドクロちゃん！　すごい目立って、人目を引いてるって言ってるの!!」

「それで桜さくらくんは興こう奮ふんしたの!?」

「興奮なんてしてないよ!!　だから違うって言ってるでしょ！　小さな女の子が見ていたのはドクロちゃんとザンスさん！　二人の服装がスゴイから!!」

「そんなはずないよ桜くん。だってボク、ザクロちゃんにもばれないようにちゃんとこうして変装したもん」

「ええッ!?　ちょっとまって!?　イマサラだけどそれ変装だったの？　この街の風景からその牛模様は浮きまくってるよ！」

「でも、これならザクロちゃんに見つかっても、あ、なんだ牛かーって、思うよきっと!!」

「思わないよそんなの！　さっきの子供も見抜いてたよ牛じゃないって！」

「『木を隠すなら森に』に、だよ？」

「ここは牧場かい？　牧場なのかい!?　そんなんじゃ一発でザクロちゃんに見つかっちゃうからね!!」

「ううぅっ……！」

　ドクロちゃんは僕のコトバに拗すねたようにうつむきます。

　そして、ゆっくりパジャマの前に手をかけ〈じゅり、じゅりりりり──〉とファスナーを降ろし……
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「え、ま、まって……？　ちょっと、ドクロちゃんなんで脱ぎだしちゃうの!?　だ、ダメだよ？　それツナギだからそれを脱いだらもうその下は……！　な……涙目!?　ドクロちゃん涙目なの！　ごめん！　言い過ぎた！　ドクロちゃんなりの努力を僕はくみ取るべきだった！　わかった！　いいよもう！　どうせ着替えたってこの変態頭のモヒカンが目立つから！　このままで行こう！　僕が羞しゆう恥ち心しんを捨てるのが一番の安全策だよ！」

「うーん、そういえばドクロちゃんはちょっと目立ってたザンスねー」

「おまえが言うなぁぁ！」

「なんでザンスか!!　ミィのナニがイケナイザンスか！」

「そのピンク色のモヒカンと真まっ赤かな革かわのツナギと……ええい!!　突っ込み始めたらきりがない！　この変態男！　今のザンスさんなら三〇〇キロメートル先でも狙そ撃げき可能です！」

「そんなに褒ほめられたら照れるザンスよ……」

「ああもうどうしたらこの変態をぎゃふんと言わすコトができるんだ!?　……あ！　ほ、ほら！　もうザクロちゃんが見えなくなっちゃったじゃないですか！　先を急ぎましょう!!」

　僕はまだぐずっているドクロちゃんの背中を両手で押します。

　続くのは大きく左側にカーブするフェンス。そうっと先に進めば、そのフェンスにはばまれて見えなかったザクロちゃんが姿を現します。

「あ！　待つザンス！　ザクロちゃんは立ち止まってるザンスよ!?」

「え？　ほ、本当だ。んでも、ザクロちゃんはナニをして……」

「桜さくらくん、もう少し前の方を見るザンス！　ザクロちゃんはあれを見ているんザンスよ！」

　僕達はフェンス側ではなく、よく見えるように道の反対、壁側に移動して、それを確認します。

　ザクロちゃんの見つめる先。そこには、数人の学生がいました。

　黒いガクランを来ているので学生だとわかるのですが、なんだか様子がおかしいです。

　おどおどした背の低い男子生徒が、フェンスを背にしてあまりガラのよろしくない生徒五人に半円状に囲まれているのです。

「あの学ランは……まさか、ミケランジェロ高校!?」

　ミケランジェロ高校とは、盗んだバイクで登下校が当たり前のように行われているという噂うわさの、この近きん隣りんにあるガラの悪い男子校です。

　ということは……！

「どうしようドクロちゃん、あれはミケランジェロ高校の不良だよ！　近づいたらザクロちゃんが危ない！　早く知らせて一いつ緒しよに逃げ……」

　しかし僕が言い終わるその前に、イアホンから飛び込んでくるのは、なぜかザクロちゃんの、

『なにを、なさっているんですか？』

　優しい声！　見ればザクロちゃんはその不良集団にどんどん近づいているのです！

「わああ！　ザクロちゃん!!」

　その柔らかなザクロちゃんの声に、不良達が振り返ります。

『なんだ姉ちゃん。オレら友達と遊んでんだよ』

　サングラスをかけた不良が絡からみつくような眼めでザクロちゃんを見ます。中学二年生の僕は、マイクが拾うその高校生の不良の声だけで、もうびびって動けません。

『あっちいってろよ』

　ソリの入ったボウズアタマの不良が下からザクロちゃんをねめつけます。

『それとも……お姉ちゃんが俺おれたちの相手をしてくれるってのか？』

　そう言う前歯の無い男子高校生のセリフに、五人の不良はいひひひと、笑い声をあげます。

「わああ……、ちょっとザクロちゃんがピンチだよ！　ドクロちゃんどうするの？」

「しぃぃ！　桜さくらくん、ちょっと待って」

『この方達と遊んでいたというのは、本当ですか？』

　ザクロちゃんはしかし、その五人を無視。おどおどする少年に目線をあわせ、優しく問いかけます。

　少年はフェンスに背中をつけたまま、五人の不良を見上げています。そして、

『は……はい』

　震ふるえながら、頷うなずきます。

『そうですか。……わかりました』

　ザクロちゃんは少年のその言葉に、すっと背筋を伸ばし、不良達を見るのです。揺れていたうさぎのポシェットが、静かにその動きを止めます。

『だろ？　だから言ったんだよ、遊んでるだけだってよ』

　高校生のクセにあごひげをはやした不良が言います。それをつなぐように、リーゼントの不良もザクロちゃんに、

『どうだ、姉ちゃんもちょっとつきあえや』

　にやけた顔をして近づきます。

　ここからだと、ザクロちゃんの背中しか見えません。しかしその時、僕にはマイクを通して聞こえた呼吸音でわかりました。ザクロちゃんは、今、本当ににっこりと微笑ほほえんだのです……！

『はい、すこしだけですが』

　一いつ瞬しゆんでした。

　ザクロちゃんからオレンジ色の濡ぬれタオル『殺人濡れタオル　エッケルザクス』が竜のように乱舞して不良達の周囲を駆けめぐったのです！

〈じゅるるるるるッ!!〉

『な、なにィ!?』

　不良達は瞬時にして自分が濡れたタオルによって拘こう束そくされ、自由が奪われたコトに気が付き、

〈がしゃんッ!!〉

『ぐおおおおッ！』

　苦痛の声を上げます。その場から一歩も動いていないザクロちゃんの目の前で、エッケルザクスは不良達の手足をがんじがらめ、ガクラン姿の五人の不良をフェンスに縫ぬいつけるように捕ほ縛ばくしてしまったのです。

　五人は目をシロクロさせています。それはそうです。だってそれは濡ぬれたタオルなのです。

　少年も呆ぼう然ぜんと振り返り、昆虫標本のようにされてしまった不良達を見上げます。

『遊び相手は、選んだほうがいいですよ？』

　ザクロちゃんは身をかがめ、その背の低い少年に言いました。

　少年はザクロちゃんの声にびくっとしつつも、

『は、はい……！　あ、あの、どうもありがとうございます！』

　その声のあまりの暖かさにそう答え、頷うなずくのです。

『さあ、はやくおうちにおかえりなさい』

　少年は振り返りながら、ぺこぺこお礼を言い、走って見えなくなってしまいます。

　ザクロちゃんは薫かおるような微笑ほほえみで少年を見送り、それからゆっくりと、微笑みを絶やさぬまま、不良達に振り返りました。

『一つだけ、聞きたいコトがあります』

　ザクロちゃんの問いかけに、

『な、なんでしょう！』

　サングラスが答えます。もはや不良も敬語です。ザクロちゃんはにっこりと言いました。

『〝おしょうゆ〟ってなんですか？』

　僕はズルリと脱力し、

「ザ、ザクロちゃんて……」

　啞あ然ぜんとしてイアホンを押さえ込み、

「お醬しよう油ゆのこと知らなかったんだ……」

　目を閉じて眼球を押さえ、優しく揉もみました。

『お醬油!?』

　不良達も困こん惑わくしています。

『はい〝おしょうゆ〟です』

『そ、それは、日本特有の調味料の一つのコトで、旨うまみと辛から味みを有し、特有の香りがする褐かつ色しよくの液体です！　小麦と大豆とで作った醬油麴こうじと食塩水を原料として使います。英名、ソイソース！』

　ソリボウズがとっさに答えます。

『なるほど、この国に伝わる伝統的な調味料なのですね。わかりました』

　そして一歩下がり、ザクロちゃんは、

『さて、わたくしは十分おつきあいしました。あなたたちがこれで満足……、されたのならよかったのですが』

　長い髪を揺らし、くるりと振り向いてその場を去ってゆくのです。

「さっすがボクのいもうと！」

　ドクロちゃんは「きゃはーっ」と喜んでいます。

　そしてマイクを通さなくても、縫ぬいつけられたままの不良たちの叫さけび声がここまで聞こえて来るのです。

「あ、あの！　俺おれたちは!?（リーゼント）」

「取れねえ！　これぜんぜん取れねえよ！（前歯）」

「いや、なんだか、むしろコレ、だんだんと……！（サングラス）」

「コリャぁ！　ぁああッ!!　コ・レ・はぁぁッ！（ソリボウズ）」

「まってください！　せめて、せめてお名前だけでも!!（あごひげ）」

　ザンスはそれを眺ながめながら、ぽつりと言いました。

「さすが、ザクロちゃんの『エッケルザクス』。倒した相手をも優しく包む究極の魔法のアイテムザンスね……」

「というか、あの不良が醬しよう油ゆのコトをあんなに詳しく知っているのに、僕はびっくりなんだけど……」
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『♪かわかわ皮ー　ころもを　つけたら　被かぶるなの──♪』

　ザクロちゃんは相変わらず、奇妙なはなうたを口ずさみながらキビキビとした足取りで川沿いの歩道を下流へと進んで行きます。

「もう、なんなんだろう、この歌は……」

　このまま行けばそろそろ大きな国道にぶつかるハズです。そうすればそこからは駅前の商店街まで一直線に行くことができます。

「ねえ桜さくらくん？」

「なに？　ドクロちゃん」

　僕達は今、歩道脇わきにある植え込みの陰にしゃがんで身を隠しています。

　ザクロちゃんの後ろ姿を確認した僕の横で、ドクロちゃんはそっと言いました。

「そういえば、なんだかコレ、ザクロちゃんを追跡する刑事みたいだね！」

「た、確かにそんなカンジだね」

「あぁッ!!」

「ど、どうしたのドクロちゃん？　大きな声出しちゃダメだよ！」

「じゃあ桜さくらくんは──！」

　ドクロちゃんは、僕の顔をにこぉっとのぞき込み、

「な、なに？　どうしたの？」

「桜くんは『思春期』！」

　そう、言い切りました。

「は、はい!?　た、たしかに僕は今、思春期のまっただ中だろうけど……、今ココでドクロちゃんに改めて宣言されましても……」

「違うの！　これは、コードネーム！」

「コードネーム!?」

　ドクロちゃんの言動をどうにか理解しようと、僕は必死に頭を回転させます。

「ええと、それって『ジーパン』とか『００７』とか、なんかそういうニックネームみたいなもの？」

「うん！　いまからみんな、コードネームを決めるから、それで呼びあおうねっ！」

「あ、まって？　呼び合うコトは別にかまわないんだけど、ねえ、さっきドクロちゃんが言った僕のコードネーム……なんだっけ？」

「『思春期』」

「ちょっとまって!!　それはやめようよ!!　呼ばれる度たびにこんなに胸が〝きゅんっ〟てするようなコードネームはよくないと思う!!　お願いだからせめて『中二』とかにしようよ！」

　僕はしゃがんだまま身をよじって、ドクロちゃんに詰め寄り抗議します。

「いいザンスね！　なんだか楽しくなってきたザンス！　じゃあミィのコードネームはなんザンス!?」

「僕が決めてあげますよ。ザンスさんのコードネームは『だめデスメタル』もしくは『おたのしみ幼稚園』のどちらかにしようよ！　ね！　ドクロちゃん！」

　長大なモヒカンが植え込みから出ないように首を九〇度ねじ曲げたザンスのモヒカンを、僕は払いのけて言いました。

「桜くんはミィにそんなイメェジを抱いていたんザンスか!?　ミィはやりきれないザンスよ!!　せめて『ダンディ・エンジェル』とかにするザンスよ!!」

「なんだとキサマ！」

「喧けん嘩かしないで！　じゃあザンスのコードネームは二人の真ん中をとって『モヒカン』にするね！」

「真ん中じゃ無い上に、見た目そのまんますぎるザンスよドクロちゃん!!」

「じゃあモヒカンがいやなら、思い切ってコードネーム『顔ダニ』っていうのはどうですかザンスさん？」

「思い切りすぎてガケから落ちてるザンス！　桜さくらくんはミィに特別な恨みがあるんザンスか!?　ミィはもう『モヒカン』でいいザンスよ！」

　ドクロちゃんはそんなザンスと僕に業ごうを煮やしたように言います。

「じゃあ『モヒカーン』！」

「じゃあじゃ無いザンスよドクロちゃん！　ミィはもう『モヒカン』でいいって言ってるザンス!!　なんザンスかそのチンギス・ハーンみたいな響ひびきは！　微妙ザンス！」

「落ち着いてくださいモヒカーンさん」

「だから伸ばしちゃいやザンス！」

　僕はザンスを見ないようにして続けます。

「じゃあ、ドクロちゃんのコードネームはなに？　『トゲバット』？　それとも『欠陥品』？」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「ごめんなさい、僕、ちょうしに乗ってました」

　打ちのめされた僕は、頰ほおに地面を感じながら言いました。

「ボクのコードネームは『ツナマヨ』！」

　ドクロちゃんは横たわっている僕をのぞき込むように言います。

「え、ツナマヨって……（おにぎりのジェスチャーをする僕）」

「うん！　そのツナマヨ！」

　僕の思考は架か空くうのコンビニに迷い込んだまま出てこれなくなっています。

「なんでドクロちゃんが『ツナマヨ』なの？」

「みんな大好き!!」

　僕の思考は架空のコンビニの店員をヒトジチに取り、籠ろう城じようしようとした所でサットにサット解決されてしまいました。

「……じゃあ、ターゲットであるザクロちゃんは『いもうと』？　それとも『タオル』？」

「ザクロちゃんは『九歳』！」

「もうなんだっていい気がしてきた！　所しよ詮せん名前は記号だよ！」

　それからドクロちゃんはアスファルトに膝ひざをつき、こう宣言しました。

「今からみんな、このコードネームで呼び合うこと！　裏切ったモノは組織の制裁が待ってるからね！　わかった？　思春期くん！」

「はいはいわかったから、いいかげんもう先に、……あ、あれ？」

　僕は白熱するドクロちゃんを制しながら、フトあるコトに気が付きます。

「あ、待って？　ザクロちゃんが見えなく……って、ぁ痛病痛通痛唐ァ！　しまった！　早さつ速そくザ……九、九歳ちゃんを本名で呼んだから、ド……ツ、ツナマヨちゃんに制裁という名のウデヒシギ十字をッ!?　しかしこの感かん触しよく、ポジション的にはアメとムチ!?　このままだと脳の神経も切れてしまいかねない！　ギ、ギブギブ！　言い直します！　話合いに白熱しすぎて、九歳ちゃんが見えなくなっちゃったんだよ！　早く追わなきゃ！」

　ザンスも顔の角度を元に戻し、植え込みから顔を上げ、ザクロちゃんを確認しようとして、

「うっかりしてたザンス！　ミィがこのセンサーで今からザクロちゃんを……痛ッ！　なんでミィへの制裁はゴム飛ばしなんザンスかド……ツ、ツナマヨちゃん！　ミィにも上かみ四し方ほう固がためとか思いっきりかけるといいザン痛ッ！　もうゴムを飛ばさないで！　言い直すザンス！　いまからすぐに九歳ちゃんを追うザンスよ!!」

　ツナマヨちゃんと僕（思春期）とモヒカーンの三人は植え込みをジャンプして飛び越え、急いでザンスが指し示す国道方面へと走り始めます。

　車の騒そう音おんが大きくなり始め、ついに車道が片道二車線ある大きな道へ出る寸前、

「ユゥ達ストップストップザンス！　センサー反応してるザンス！　この先で九歳ちゃんは、またもや立ち止まっているザンスよ!?」

「なんですって!?　ツナマヨちゃんストッープ！」

「きゃうっ！」

　僕はドクロちゃんのわっかに手を通して、彼女の頭を押さえ込みます。

　ガードレールに身を潜ひそめて、こっそりと遊歩道の先を見てみれば、ザクロちゃんが立ち止まっているのは、屋根付きのバス停です。

「なにやってるんだろう……」

　イアホンに注意して耳を澄すませてみれば、

『大だい丈じよう夫ぶですか？　おばあさん』

　ザクロちゃんは背を丸めかがみ込み、そのバス停のベンチに座っているおばあさんに声をかけているのです。

　おばあさんは酷ひどく苦しそうにしながら、言います。

『はい、ちょっと急いだものですから……』

　ザクロちゃんはベンチに座るおばあさんの隣となりに座り、背中を撫なでてあげています。

『今しがた出てしまったバスに乗ろうとしたのですが、乗り遅れてしまいまして……。あれに乗らないと電車に間に合わないのです……』

　おばあさんの視線を追えば、五〇メートルほど先の信号でちょうど白いバスが止まっています。この路線は駅との巡回コースなのです。

『そうですか』

「九歳ちゃん、どうする気なんだろう」

　ドクロちゃんとザンスに挟はさまれながら、僕は思案するザクロちゃんの表情を見て、なんだかそわそわしてきます。

　すると、ふわっとザクロちゃんは微笑ほほえみ、

『おばあさん、まだ間に合います』

『はい……？』

　そう言うと、ザクロちゃんは再びしゃがみ込んで、その背中をおばあさんに向けて、

『どうぞ、私の背に』

　振り向いて言うのです。

「ねえ、九歳ちゃんはおばあさんをおぶって駅まで走る気なのかな？　だったら、もうここで手助けした方がいいよね？」

「しぃ！　思春期くん、それはまだ早いザンス！　見るザンスよ！」

「え？」

　見れば、ザクロちゃんはおばあさんを説得して、背中におぶり、

『しっかり摑つかまっていてくださいね』

　右手に、エッケルザクスの端を握りしめているのです。

「九歳ちゃん、いったいなにを……？」

　その瞬しゆん間かん、ザクロちゃんの軍靴がだきゅっと鳴り、

「うそッ!!」

〈ばしゅるるる[image: ]〉と、エッケルザクスがザクロちゃんの腕から伸び上がり、その先端はまるでアーチを描く虹にじのように、赤信号で止まっているバスの屋根に張り付くのです！

『いきますよ！』

　そしてザクロちゃんはおばあさんを背負ったまま〈ばひゅっ〉と、まるで引っ張ったゴムが縮むようにして空をわたり、バスに向かって飛んで行きます！

「うわあああ!!　ちょっと、なにあれ！　凄すごい！　なんか天使が初めて普通に凄いコトした！」

　僕は思わず隠れていた曲がり角から飛び出し、バス停まで走ります。

「それよりどうするんザンスか思春期くん！　このままだと九歳ちゃんを見失っちゃうザンス！」

　追いついてきたザンスが叫さけびます。あっというまにザクロちゃんとおばあさんを屋根に乗せたバスは小さくなっていくのです。

「わぁぁぁ……！」

　思わず瞳ひとみをキラキラさせながら、そのバスを見ているドクロちゃん。僕はそのドクロちゃんに言います。

「ツナマヨちゃんもなんかああいうの使えないの？　って、うわあッ!!　ま、まってまって！　バットを振りかぶってなにを!?　ストップストップ！　そんな辛つらい方法で空を自由には飛びたくないよ！　おばあさんは駅に行ったんだよね？　目的地はわかってるんだし、ここはエコロジカルに走って追いつこう!!　レッツゴー！」




　　　　★




　僕とザンスだけぜえぜえ言っています。

　駅前に着いたのはいいですが、バスの三区間分をダッシュした僕の足は当然のようにがっくがく。男二人は駅前に並んだ電話ボックスの傍かたわらにへたり込んでしまいました。

「思春期くん！　モヒカーン！　休んでないで九歳ちゃんをみつけなきゃ！」

「もう……ツナマヨちゃんは……いつも……元気だね……」

　僕は吐はき気をこらえ息も絶え絶えになりながら、汗一つかいてないドクロちゃんに言いました。こいつ、いつもなに食って生きてるんでしょうか。

「あぁぁ……あそこ、九歳ちゃんはあそこにいるザンス……！」

　ザンスはよせばいいのに、駅前のロータリーに面したバス停留所にいるザクロちゃんとおばあさんを発見します。

　イアホンに耳を澄すませば、

『本当にありがとうございました。お若いのにしっかりしていますね』

　おばあさんがザクロちゃんにお礼を言っているようです。

「きゅ、九歳だし、ね……（僕）」

『いえ、お役に立ててなによりです』

『あなたになにかお礼ができたらいいのですが』

　そのおばあさんの言葉に、ザクロちゃんはふっと考え、

『……でしたら、おしょうゆを買えるところを教えていただけませんか？　わたくし、おつかいの途と中ちゆうでして』

『まあ、それなら酒屋さんがいいですよ。すぐそこの商店街に「久く良ら木き屋や」という酒屋さんがあります。そこならおいしいお醬しよう油ゆが買えるでしょう』

『そうですか、ありがとうございます』

　僕は電話ボックスのガラスにすがりつきながら立ち上がります。

「なにげに、醬油の情報も、ゲットした!!」

　ザクロちゃんとおばあさんは丁てい寧ねいに挨あい拶さつをして別れました。ザクロちゃんはロータリーをぐるっとまわって商店街の方へと向かい始めます。

「ボクたちも行こうよ！　ほら、二人とも行くよっ!!」

「少しは……やすませてよぉぉ、もぉぉお……！」

　ドクロちゃんに急せき立てられ、僕とザンスも商店街へと向かいます。

　ロータリーを回りこむと、現れるのは『アルカディア通り商店街』。駅前という立地がいいのか、日曜の午後、結構にぎわっています。

　商店街に入った僕は上空を見上げます。そこにはアーチ型の屋根があり、商店街全体がアーケードになっているのがわかります。なので雨の日でもお買い物ができちゃいます。通りにはお肉屋さんや八や百お屋やさんはもちろん、カラオケボックスやファーストフードの店がずらっと並んでいます。

「このままいけば九歳ちゃんはちゃんとおしょうゆ買えそうだね！　よかったぁ」

　ざわめきが独特の響ひびき方をするアーケードの中で、ドクロちゃんはそう言って僕を見上げました。

「うん、よかったねツナマヨちゃん。ここまでくればもう、安心だね」

「うんっ！」

　前を行くザクロちゃんは、その商店街の両側に並ぶ店をきょろりきょろりと眺ながめながら、ゆっくり歩いて行きます。

　僕たちは今、放置自転車やレンタルビデオショップの陰に隠れて尾行を続けていますが、学生や主婦のみなさんがこっちを、……というか主に、

「みんな、もうちょっとザンス。がんばるザンスよ！」

　先頭に立ってみんなを導くザンスを指さして、なにかヒソヒソ言っている気がします。どうでしょう、これ、隠れてますか？　むしろ、目立っていますよね。
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　僕はだんだん周囲から浴びせられる視線に耐えきれなくなってきて、ドクロちゃんを振り返り、

「ねえ、ツナマヨちゃん。もうここまで来たら九歳ちゃんを尾行しなくても大だい丈じよう夫ぶなんじゃ……って、あ、あれ？　ツナマヨちゃん!?」

　ドクロちゃんが、忽こつ然ぜんと姿を消しています！

「どうしたんザンスか思春期くん！」

「ツナマヨちゃんがいなくなっちゃったんです！」

「ならばミィに任せるザンスよ！　このセンサーは天使のわっかに反応するザンス！」

「さすがです！　モヒカーンのくせに！」

「オーイエァッ！　サッソク、ツナマヨちゃんを見つけたザンスよ!!」

　ずびしとザンスがかっこよく指さした先は、大きな書店、本屋さん。その店の自動ドアをくぐり、ドクロちゃんはちょうど店内に入って行くトコロ！

「ツナマヨちゃんあんな所でナニを!?　モ、モヒカーンさん！　九歳ちゃんはもう心配ないだろうけど、ツナマヨちゃんは一人にするとナニをしでかすかわかったもんじゃないですよ!?」

「すぐ追いかけるザンスよ思春期くん!!」

　僕とザンスは急いでドクロちゃんを追って、本屋さんに入店します。ここはこの街で一番大きな本屋さん。僕もよくお世話になっている見慣れた広い店内の中に、

「あ！　あそこザンス！」

　ドクロちゃんがいます。彼女はカウンターでレジのお姉さんになにやら話しかけているのです。

「すいませーん。今日発売の新刊は、もう出てますか？」

「あ、予約の方ですか？（店員のお姉さん）」

「はい、あ、あの本です！」

　ドクロちゃんはお姉さんの後ろに置いてある本を指さします。

「ツナマヨちゃん！」

　僕はカウンターに急ぎ、慌あわててドクロちゃんの肩を摑つかみます。

「きゃッ！　な、なに思春期くん！　尾行中なのにこんなトコロでなにしてるの？」

「それはこっちのセリフだよ！　なにやってんの？　今は九歳ちゃんの尾行中でしょ!?」

「お願い思春期くん！　ちょっとだけ！　ちょっとだけだから！」

　ドクロちゃんは僕の両腕をひっしと摑み、瞳ひとみを潤うるませながら見上げますが、僕はハタと気が付くのです。

「ね、ねえ、ツナマヨちゃん……？　ひょっとしたら、九歳ちゃんが心配と称してココまで来たのは、コレが目的だったの？　一人でおつかいできないのは、ツナマヨちゃんのほうだったの!?」

「もう、なにを言ってるの思春期くんっ！　ボクが漫画の本なんか買おうとしてるわけないでしょ？　ボクは本当に、いもうとの九歳ちゃんが心配で……」

「おまたせいたしました。三み塚つか井いさまがご予約されていたのは、こちらの漫画本ですか？（おねえさん）」

「はいッ！」

「まて！　ツナマヨちゃん予約までしてるじゃん!!　そこまでしてなんの漫画本を……」

　詰め寄る僕に、ドクロちゃんが思わず壁のように向ける漫画の表紙。僕はそれを見て、どうしてよいかわからなくなりました。

「『びんかんサラリーマン』……？」

　気が付けば僕は漫画のタイトルを声に出して読んでいました。

「ひゃあっ!!」

　ドクロちゃんは慌あわててその『びんかんサラリーマン』を後ろに隠します。

「ちょっとまちなさいツナマヨちゃん！　なんですかその漫画は!!　いったいどんな内容なの!?　まさかなんかいやらしい……!!」

「ち、ちがうの思春期くん！　お願いだからボクの話を聞いて？」

　ドクロちゃんは懸けん命めいに首をぷるぷる振って、僕に言いました。

「あのね、世界一びんかんなサラリーマン、びんかん一郎はちょっとした刺激ですぐに……」

「やっぱり聞きたくない！　そんな読者層が予測できないマンガのあらすじなんか聞きたくない！　ねえツナマヨちゃん？　九歳ちゃんを放っておいていいの!?」

「は！　そうだった！　じゃあ、早く思春期くんはお金を払って！」

「ぼ、僕が!?」

　ドクロちゃんはとっさに、

「だってこれ、思春期くんがずっと欲しいって言ってた本でしょう!?」

　その声はばっちり店員の綺き麗れいなお姉さんに聞こえています！

「ああッ!!　ちょっと！　待ってツナマヨちゃん!!」

　ドクロちゃんは走って本屋さんから出て行ってしまいます！

「二二〇〇円です……（店員のお姉さん）」

「ええッ!!　しかもこれ、そんなに高いんですか!?　本当に誰だれが読むんだこんな本!!」

　そしてお姉さん、僕をそんな目で見ないでください！　もう僕はこのお店を利用できません！

　おまけに二二〇〇円は中学生にとって大金です。僕は財布を逆さまにするようにしてお金を払い、紙袋に入れてもらった本をひっつかんで、

「あれ!?　モヒカーン！　モヒカーンどこにいるの!?」

　店内を見れば、エッチな本売り場にピンク色のモヒカンが揺れています。

「モヒカーンッ!!　行くよ！　なにやってんの!!」

　僕はザンスに走りより、ピアスを一個だけつまんで出口に向かいます。

「やめてやめて思春期くん！　それよりミィは今、このゴーグルに秘密の新機能を付け加えることを決心したザンスよ！」

「完成したアカツキには、ぜひご一報ください！」

　そう言って、とっくに外に出てしまったドクロちゃんを追って、本屋から外に出ようとしたその時です。




　ぽぴゅーんぽぴゅーんぽぴゅーん！




　突とつ如じよ、店内の万引き警報が鳴り響ひびくのです！

「モヒカーンさん!?」

「ミ、ミィはなにもッ！」

〈ぽぴゅ……〉

　しかし、確かに出口両りよう脇わきのセンサーからザンスが身を引くと、警報は鳴りやむのです。

「なん……ザンス？」

　そおっと、ザンスがセンサーに身を乗り出すと、

〈ぽぴゅーんぽぴゅーん！〉

「やっぱりモヒカーンさんですよ！　もぉぉおお！　次から次へと……!!　あの棚でとったモノを早くだしなさい！　一いつ緒しよに謝ってあげるから!!」

「ミィはなにもしてないザンスよ!?　ミィはこう見えても天使ザンスのに!!」

　そう言いながらザンスは試しに、自分のモヒカンをセンサーに入れてみます。

〈ぽぴゅーんぽぴゅーん！〉

「こ、これ！　ミィのモヒカンに反応してるザンスよ!?　ひょっとしてミィのモヒカンが偉大過ぎるから!?」

「違いますモヒカーンさん！　正確にはそのモヒカンに刺さった天使のわっかがセンサーに反応してるんです！」

　確かに、天使のわっかを境界線として、警報がなっています！〈ぽぴゅーんぽぴゅーん！〉

「なんでツナマヨちゃんのはよくて、ミィのわっかだけダメなんザンスか!?」

「モヒカーンさんが雄オスだからじゃないですか!?」

「いいカゲンなコトを言うんじゃ無いザンス！　ああ!!　ユゥ達はなんザンスか!?　なんでユゥ達はミィを取り押さえるンザンスか!!　思春期くんミィを助けるザンスよぉぉ!!」

　ザンスを取り押さえる警備員の一人（頰ほおにキズがある）が、僕に振り向いて言いました。

「キミ、この不審者と知り合いかね？」

「いえ、知らないヒトです」

「ああ!!　待つザンス思春期くん！　ミィをイケニエに捧ささげてもなにも召しよう還かんできないザンスよぉぉぉッ!?　行っちゃだめザンスぅぅぅ……！」
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　犠ぎ牲せいになってくれた尊いザンスを後に残し、本屋さんを出た僕は単身、ドクロちゃんを見つけるために商店街のアーケードに戻ります。

「ツナマヨちゃんはどこに……って、いたッ!!　牛がいたよ───!?」

　僕は、コンビニの前に立ち並ぶ放置自転車に身を隠してはいるけど、周囲から浮きまくっている牛模様のドクロちゃんを発見、急いで駆け寄ります。

「ツナマヨちゃん！」

「思春期くん、あれを見て!!」

「はい？」

　しゃがみ込み、ドクロちゃんに身を寄せるようにしてそうっと彼女が指し示す方向を見れば、

「あ、九歳ちゃんだ！　えらいよツナマヨちゃん、ちゃんと見張ってるなんて！　しかももう酒屋さんの目の前じゃん！」

「ちがうよ思春期くん！　もっと下！」

「は、はい？」

　そういえば、ザクロちゃんはなぜか酒屋さんの前でしゃがんでいるのです。そのもっと下。つまり足下を見れば、

「あ……」

　そこには子犬がいました。あの小さな犬は、ミニチュアダックスフントです。

「ミニチュア……ダックスフント？」

「ボクにはわかる……」

「え、なに？　なにがわかるの!?　っていうか、ツナマヨちゃんは九歳ちゃんを見張ってたんじゃないの!?」

「匂においでわかるの！　あれは……！」

　ドクロちゃんの瞳ひとみに、きらりと光るモノが見え！

「あれは、臓ぞう物もつ丸まるだよ！」

「そんな、まさか!!」

　なんというコトでしょう、僕にはドクロちゃんの常に極細な理性が〈ぷちん〉とちょん切れる音を聞きました。臓物丸とは、ドクロちゃんが拾って来てしまった子犬に彼女がかってにつけた名前です（本名はライルです）。しかし、すぐに臓物丸の本当の飼い主が現れ、ドクロちゃんは子犬とナミダの別れを遂とげなくてはいけなくなってしまったのです。それが、ついこの間のコト。その時の思い出がよっぽど悲しいのか、ドクロちゃんは今でもたまに、テレビに子犬が映ると、押し入れに閉じこもるコトがある程ほどです。

「ぞうもつまるー!!」

　そして確かに、あのミニチュアダックスフントはこの間より一回り大きくなってはいますが、言われてみれば臓物丸っぽいのです！

「まってツナマヨちゃん!!」

　臓物丸しか見えていないドクロちゃんは気づいていませんが、あの子犬をあやしているのはザクロちゃん。目的達成直前なんかでザクロちゃんに気付かれてしまったら、彼女の『大人の試練』がそれこそダイナシです！　せっかくここまで来たのに!!　あと、臓物丸の身も危険な気がします！

　僕は思わず、ああ、本日何度目でしょう、ドクロちゃんの肩をがしりと摑つかみます！

「離して思春期くん！」

「だめだよツナマヨちゃん！　九歳ちゃんに見つかっちゃうよ！」

　だけれど今のドクロちゃんを押しとどめるコトはおそらく、闘とう牛ぎゆう士しをもってしても不可能！　すぐに振り切られてしまうのは目に見えています！

　どうにか、どうにかしなくては……！

「あ、あれは……！」

　そして僕はその一角で、偶然発見するのです。

「見て！　ルックアットツナマヨちゃん！　ほら見てあそこ！　どら焼き屋さんだよっ！」

　ドクロちゃんが大好きなどら焼きが売っている和菓子屋『アビラウンケン』を！　これならイケます!!

「ツナマヨちゃんアビラウンケンのどら焼き大好きでしょう？　あんこでもカスタードクリームでも好きなのを……、はっ！　カ、カスタードクリーム!?」




　その時、トウトツに、すべての謎なぞが解けたのです……!!




「わかったぞ!?　今朝僕がカスタードクリームまみれだった、その理由が──!!」

　──昨日の夜、僕とドクロちゃんはどら焼きにカスタードクリームはありか無しかと、朝まで生討論。僕は断固、どら焼きにカスタードクリームありを唱えたのですが、ドクロちゃんは強ごう情じようにもあんこしか中身は認めないのです。そんなことだから、時代に乗り遅れ和菓子は洋菓子に押されメジャーな存在になれないのです。いまこそ和菓子の精神的ルネッサンス。本来我わが国は外来の文化を我が物とし、独自の文化にするコトに長たけた人種なのです。そこら辺があの天使にはわかっていないのです！　しかしそんな僕の論理に、ドクロちゃんはこう言ったのです。

『そんなにカスタードクリームが好きなら、カスタードクリームの子になっちゃえばいいでしょ！』と！

　だから僕は今朝目覚めた時に、ドクロちゃんによってカスタードクリーム漬づけにされていたのです！

　ドクロちゃんは途と端たんに、ぎくっとこちらを振り向いて、

「な、なんのこと……？」

「しらばっくれてもムダだよツナマヨちゃん！　動機は昨夜の言い争いでしょ!?　もう言い逃れなんかできないよ!?　僕と僕の布ふ団とんをカスタードクリームでべたべたにしたのはツナマヨちゃん……いいえ、ドクロちゃん、犯人はおまえだー！」

　思わず立ち上がり、僕はドクロちゃんに詰め寄ります。

「僕は……僕は今夜、どうやって寝ればいいのッ!?」

「ああッ！　だめ思春期くん！」

　その瞬しゆん間かん、僕の頭を押さえ込むのは、

「大きな声だしたら、九歳ちゃんに見つかっちゃうッ！」

〝撲ぼく殺さつバット　エスカリボルグ〟!!

「ゔぁぬしッ!!」

　絶命の声がアーケードに響ひびき渡ったと同時刻、僕という存在はヒトから肉にく塊かいに変へん貌ぼうを遂とげていました。

　潰つぶされ吹き出た僕のあんこは、まるで具たっぷり特濃苺いちごジャムをバケツでぶちまけたように、コンビニの正面ガラスに〈ベニャァアアッ!!〉と、音を立てて広がりました。店内で立ち読みしてた女子高生はびっくりです。

「ああ！　し、思春期くんッ!!　みんなが思春期くんの姿に泣き出しそう!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　ドクロちゃんは自分もその場でくるくる回りながら、エスカリボルグを使って、魔法の竜巻を発生させました。突き進む竜巻に巻き込まれたジェル状の僕は、ぐるぐると攪かく拌はんされながら、一点に凝ぎよう結けつ、ついに元通りの僕になりました。

「ぼ……僕を殺した犯人はこの中にいる!!」

　僕は目を回しながら叫さけばずにはいられません。

「ごめんなさい思春期くん！　でもボク、九歳ちゃんに見つかっちゃうと思って、ワケがわかんなくなって……」

　僕はぶるぶる肩を震ふるるわせながらこう言います。

「それで、僕を撲ぼく殺さつしたってわけか……」

「だって……だって！」

「ツナマヨちゃん……。他ほかに、僕になにか言うことはない？」

「はんにんはおまえだ──！」

「なんでだよ!!　僕を撲ぼく殺さつしたのは……」

「そんなコトより思春期くん!!　きみの瞳ひとみを逮捕する!!」

「わぁぁああ!!　ちょ、ちょっとツナマヨちゃん！　なんで僕の手首を逆手にひねりあげるの!?　あぁッ!!　ちょっとまって！　九歳ちゃんが臓ぞう物もつ丸まるの所にいないよ？　臓物丸しかいない！　あぁッ！　僕のイアホンはどこっ!?」

　僕は慌あわてて撲殺されたときに飛んでいってしまったイアホンを見つけ、耳に入れれば、

『まいどありがとうございます──っ』

　元気のいい女の子の声。ということは、

「ツナマヨちゃん隠れてっ！」

「ひゃぅっ、なに思春期くん！」

　僕は、僕がさっきガラスいっぱいに張り付いてしまったコンビニに、慌ててドクロちゃんを引きずり込みます。

「いらっしゃいませー（コンビニの店員）」

「見て！　九歳ちゃんが酒屋さんから出てくる！」

　雑誌のコーナーから外を見れば間かん一いつ髪ぱつ、紙袋を抱えたザクロちゃんは古風なのれんをくぐって、アーケードに出てくるのです。

「よかった……。九歳ちゃん、きちんとお醬しよう油ゆ買えたみたいだね」

　ザクロちゃんが店を出て、駅の方へ戻り始めるのを確認してから、僕とドクロちゃんはなにも買わずにコンビニを退店しました。

「ありがとうございましたー（コンビニの店員）」

　そして僕とドクロちゃんは酒屋さんに近づきます。

　そこにはザクロちゃんを表まで見送った、店番の女の子がいました。やっぱりです。彼女はあのミニチュアダックスフントの臓ぞう物もつ丸まる、本名ライルの飼い主の一年生なのです。

「ぞうもつまるぅぅぅ!!」

　ドクロちゃんは臓物丸に駆け寄ります。突然の牛柄のパジャマの登場に驚おどろく下級生の女の子ですが、それがライルを助けてくれたセンパイとわかって、笑みをこぼします。

「まったくもう……」

　僕は少しだけ苦笑します。

　なんだかドクロちゃんを一人にする方が、よっぽど誰だれかの付き添いが必要です。

　それから僕は、人混みの中の白い軍服の天使を捜します。

　だんだん小さくなっていくその背中。僕は今にもスキップし出しそうにうきうきした足取りのザクロちゃんを見送りました。
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「桜さくらさん、ちょっとこれ、味見していただけませんか？」

　ザクロちゃんがそう言って来たのは、僕がテレビ欄らんを見るために新聞のあるキッチンに入った時でした。

　純白の軍服の上から黒いエプロンを身につけたザクロちゃんは、小皿の上に取った肉じゃがのじゃがいもをお箸はしと一いつ緒しよに僕に差し出して来たのです。

「え……？」

　思わず僕はそのお箸と小皿をザクロちゃんから受け取ってしまいます。

　僕はザクロちゃんが向けてくる、期待の込められた微笑ほほえみの前にちょっとだけためらい、そして肉じゃがを食べました。

「どうですか桜さん、おいしいですか？」

　僕がじゃがいもを飲み込むのを待って、ザクロちゃんはそう尋たずねてきます。

「うん……、おいしい、かも」

「そうですか」

　その右目だけで、ザクロちゃんはすごく嬉うれしそうに微笑みます。

　僕はその木こ漏もれ日びのような微笑みに、なんだかさっきまで抱いていたもやもやが綺き麗れいに流されてしまいます。

「ザクロちゃんが買ってきてくれたお醬しよう油ゆですものね」

　お母さんはザクロちゃんの後ろで、ふふっと笑っています。

　ザクロちゃんは自分でもじゃがいもを一口食べて、

「桜さんは、こういう味がお好きなんですね？　憶おぼえておきます」

　微笑み、こくんと頷うなずきました。

　テーブルに並んだお茶ちや碗わんは五つ。

　とうとう、草くさ壁かべ家は五人家族になってしまったみたいです。

「じゃあ桜、ドクロちゃんを呼んできてちょうだい。お夕飯にするから」

　僕は熱いモノを食べて出てきてしまった鼻をすすって、テレビの部屋にいるドクロちゃんを呼びました。

「ツナマヨ……じゃ、なかった。ドクロちゃーん！　ごはんだよ！　テレビはあとにしなさーい」
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「どうですぅ？　おいしいですかぁ？」

　クリーム色の髪の毛に羊の角、眠たげなたれ目の下にクマがある天使サバトちゃんは、その人物をのぞき込みながら言いました。

「おいしい……ザンス……」

　ザンスは、サバトちゃんにもらった冷たくなったお弁当をもそもそ食べながら言いました。ザンスはあの後、襲おそいかかってくる警備員達からあくるなき大脱走、ようやくこの公園のサバトちゃんハウスに逃げ込んだのです。

「ですよねぇ！　仲良くなったコンビニの店員さんにわけてもらったんですぅ！」

　ここは桜さくらくんの家の近所にある『アバランチ公園』に新しくつくられたサバトちゃんハウスです（橋の下のサバトちゃんハウスは、このあいだの大雨で下流へ）。

　ここなら子供達の持ってきてくれるおかしも食べられます。でも、かくれんぼの時にその子供達が隠れに来るのがタマにキズ。

「あ、サトシくん（近所の子供）にもらった粉ジュースもあるですよぉ？　ひさびさのお客さんだから、サービスしちゃうですぅ！　味はなにがいいですか？　といっても色が違うだけで、どれでも同じ味ですがぁ」

　サバトちゃんは「てへへっ」と嬉うれしそうに外の水道まで水を汲くみに行きます。

　一人になったザンスは、苦しげに言います。

「……逃げている最中に、天使の反応があったから来てみれば、こんな所にサバトちゃんが……本当に助かったザンス……」

　その時、サバトちゃんがひょいっと、ハウスの中をのぞき込みます。

「ねぇザンスさーん、なんかパトカーがいっぱいこの公園を囲んでるですよぅ？　あ、ちょっとザンスさん!!　どこにいくんですかぁー!?」
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「ねえ見て見て！　ここだよ桜さくらくんっ」

　鉄格子を模したガラス扉を開けて個室に入ると、ドクロちゃんは大きな瞳ひとみを輝かせて僕を見上げます。

「うわぁ──」

　僕はドクロちゃんにつられるようにその個室の中をぐるりと見回しました。低い天てん井じようからは裸電球がぶら下がり、洞どう窟くつのような岩肌が四方の壁を覆おおっています。薄暗く、圧迫感のある室内。

「ああぁぁ……」

　ここはまるで、牢ろう獄ごくか監かん獄ごくです。

「ドクロちゃんが見せたいモノって、コレ……だったんだ」

　しかし一つだけ、牢獄には似つかわしくないものが部屋の正面にありました。それは今週のヒット曲ランキングを流し続ける三十六インチのテレビ画面。

　──そう、ここは、

「ドクロちゃん、よくこんなカラオケボックスを見つけた、ね」

　なんとカラオケボックスなのです。

「うん！　このあいだ臓ぞう物もつ丸まると遊んだ時にね、みつけちゃったのー！」

　たしかにこのカラオケボックスは、あの倉くら木きさん（臓物丸、もとい、ライルの飼い主の一年生）の実家の酒屋さんがある『アルカディア商店街』のカラオケボックスなのですが……。

　今は放課後。時刻は四時半を少し回ったくらいです。

　──それはたった三十分前のコトでした。

　帰りのショートホームルームが終わった教室。ドクロちゃんはぎゅっと握った小さなこぶしをくちもとにあて、恥はずかしそうに僕を見上げながら、こう言ったのです。

『ねえ桜くん。ボク、帰りにね、どうしても桜くんといっしょに行きたいトコロがあるの。ねえ、だめ……？』

　気が付いたら、僕はここにいました。

「桜くんも気に入った？」

　ドクロちゃんは僕の様子をうかがうように近づいてきます。彼女の背後にあるテレビが乗っている台をよく見れば、あろうコトかギロチン台です。

「う、うん。ここはドクロちゃんに、ぴったり、だね……」

　ドクロちゃんは「やったぁ」と、嬉うれしそうに微笑ほほえみます。

　実を言えば、中学生同士でカラオケボックスにくるのは校則違反。もしもばれたら生活指導の青木先生に厳しく怒られてしまいます。だけど僕も好奇心有り余ってはみ出すくらいの中学生。裏を返して正直言うと、僕はそんな背徳的、しかもこんなに薄暗いトコロでドクロちゃんと二人っきりというシチュエーションにさっきからドキドキしっぱなしなのです。ああッッ！　ごめんなさい青木先生！　おしかりなら僕が受けます！　悪いのは僕です！　だから、だから僕を、貧血で倒れるほどおしかりくださいッ!!

「どうしたの桜さくらくん、どこみてるの？」

　ドクロちゃんが僕の目の前でひらひらと手を振り、

「いや、僕はまだまだ平気だよ!?　そ、それより、なんでドクロちゃんはよりによってこんなトコロに僕を？」

　ドクロちゃんはそんな僕のココロの中を知ってか知らずか、天使のわっかで裸電球の黄色い光を弾はじき、僕をのぞき込んできます。

「それはね、桜くん……」

　ドクロちゃんはちょっと恥はずかしそうに、そそくさと壁かべ際ぎわのソファに座ります。それから僕を招くようにぽむぽむと隣となりを叩たたくのです。

「ドクロちゃん？」

　こくこくと頷うなずくドクロちゃん。どうやら僕にここに座れと言ってるみたいです。

　しかたなく僕は制服姿な天使の隣に腰掛けます。

「えへっ。さーくーらーくんっ？」

　ドクロちゃんがすっとヨコスベリで僕に身を寄せます。彼女はまるで腕を絡からめるように僕と密着。囚しゆう人じんが寝るような簡易ベッド風のソファがぎしっと鳴り、彼女の膝ひざと僕の膝がこつんとぶつかりました。

「ど、どうしたの……？」

　僕は、カラダを乗り出して見つめてくる少女のしぐさに、思わず〈ずきゅんっ〉と飛び跳ねる自分の心臓ごと身を引いてしまいます。

「あのね」

　なぜなら、

「どうしてボクが桜くんをこんなトコロに連れて来たのかは、口で言うより」

　なぜなら季節はまさに、なにも知らなかった少女でさえ一夜で大人に変えてしまう、夏。

「実際に、したほうがわかると思うから……」

「ええッ!?　ちょ、ちょっと！」

　いたずらな夏の妖よう精せい達は、少女を包む制服の生地を一いつ斉せいに薄手にしてしまいます。もちろんドクロちゃんが身に着けているおろしたての制服も夏仕様。他ほかのどんな季節よりそのドクロちゃんのシルエットをくっきりと僕に教えてくれます。そう、なによりドクロちゃんのすこぶるナマイキなカラダは夏にこそ本領を発揮するのです！

　そんなドクロちゃんとカラオケボックスという密室で二人きり。

　密室＝事件の発生です！

「ち、ちょっとなにするのッ？　ドクロちゃん!?」

　不意に彼女のちっちゃくて柔らかい手の感かん触しよくが僕の右手の甲を包みます。期待していた展開とはいえこのトキメキ、いざ体験中の今だから言える！　中学生には早すぎですッ!!

「は、うぅっ!?」

　さらに、

「じっとしてて、桜さくらくん。ぜんぶ、ボクに任せて……」

　僕の口に人差し指を置いてコトバを封印したドクロちゃんは、とうとう右手を取ったまま僕を引き寄せます。僕は思わず目を閉じました！

「いくよ、桜くん」

　あッテーションプリィィズッ！　当機はコレより乱気流に身を任せ、キリモミまぁす!?　たすけて国際救助隊っ!!　僕の地球も守ってくださいッ！




　べちょりっ

「はッ？」

　その感触は甘あま酸ずっぱい期待感に震ふるえる僕のクチビルではなく、突然右手に現れました。とっさに目を開けたそこには、

「はいッッ!?」

　真っ白な、粘液。

「な、なにこれ!?　なにこれドクロちゃん!?」

　僕の右手の上に、大量の真っ白い粘液が出現しています！

「ちょっとこれ変なにおいするよっ!?　ドクロちゃんなんなのこれ!!」

「桜くんは自分が木工ボンド部の一員だっていうコトを忘れたの？」

「もっこうボンド部ッ!?　あ……ああぁぁああッ!!　こ、これ木工ボンドだ!!」

　木工ボンド部とはドクロちゃんが設立した部活動で、その活動内容は白い木工用ボンドが乾いて透明になっていくのを見続けるコトを主としています。

　現在、部員二名。

「ちょっとまってよ！　ここに来たのは部活動だったの!?　こんなの教室とかでやればいいじゃん!!　なんでカラオケボックスでやんなきゃなの!?」

「木工ボンド部の活動は校内だけにはとどまらないの!!」

「とどめようよ！　世間に知られずに狭せまい範はん囲いで活動しようよ!!」

　僕は右手に形作られた木工ボンドをぷるぷるさせながら叫さけびました。

「ねえねえ桜さくらくん、なにか食べ物頼たのもう？　木工ボンドの匂においをかいだら、ボクお腹なか空いてきちゃったー。メニュー表はー？」

　ドクロちゃんはそう言いながらテーブルの上や下を探し始めます。

「え、まってドクロちゃん。もうこれ、終わりなの？　このあと僕はどうすればいいんですか!?」

「おーなーか、すーいたぁーのー！」

「ちょ！　揺すらないでボンドこぼれちゃうから！　じゃ、えぇとコレかなメニュー表」

　僕はテレビの横にあったメニュー表をドクロちゃんに渡し、

「そういえばドクロちゃん、給食の時あんなにわかめご飯お代わりしてたのに、まだ食べる気なんですか？」

　しかし、僕のセリフをドクロちゃんはもう聞いていません。気分よさげにメニューを物色しています。しかたなく僕は僕で、濡ぬれた紙のおしぼりの包みを〈ぴりり〉と破り、右手のボンドをふき取ろうと、

〈がすっ！〉

「だめでしょーッ!!」

「ぎにゃアアアッ！　いきなりアイアンクローされた──ッ!?」

「桜くんなんで勝手にボンドふき取ろうとしてるの!?　それボクの作品でしょ──ッ!!」

「だったら自分の手の上でやりなよ！　これは僕の手だよ!?」

「部長に口答えするなあー！」

　ドクロちゃんは木工ボンドのチューブの先端を僕の鼻に突き入れ、絞しぼりました。

「うぷぉぉおおおッッ!!　ご、ごめんなさいドクロちゃんッ!!　ほんとごめん！　手でいい！　手にならどんなモノでも作っていいから、中はッ！　お願いだから中にだけは出さないでェエッッ!!　死ぬッ死んじゃうッ!!　もうなんでもキミの言うとおりにするから、もう鼻から木工ボンドを抜いてくださいッ!!」

　僕はボンドの乗っていない左手でドクロちゃんの腕にすがりつきますが、そのぷにぷにした細い腕はびくともしません。

「じゃあ、好きなモノなんでもたべていい？」

「え、ちょと、それはダメぽごぉぉぉオオガガガガーッ!!　わかった言う通りにする！　もちろんお代は僕が持つからドクロちゃんはなんでも好きなモノを食べるといいよ!!　だからもう許して！　それ以上ボンドを注入されたら、僕はいじられすぎたハムスターみたいに次の日の朝、クタクタになってるよ！」

「えへへ。じゃあね、ボクはこのわかめご飯が食べたいっ」

　ドクロちゃんは僕の鼻から黄色いチューブの赤い先端を〈ちゅぽんっ〉と引き抜きながら言いました。

「わかめご飯!?」

　僕はソファーにぐったりと身を伏せながら、メニュー表をドクロちゃんから奪いました。

「ちょっとまって、わかめご飯はさっきあんなに食べたでしょ!?　まだ食べたりないの!?　そんなに好き？　だいいちそんな給食メニューなんかカラオケボックスには……あるっ!!　なにこのカラオケボックス!!　ソフトめんとかもある！　ねえもっとここまで来たら学校給食っぽくないメニュー頼たのもうよ！　たこ焼きとかでいいじゃん！　あ、無い！　ここ、定番アイテムがねえ！　みんな学校給食だ！」

「飲み物、ボクは脱脂粉乳にするね？　じゃあ桜さくらくん注文してっ」

「まったくなんてカラオケボックスだここは……」

　僕は木工ボンドを床に垂らさないように垂直に立ち上がり、岩陰に隠れていたインターフォンを持ち上げました。

　電子なコール音は二回で、

『はいぃ、こちらフロントですぅ』

　舌っ足らずな女の子の声が聞こえてきました。

「ええと、注文おねがいします」

『どうぞですよー』

「わかめご飯一つと、ええと……酢す豚ぶたを一つ。あと、ダッシフンニュウってなんですか？」

『牛乳から脂肪分を抜いた、味気ない牛乳ですぅ』

「なんだかよくわかりませんが、じゃあ、それを二つでお願いします」

『わかったですぅ。しょうしょうおまちくださいぃ』

「おねがいしまーす」

　僕は受話器を元に戻して、

「あ、あれ？　今の声どこかで聞いたコトあるような気が……」

　僕が記き憶おくのページをぱらぱらめくって「あっ」と思い出しかけたその時です。

「ねえねえ桜くん！　桜くんから最初に歌っていいよ？」

　振り向けばドクロちゃんがこっちにマイクを向けてきます。

「はいッ？」

　僕はそのコトバに腰を引いて動揺しました。

「い、いいよ僕は!!　無理だよ！　人前で歌を歌うなんて恥はずかしいよ！」

　ドクロちゃんは上うわ目め遣づかいで不思議そうに僕を見つめます。

「桜くん、なんで今さらそんなにはずかしがるの？」

「え、なんでって……」

　ドクロちゃんはちょっと赤くなって、

「ボクの前では、いつも、あんな声、出すクセに……」

「な！　ええ!?　だ、出してないよ!?　僕はドクロちゃんの前でいつも恥はずかしい声なんか出してないからねッ!?　ナニを言い出すの！　あのね、僕はあんまり歌が上う手まくないの！　合唱コンクールではいつもくちぱくパートを担当しています!!」

「音おん痴ちなんだ」

「言わないでーっ！」

　僕は部屋の隅すみで耳をふさいで震ふるえました。

「じゃあ音痴のかわりに、ボクが最初に歌うねっ！」

　ドクロちゃんはさらりと僕のココロをエグリ、リモコンを機材に向けてぴこぴことボタンを押して行きます。




　ぴんぴんぽろりん　ぴんぽろりん♪




　天てん井じように設置された左右のスピーカーから、イントロが流れ始め……




　ぴろっぴぴろろん　ぴぽりろー♪




「な、なにこの稚ち拙せつな曲は……って、あれ？　これって、もしかして、ドクロちゃんのテーマ!?　これって歌詞ついてたの!?　いや待て！　それよりなんでこんな歌がカラオケボックスに!?」

「ああもう桜さくらくんうるさい!!　ボクが歌うんだから静かにしてて!!」

〈ずどっ！〉

　圧縮された空気がはき出されるような音と共に、ドクロちゃんは黒くろ鉄がねのとげとげバット『エスカリボルグ』を僕に向かって片手で振り払いました。

　すると、その豪速の凶きよう器きに当たった僕は〈べぐりゃっ！〉と十二等分に砕け散ったのです。

『あっ！　ご、ごめんなさい桜くんッ！　ボク歌をじゃまされると……！』

　マイクを通してしゃべるドクロちゃんの声はハウリング。彼女がエスカリボルグをかかげれば、地面から立ち上る魔法の光が、壁に跳ね返り床に転がった僕の肉片達をきらきらと包み込み始めます。




　ぴぴるぴるぴる──




　そしてスピーカーからはポップなスタッカート、曲のイントロが終わります。続いてテレビ画面に歌詞が浮かべば──

『あぁッ！　出遅れちゃうっ！』

　ドクロちゃんは視線を僕からテレビ画面に移して、くりっくりのロリータボイスで歌い始めました。

　すると不思議なコトが起りました。

　回復が途と中ちゆうで終わってしまっていた十二個の肉にく塊かいは、一つ一つがむくむくとそのまま小さなヒトガタになり、みるみる僕とウリ二つになっていくのです。

　そして今ここに、全部で十二人の個性溢あふれるミニサイズな僕が誕生しました。十二人の僕は、魔法の光に包まれたまま、ドクロちゃんの背後、一糸乱れぬ動きでリズムに乗って踊り始めるのです。
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　撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃんＯＰテーマ『一いち人にん一いつ殺さつ！　ドクロちゃん』


作詞：おかゆまさき　　　作曲：にょきにょきお父さん

コーラス：にょきにょきお父さんと少年少女犬笛合唱団






　あたまの上できらめいた

　わっかは今日も切れ味バツグン

　あなたのおうちに届けたい

　ハートはＣ４五キロぶん




　どんなに泣きたい時でも

　どんなに引き籠こもりたい時でも

　いつでも呼んでごらんよ

　エスカリボルグで咲かせてくれる！




　悩殺ッ！

　あのこのつぶらな瞳ひとみ

　殲せん滅めつッ！

　十四歳だったわたしの人生をめちゃめちゃにした（以下略）

　玉砕ッ！

　昨日までの弱いわたし

　ら～らら　ららりろ

　きっとあなたの所にも

　撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん









『一いち人にん一いつ殺さつ！　ドクロちゃん』が間奏に突入します。

　しかし、間奏の間も十二人の僕達には休みはありません。間奏には間奏のダンスがあるのです。おやおや、しかし様子が変です。それぞれの個性を持ったミニサイズな十二人の僕達ですが、その内の一人『好奇心旺おう盛せいな僕』が一人だけ前ではなく、上を見上げていますよ？

　そう、彼は気づいてしまったのです。十二人の僕達は、一人一人が十二分の一の大きさなので、ドクロちゃんの膝ひざ下したくらいの背しかありません。なので、天使の少女のバックダンサーをしているこの場所から彼女を見上げると、どうしても、スカートの中を見上げるコトになってしまうコトに。

　さあ大変なコトになりました。

　十二人全員が今日のドクロちゃんは白だと気が付いてしまったのです。そのうちで『一番行動力のある僕』が、ドクロちゃんの足をよじ登ろうとし始めます。『まじめな性格を持った（まじめなのでメガネをかけている）僕』が、ドクロちゃんの脚にすがりつく桜さくらくんを止めようとしています。しかし、『まじめな性格を持った僕』もメガネをずり上げ、上を見ているので、どうしても集中できません。残りの十人もドクロちゃんの足下に集結。それが失敗でした。

　ドクロちゃんはとうとう足下に群がる十二人の僕に気が付いてしまったのです。

『きゃぅっ！』と悲鳴を上げた彼女は、思わずエスカリボルグで十二人の僕達を蹴け散ちらしました。

　そうして、吹き飛ばされた僕達はもっと小さく、百二十人の個性溢あふれる草くさ壁かべ桜になってしまいました。しかもそのくらい小さくなってしまうともう知性は残って無いらしく、みんな一いち様ように張り付いた笑みを浮かべています。

　そして再びマイクをにぎって歌い出すドクロちゃんと共にサビに突入、ダンスを加速させていくのです！
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　どんなにくやしい時でも

　どんなに逃げだしたい時でも

　いつでも叫さけんでごらんよ

　エスカリボルグで咲かせてあげる！







　最強ッ!!

　背中の昇り竜

　悶もん絶ぜつッ!!

　十六歳の時に教育実習でやってきた初うい々ういしさ残る（以下略）

　絶頂ッ!!

　昨日までのいじっぱりなあなた

　る～るる　るるりら

　きっとあなたの隣となりにも

　撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん






　そして曲が〈じゃかじゃんっ♪〉と終わるその瞬しゆん間かん、

『それ──♪』

　ドクロちゃんは歌の振り付けどおり、エスカリボルグをびしりと振りかざし、




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　鋼鉄のとげとげバットは魔法の輝きで暗い空間にペンライトよろしく残像を引き、百二十人の小さな小さな僕達を包みます。

　すると、ダンスの最後に百二十人がかりの組み体操。ピラミッドの形に集結していた僕達はそのまま融ゆう合ごうし、ついに一つの草くさ壁かべ桜さくらに〈ぷるんっ〉と戻るコトができました。

「ヒドイよドクロちゃんッ！」

　床に手足を着いた四つんばいの体勢のまま、僕は犬のように吠ほえました。

「ゴメンね桜くん！　ボク、つい歌に夢中になって桜くんのコトを……、ああッ!?」

　ドクロちゃんは突とつ如じよ、声を上げて僕に駆け寄ります。

「え？　ど、どうしたの？　なにかまたまずいコトが……!?　一人くらい漏もれてるの!?」

　僕はまさかと思い、元通りになったはずの自分の身体からだを確認します。

「桜くんの右手の木工ボンドが無くなってる！」

「そりゃ撲殺されて散り散りになれば無くなりもするよそんなもの!!　っていうか、僕の命より『一いち人にん一いつ殺さつ！　ドクロちゃん』や木工ボンドの方が大事なのかいキミは!!」

「え、ええっと……！」

「ためらわないでよドクロちゃん!!　ねえドクロちゃんお願いだから約束して？　撲殺した後、僕の復活は、すみやかに！」

「すこやかにっ！」

「すこやかにじゃない！　すみやかに！　素早くやるの！　わかった？」

「ねえ、次なんの曲歌うー？」

　ドクロちゃんは曲目リストを摑つかんで、ソファーに座って言いました。

「なんで約束してくれないのドクロちゃん!!　これくらいいいでしょ？　もう今日はキチンと約束するまで寝かさ……！」

　その時です。

〈がちゃん〉と鉄格子風の扉が開き、

「おまたせいたしましたぁぁ！」

　入ってきたのは女の子。ゴシック風、黒いレースたっぷりな制服に身を包んだ、

「サ……」

　クリーム色の髪の毛に頭の両りよう脇わきの羊の角。大きいのに眠たげに垂れた金色の瞳ひとみに凄すごいクマ。こんなリアルな質感は、コスプレのハズがありません！

「サバトちゃん!?」

「はぃ？」

　サバトちゃんは営業スマイルのまま一秒、表情をきゅるりと変えて、

「さ、桜さくらくんと、ドクロちゃんですぅぅぅ!!」

　大きなトレーを持ったまま絶ぜつ叫きようします。それはそうです。お互いこんなトコロで鉢はち合あわせするなんて思っても見ないコトです！

「なんで桜くんドクロちゃんとこんなトコロにいるですかぁ!?　……あ！　ああっ!!　もしかして、そんな！　フケツですぅ！　桜くんそんな、まさかぁぁ!!」

　サバトちゃんは激しく誤解したらしく、顔を赤らめ後ずさるのです。

「ち、違うよサバトちゃん！　ナニ考えてるの？　誤解だよ！　だって、僕はドクロちゃんに誘さそわれたんだから無罪だし……って、ドクロちゃん!!　なに曲目リストなんかせっせとめくってるの!?　サバトちゃんだってば！　サバトちゃんがまた僕の命を狙ねらって……って、あ、ああああッ!!」

　僕は、ハタリと気が付きます。

「ここで会ったが百年目ですぅッ！　桜くん、この前のようにナサケはかけませんよぅ!?　今度こそ『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の名において!!」

　そうなのです。僕は、もうルルティエには……！

〈ずぱんッ！〉

　しかし空気を鞭むち打うつ電でん撃げき音おん。

　青白いスパークをまき散らすのは片手に握られた『超電磁スタンロッド　ドゥリンダルテ』です!!

「お命ちょうだいですぅぅぅ！」

　サバトちゃんは腰をかがめてそうっと給食の乗ったトレーを丁てい寧ねいにテーブルの上に置き、ドゥリンダルテを僕に向かって振り上げます！

〈ずぱぁぁあンッ！〉

「ぬぅぅわああ[image: ]」

　僕は振り下ろされるスタンロッドを紙一重で避さけ、サバトちゃんの腕をがっしと摑つかみ、

「ちょ、ちょっと待ってサバトちゃん！　なにすんの!?」

「なにすんのじゃないですぅ！　お命ちょうだいってさっきサバト言ったじゃないですかぁ！」

「待って待って！　僕はもうルルティエからは命を狙ねらわれてないハズでしょ!?」

　サバトちゃんはまじまじと僕を見つめます。

「さ、桜さくらくんはナニを言ってるんですぅ？　ルルティエは桜くんを殺すんですよう？　ワケわかんないこと言うじゃないですぅ!!」

　僕は必死にサバトちゃんの腕をホールドしたまま、説明します。

「そのルルティエが未来が予言できなくなっちゃったって、このあいだザクロちゃんが言ってたんだよ!?　未来を予知する機能が停止しちゃって、だから僕を抹まつ殺さつできないって！」

「は、はいぃ!?」

「だ、だから、サバトちゃんも、僕を狙わなくていいと思うんだけど……」

「そんなデマカセにだまされないんですぅ！　だってサバトはそんな連絡受けてないですぅっ！」

「えええ……!?　ちょ、そんなッ!!」

「いい加減、離すですぅぅ！」

「だって離したら殺される!!　ドクロちゃん助けて！　ねえ、ちょっと曲目リストは後でいいじゃん!!」

　ドクロちゃんはこっちに顔を上げ、

〈ぺらり……〉

　ぶあつい曲目リストをめくり、また顔をもとに戻します。

「なにそれ!?　その『まったくもって異常なし』みたいなポーズは！　めちゃめちゃ非常事態でしょコレ!?」

　その時です！　勢いよく僕をはねのけようとしたサバトちゃんの脚に、

「はうぅぅッ！」

　絡からみつくのはマイクのコード！

「うわぁッ！」

〈ずるめきゃっ！〉と、一いつ緒しよに倒れる僕とサバトちゃん。しかも僕はサバトちゃんを下敷きにして、その上に倒れ込んでしまったのです！

「あ、ご、ごめんサバトちゃん！」

　僕は慌あわてて、ゴスロリの天使のカラダの柔らかい場所から顔を上げます。

「あ、あれ……？」

　しかしなんだか、サバトちゃんが動きません。動かないばかりか、なんだかぐったりしている気が……

「サバトちゃん？　ねえ、ちょっと、どうしたの!?　ねえ、頭打った？　ねえってば！」

　僕はこんなにぐったりするのが似合うヒトもそうはいないなと不ふ謹きん慎しんなコトを考えながら、サバトちゃんの頭の方に回り込み、そおっと起こします。

「……かが……」

「え？　なに？　サバトちゃんしっかり！」

「おな……かが」

「おなかが？　お腹なかがどうしたの？」

「お腹がすいて、力がでないんですぅぅ……」

「はいっ？」

〈ずぱんっ……〉

　床に転がっていた超電磁スタンガンのスパークが消え、僕は思わずサバトちゃんに問いかけます。

「サ、サバトちゃん？　まさか、ねえ、最後にごはんを食べたのいつ!?」

　サバトちゃんは向こうを向いたまま、ポツリと言います。

「四日前、パンの耳を……」

「そ、そりゃ倒れもするよ！　そうだ、ほら、これ……」

　僕は手を伸ばしてトレーの上の酢す豚ぶたと先割れスプーンを取り、サバトちゃんに渡します。

「えぇ……だって、これは……」

「そんなコト言ってる場合じゃないでしょ？」

「でも、コレ以上、桜くんからは……！」

「食べていいってば。それとも酢豚きらい？」

　わずかな葛かつ藤とう。首を振るのと、酢豚と先割れスプーンを受け取るのをサバトちゃんは一いつ緒しよにやって、むさぼるように酢豚を食べ始めます。

「うぅぅうう……っ！　はぅっ！　うぅぅ！」

　鼻をすすりながら、サバトちゃんはむしゃむしゃと酢豚を食べます。そんな床に座りこんだままのサバトちゃんに、僕は尋たずねます。

「ねえサバトちゃん？　聞いていい？　サバトちゃんはどうやってルルティエと連絡とってるの？」

　その言葉が、サバトちゃんをぴくっと震ふるわせました。彼女のスプーンの動きが止まり、僕を見つめる金の瞳ひとみから、ぶわりと涙が溢あふれます。

「え、ええッ!?」

　ごくっと口の中のモノを飲み込み、サバトちゃんは言うのです。

「サバトは、サバトはルルティエの一員ですぅッ!!」

　と。僕は、その予想外の反応に、

「い、いやそれはわかってるけど……。でも、だって本当に僕はザクロちゃんから聞いて……」

「サバトのトコロにっ」

　彼女は僕をさえぎり、そして胸にためていたものを吐はき出すように、

「サバトのトコロに、最近ぜんぜん〝ルルティエだより〟がとどかないんですぅ！」

「〝ルルティエだより？〟」

「週に一回届くハズの〝ルルティエだより〟が来ないんですぅ！　ねえ、これはどういうコトですぅ？　サバト、もしかして、もしかしたらもう、ルルティエから……」

　サバトちゃんは言いよどみます。しかし僕は思わず、

「……忘れられて、る？」

　サバトちゃんのコトバをつないでしまいました。

　その僕のコトバに、サバトちゃんは絶句します。

　……もしかして、サバトちゃんにもココロあたりがあるのでしょうか？　──あるのでしょう。サバトちゃんの任務は僕の抹まつ殺さつです。しかし、この少女はいつまでたってもその任務を達成できなかったのです。おまけに今は住所不定無職の天使です。

　サバトちゃんは泣きべそをかきつつ、

「ドクロちゃんは知ってたんですかぁ？」

　制服姿のドクロちゃんを見ました。

　なんだか、瞳ひとみの下のクマを一いつ瞬しゆんで濃くしたようなサバトちゃんは、曲目リストとリモコンを交互に見つめるドクロちゃんに這はって近寄り、

「ドクロちゃん!?　本当なんですかぁ!?　ルルティエはもう、桜さくらくんを……」

〈びしッ！〉

「痛あぁっ!?」

　ドクロちゃんが、すがるサバトちゃんの手を鋭くぶちました！

「ぶ、ぶたれたですぅ!!　ドクロちゃん、サバトと友達じゃ無いんですかぁ!?　相談にのってくださいよぅ!!」

「だめだよサバトちゃん！　歌を歌おうとする時のドクロちゃんはとても危険なんだ！」

　僕はサバトちゃんを引っ張り、安あん全ぜん圏けんに退たい避ひさせますが、

「わッ！　ちょっとサバトちゃん!?」

　サバトちゃんは、がばっとそのまま僕の腕を摑つかみ、その瞳に涙をいっぱいにしてこっちを見つめて来ます。

「抹殺の使命もなくなって……、そのうえルルティエから見放されたら、じゃあいったいサバトは……サバトはこれからどうすればいいんですかぁ!?　サバト、住んでる家はダンボールでできてるんですよぉ!?」

　ついにナミダは決壊。大粒の涙が頰ほおを伝い始めるのです。

「もう、もうこんな……生活費を稼かせぐためのバイトしたって意味ないんですぅぅぅ！　これじゃあサバトの……サバトの今までのッ……!!」

「さ、サバトちゃん？　それを、さっきまで殺そうとしていた僕に言っても……」

「サバトは、もう、誰だれからもいらない子なんですぅぅぅ!!」

　彼女は、まるでなりふり構わず泣き叫さけぶ五歳児なみにえぐえぐと声を殺して、号泣。袖そででこぼれる涙を押さえるようにして肩を震ふるわせるのです。

「ええ……、ちょっとこれ、僕はどうすれば……」

　きっと、今まで苦労して来た思い出の全すべてが、サバトちゃんを襲おそっているのでしょう。

　僕もさすがに、この目の前のなにやっても上う手まくいかなそうな天使のコトが哀あわれになってきました。本格的にどうにかしなくてはいけません。

　僕は困って、サバトちゃんに泣きつかれたまま周囲を見回してしまいます。ドクロちゃんは相変わらず曲目リストと格闘していますし、テーブルには運ばれて来た給食と──

「あ……」

　僕はヒラメキ、サバトちゃんの肩をそっと叩たたきます。

「ねえ、サバトちゃん？」

「な、な、なんで、なんですぅぅ??」

　ひっくひっくと呼吸困難、きちんとしゃべれないサバトちゃんは、それでも僕を見てくれます。

「手を、出して？」

「は、い？」

　サバトちゃんは僕のコトバにきょとんとして、

「いいから、手を出して」

「なんですかぁ？」

　涙で濡ぬれた手のひらをスカートで拭ぬぐい、こっちにおそるおそる出して来ます。

　僕はそれをそっと添えるように摑つかんで、

「じゃあ、目をつぶって」

「さ、桜さくらくん、なんか、サバトに、えっちぃコトするんじゃないですぅ……？」

「そんなことしないから！　ね？　いいから信じて、目を閉じてよ」

　サバトちゃんは、ひっくひっくと声を震わせながら、

「うぅぅ……」

　きゅっと、その金色の瞳ひとみを閉じるのです。

「いくよ？」

「はいぃ……」

　サバトちゃんは緊きん張ちようのため、ちょっとだけ震ふるえながら言います。

　僕はサバトちゃんの左手の上に、それをそっと、置きました。




　べちょり




「いやぁぁあああ!!　な、な、なんですぅぅ!?　この白い粘液はあああ!!」

「ああッ!!　まだ目を開けちゃだめだよ!!」

「取って！　取ってですぅ！　いやぁぁああ[image: ]　なんなんですかこれええ!!」

「木工用ボンドだよ？」

「なんでそんなものをサバトに塗るんですかぁあ!!　やっぱり、やっぱりぃぃ!!」




　ずぱんッ！　ずばばばばばばばばッ!!




「桜さくらくんはなにがあってもサバトが殺すですぅっ!!」

「うわぁ!?　なに!?　なんで!?　違うよ！　僕はサバトちゃんも木工ボンド部に入らないかって誘さそおうと……！」

「は、い……？」

　サバトちゃんの最大出力で部屋中を青白い電光で照らしていた超電磁スタンロッドから再び紫し電でんが消えます。

「サバトが、桜くんと、一いつ緒しよのブカツ……に？」

「い、いや、だからさ、サバトちゃんも一緒にこの部活に入れば『トモダチ』でしょ？」

「サバトが、桜くんと、『トモダチ』……？」

「うん。そう。もちろんイヤならいいんだよ!?」

　なんで僕がイイワケしてるのでしょう。しかし、サバトちゃんは、表情を変え、

「で、でも、そんな急にぃ……」

　不安な気持ちと、期待のマナザシで僕を見上げます。

[image: ]

「遠えん慮りよすることないよサバトちゃん。いつでも部員募集中だし」

「……ほんとう、ですかぁ？」

「うん」

　サバトちゃんは、ぐいっと涙を拭ぬぐい、

「サバト、じゃあもう、ひとりぼっちじゃないんですね……？」

　けれど、あとからあとからそれは湧わいてきて、

「だってサバトちゃんも同じ部活の部員だもの。……って、ほらサバトちゃんもう泣かないで？　ほら、わかめごはんもちょっと食べていいから、ね？　元気出して」

　サバトちゃんは瞳ひとみの涙をぬぐい続けます。

「は、はぃ！　サバトがんばるですぅ!!」

「じゃあさっそくこの部の部長を紹介するね」

「はいぃ！」

　僕はほっと一息ついて、ドクロちゃんをのぞき込みます。

「ねえねえドクロちゃん！　あのね、新しくサバトちゃんが木工ボンド部の……」

〈びしぃッ！〉

「痛ァッ！　あ、しまった！　え……なに？　なにドクロちゃんその目は……。待って！　じゃ、じゃましてわるかったから！　だからごめん！　え、さっきからうるさかった？　あ、謝るよ！　謝罪します！　でもそれはしかたなかったんだ！　だから振り上げたバットを降ろして!?　違う違う振り下ろすんじゃなくてゆっくり！　あぁぁわかった！　じゃあもう新しい部員を紹介しますッ!!」

「だからなんで桜さくらくんはサバトを盾にするですかぁ!!　ドクロちゃん!?　え、ええと、新人のサバトですぅ！　これからよろしくおねがいしま……ぶ、ぶちょうだめですぅ！　まってくださいぃ！　サバトまだ入部したばかりで、そんなシゴキに耐えられ……ッ!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪







　　　　　あとがき




　こんにちは、おひさしぶりです。おかゆまさきです。

　本作『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん②』は小説誌「電でん撃げきｈｐ」の23号と24号に掲載された短編と、そこへもう二本、書き下ろしをくっつけて文庫にしたモノです。実は、その書き下ろしの第四話にはエピソードがありまして、なにを隠そう電撃文庫創刊10周年記念企画『電撃ヴんこ』という本で、有あり沢さわまみずさんの『いぬかみっ！』と合作したお話『ドクかみっ！』の元ネタになった短編なんです。なので『ヴんこ』を持ってる方は読み比べてみると、おもしろさ倍増かと思います（※『ヴんこ』は誤字じゃないです）。

　そんなカンジで、

　ついに②巻を出すことができましたっ!!　これもひとえにみなさんの応援のおかげです！

　ぶっちゃけ、「『撲殺天使ドクロちゃん』は、読者のみなさんに支えられてここまでやって来ることができました！」と、言っても過言じゃないです。というか、本当にそれだけでここまでこぎ着けたようなもんですよもうッ!!（もちろん『ヴんこ』に参加できたのも！）

　半ば逆上ぎみになっている僕ですが、最近それを実感してやみません。本当にエールを送ってくれたみなさんに感謝です。

　断言しますけど、この世で一番『ドクロちゃん』の②巻が出たコトに驚おどろいているのは作者の僕自身です（うひゃあー、ばんざーい！）。

　ファンレターも生まれて初めてもらいました。届いた分はきちんと全部読んでいます（お返事はもうちょっとまっててくださいね）。

　そういえば、ファンレターといえば、白い縁飾りの封筒に少女特有の可か憐れんな文字が躍おどっていれば、作者のココロも否いや応おうなしに躍るものです。このあいだ編集部で打ち合わせをしていた時に、偶然にも第九回電撃ゲーム小説大賞の〈大賞〉受賞作『キーリ』の作者、壁かべ井いユカコさんをお見かけしました（余談ですが、僕は壁井ユカコさんが第二回電撃ｈｐ短編小説賞にも応募されていたので、一方的に壁井さんを『同期だもん！』と言い張り、担当さんに怒られています）。僕は失礼にもぽけーっと、壁井さんを見てしまったのですが、その壁井さんのかたわらに置かれていたファンレターはそういう可愛かわいらしいものでした。

　ちなみに僕がもらったファンレターはすべからく、封筒なら茶封筒、ハガキは普通の官製ハガキ、裏表に黒のボールペンでしっかり書いてあるストレートなものでした。それを見た編集さんの「おかゆさんは少年漫画誌の投稿コーナーですか？」という突っ込みもありました。

　が、しかし、僕にはそんなコトは関係ないのです！　断言します。ファンレターはどんなものでも平等にうれしいモノなのです！　べつに壁井先生がもらっているような可愛いファンレターが欲しいと言っているワケじゃないのですッ……本当に!!　たとえ小説内の誤字脱字の指摘オンリーであっても、僕へのファンレターなのに「それから、『天国に涙はいらない⑨』すごく面白かったです！」と書かれていても、それはぜんぜんかまわないのです！（僕から今度佐さ藤とうケイ先生に報告させて頂きますよ!?）〝ファンレター〟に貴き賤せんはないのですから！

　これは真実です。よく作家さんや漫画家さんが『ファンレターがエネルギー源です！』っていろんなトコロで言ってるじゃないですか？　僕は「そんなものなのかなぁ」とずっと思っていたのですが、これがびっくり、その通りなのです。すごいうれしいのです。読むと身体からだに勇気が湧わいてくるのがわかります。してもらい、初めてわかる、ありがたみ、ですね。僕もこれからは、好きな作家さんにはファンレターを出そうと思いました。

　だから、みなさんもこれからもどんどんファンレターを送ってください。待ってます！

　おかえしと言ってはなんですが、僕もこれからずっと読者のみなさんに、脳のう髄ずいがトロケルような小説を書いていけるよう、がんばります！




　さて、こうして感謝パワーもバッチリたまった所でスペシャルサンクスに行ってみましょう！

　もうなにを差し置いてもこのお二方。今回も多大なご尽力を頂いた担当の三木さんと和田さん、このたびもありがとうございました。このお二人がいないと『ドクロちゃん』は印刷してもらえないのです。僕はとても感謝しているのです。これからもよろしくお願いします。三木さんの目の下のクマを見るたびに、僕は目頭が熱くなってきます。本当です。

　それから電撃文庫編集部の皆様。いつも温かく見守ってくださり、ありがとうございます。編集部での僕らの打ち合わせがいつもうるさくてごめんなさい（でも、治らないと思います）。さらに校閲さん、ＭＷの出版部や宣伝部、営業部の皆様。僕は思います。みなさんのおかげでこの本が今、読者の手に取られ、読まれているのだと……。そして、今回も変なコトばっかりしてごめんなさい。これからも『撲殺天使ドクロちゃん』をよろしくお願い致します。

　とりしもさん!!　毎回マジで楽しみにしています。僕は最近、とりしもさんにイラストにして欲しいシチュエーションを後先考えずに原稿に書くという公私混同な欲求をこらえるのに必死です。こんど僕を叱しかってください。

　電脳の世界におきましては、前回スペシャルサンクスでお礼を言わなかったら拗すねてしまった『Ｇ』の「いちご」と「あんず」のお二方。いつも僕の精神面のケア、ありがとうございます。これからもよろしくねっ！　もちろんメイツのみなさんにもお礼を！

　そして暁あかつきさん、今回も大変お忙しいところ、お菓子のおまけ風のシールを描いていただいてありがとうございました。熱い夏でしたね！

　地元のバカ友人一同にも多謝。またどっかダーツとかで行き先決めて遊びに出かけましょう。

　そんなカンジで最近おかゆはもう、生きてるだけでしあわせです。

　二度あるコトは三度ぴるぴる。再び皆様にお会いできたら光栄です。そいでは、また。





二〇〇三年八月某日　自室にて　おかゆまさき









おかゆまさき

この間、一人で怪談を百個憶えて『一人百物語』を体得し、いつでも幽霊を召還できるようになろうとがんばっていたら、それを嗅ぎつけた恐がりの妹に「そんなコトをするなら、兄妹の縁を切るから！」と言われました。集めた話の中でそれが一番怖い話でした。もうしないから。
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身で東京都在住のシューティングゲーム好き。

ヘタの横好きもいい所ですが。横好きと言えば横シューがちらほらと発売されて良い感じ。やる時間がないのが難点。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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